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寫具說 明 

ドィッでは子供か潭山應むこ « |: 1つて_策 |: 副つれ 
母は1糫の_0功 » 者でわり全 « 民の感謝と*意とを 
受く べキ でもる となし / 

「母の 動 章」 

な 制* 1ズ戰壜で武功4事げ ?: 軍人と同じ<之を表彰 

マ4 » ち 

銅 動 章 (コド モ四 人を 產め ば) 

鍬 勤 章 ( n •ド モ五人 以上は) 

金 動 章 ( 3 ド モ八人 以上は) 

右の 動 章 ^ «け**トラーユーゲントは此0»章4*_ |: 
つけれ蠔人 |: 出遇つ |: なれ |1: 必す舉手の |9 >ミつて歎 
笼な携 ふ 事 |- なつて屏*0 

. (寘真《八人の子_者で会動聿 0 家姪で #) £〕 




寫具說 明 



トィ ッの务 人は 又 明細な 嫌 和 確 寅な 技能を 所有して ゐる 見ょ ラデォ © 大會肚 ©技 麵と 
して 殆ど 女子 計りで S いか 此 女子の 手 • |. ょつ弋組立てられるヲデォが正鑰で然1狂ひが出な 
い 永久 Q 保征 付で 資出 S れてゐ * そ© 他 製 H ¥ t 55 に 技？ L ての 女子の 活躍 t 大 
s ti t ので わ i 




寫與說 明 

家庭 エ笼が «家 |: 搾げるカも乂大なる1の炉わる 
ドィツでは 主 « が製作の講 « な受けて來てー家な動故 
1て精4,出すそして一来の杈入の足 |: して蛘濟か浦ふ 
て ゐ K! が戰爭 の 《 11 曳》ドの设火饺制時に於て1仕亊 
は 祖- st t -c ゐ i と- H ふ 

日本の 设火饺制は叱られて消彳ので未だ完全でない况 
んや仕 事は 出来ない 狀况 1- #) る大 1- 取ぶ ベ ^ * で わらぅ 





寫具說 明 

ドィッで (1 条肚會各人を透1て| 11 し ?: 强间な侑念が 
ある、それは柯であるかミ云ふ |: 

「阈 家の 爲 に」 

「祖國 の爲に J 

かぅ 1 ?: _家主義 0 下 |1 農夫は1鍬4土 |: 入れて耕1 
收獲か 拊大 なら L むべ くべ スト な傾注彳る之がドィッ 
の强颳となつれ最大垠因である 
この若い良夫婦の希望 |- « *9» る3まか見すや 




寫具說 明 

鮝 休み© I 時間な 女工 だち K 後の 小山の* じ出れ若い 
のは十五六歲で五十の保な«しれ娑？ん1居る . 
しかし IW がシュ ータ 9ムを«っ弋居る« |1 は老若の 
«別が尨ぃ & -| 3 ャ*な若ぃ影がゎふれてゐるではな 



全<無邪氣な1«では #) *0 





寫其說 明 

ドィッでは田«の供作《多<嫌人の手 1; ょつて房る 
何 1み男はエ業«作 |- 全能カ>つ<1弋_の富强な《 
つて 居る からで * £ 

蠔人が 野良 か* ぐの は昔からの«*でぁつれが殊 |1 第 
_次歐《戰爭 |1 於て全价»~敵 |: »して戮ふれだけ «: 
大抵の 男子は* « |; 送4_内に《始ど»女子が残つれ 
と云つて1 -|> , 、«でれつれ》つて耕作 (1 元氣尨蜮人の 
仕事の |つ « な つて 逢 utt 戰練へ ts 作物な 送 るに 到 
つれの であ a 

かぅ L f : 力* い « 後嫌人0活動は || て»人の健康 © 上 
•U 1幸してドィッ嫌人《肉体的 |: 1美人形が多<否そ 
れが貧表？れ弋&名 





寫 與 說明 

1 M 間を 働く だけ 働き 龙 しれ1家 11 日 » の朝»を疥ぴ 
ながら麻流を渡つて向ふ岸の綠の樹間地帶じ妝策を試 
みるので #) る 

中央の齟父の-1コヤヵな心からの滿悦 1: 孫拟 |: ちの興 
じれ喜し？が扔宇 |- ‘類 |*- 1こ 1? れ弋«*0 
斯ぅ L て 來るべ -^ ^ .^ o TC a ^ ^ ^. I i ^ ta M l- ^ L 
y ^ i こ >) であら， よ 





勤 眞說明 

樂しかるべさ ~ 水_欒のタ飽の众 »» テーブル |: 簡3|,で 
は あるが 母が 心 づく L の榮茭 食 それ も砷 後の 今日 此 t£i 
U ^ SSL rc j へ 水の ^. 濟 |: 於て切詰めるだけ節約をして 
W <» ドィッ鉍人の終濟的考廉 |: * |: 耵名な，,ので所” 
併- ^ ； !£ のょ いの u IB - 并 一 だ wiu れて WKJ 
この主鉍の洶体美 « 「毋の敫作」に於けるドィッ |*1 の特 
別の方法 |: ょつて陶治成人1れ典呦でもあらぅ 
ドィッの *|? 人 |: 13い紅や白粉 (: 使 |1 す內部から發钭 
する 内 体类の 練磨 U 懸命で ある 

H*t^rp R l: ^- A PJl ^ ® w ft u * r -c wy ^: * l: « 

ふ將士 (1 身命 ^ 闲家 に株げてゐる此時鉍人の举俏な裝 
ひや紅粉>嗜ス-事 (1 »然止マべさでわらぅ 



第一 次 蠢大戰 前までは ィギリス— 駕 する ほどの 參ヵ W 家で あつた 獨逸 が* 一敗 地に* み 
れた 結果 •ヴ H ル サィ ユ平和條約にょつて百戰百勝を誇つた軍備は殆ど全拽され^ー九ニー年 

- I I ■ »■ i I —II - m— 

ょれ W 费兵 制さへ 典 止と なり •陸軍 兵 負は 十 萬 •海 箪兵員 i ー筠 

U— ••'一 

B 1 レンス ニ 州は フランス に •モレネ •オ 4 ベン •マル デ 一 

^£^ :^ ルてボ，？^護の爲には西ブ|1シャとポ丨ゼンニ州を荆き* 又東ブロ 1 

<| ャ 共和 國 に讓り • « 十：の面積は三萬方準；に減少し，只僅にー 
氏 間 航空 事業との 獎勵に ±. つて 萬 一の 場合の H KT ^y て ^; . ノ 



ワ： 









译 isu 月^:::: 擊の大 f 切つ て 以来 •ドイツが 擧げ 得た 
f 世紀の 驚異で—。 /te' 

しかして 敗戰國 として 屈® 的に 乃至は 幾多の 辛苦を 經驗 した 獨 逸が • f ニ +2 年の 今日 



<u の 回天 Q 大 f 成就し 得た s 5 ►ラ is f たる 救世 S 念*® 大 t 人格 其 政治 
的 天才に— 勿 1 か •又 罵 £f 强い撤 底 的な ドイ i ' ts — 苦を 切り 
拔けて •次第に 復興し 來り ，今や 第二次 戰 爭の繁 * 欧洲に I する の 大帝 W となり 終へ た" 
此 4*.* し S 興洁 して 如何なる 原因で あらう か。 槿花 一朝の 夢とは 式へ •世界 S 五分の 
一の 領土を 有し* 最大の 祭 力を 誇つ た英 W も S ヒ •姐忐 魚 Ms 有様で あるが 此の 驚く 
べき ドイツ H - RQ 翼 こそ 各 KS 學 ぶべき？ た敎訓 であらう。 

現在の 日本 も 亦 有史以来の K 難に 逢着して ゐる 。之を 克服し 支那 事變の 完遂を 期し 得る もの 
は 唯 御陵 SQ 下ー谊 B 民 Q 烈々 たる 愛® 心と 大和 S 發詈 るの みで ある。 

日獨伊 1 S 同盟が 成立して 世界に 新しい— が 開けょう として ゐ IB * 1 の ドン 底 
から 起ち 上つ て 同じ やうな 民族の 運命を 開拓して 來た ドイツの 苦心の 称を ^ つてみ やう 

この 瞭 因は 種* あらう が* 何と 云 つても 匕 クトラ— と 云ふ大 英雄 偉人 力 現れた 事て あらう が 
元來獨逸人は眞相と淺现とを推て.-事物の本質に透他しょうとする豐性の所有者であり隨 
つて 政治 祭文 學凡ゆ •る 方向に 向？ 深 S 硏究 して 行 4 性が 一丸と なつて， SK イツ 现 




t 練り上げて 居る* 

ドイツが 戰前 •敎宵 上 特に 留意した のは * 用に 適する 科學 者の 養成で あつた。 何れの 工場に 
も專門的知谦を有する優秀な技術家が比較的安铪料で雇人れられるやぅな方法 |: と0,ー意專 
念した が •果せる 哉 •今度 戰爭に 於ても 色々 な 科 學的戰 具を 發明 使用して 敵を 敗り • s 土を 占 
領した が、 元來此 《 の 工業は 英米 諸 國の發 明 工夫に なつた ものを 模 做した ので あつたが •優秀 
なる技術家の手にょつて之が1»ドイツ的に進步發達したものである。 

次には 女子 敎育に 意を 注いだ 事で ある。 勿論 戰前 から ドイツの 敎育に 於て 女子に 對 する 考慮 
は狒はれて居り*桩の普佛戰爭の勝利の場合ビスマルク》軍は 
r 今度の 戰勝は ドィツの 母と 小 學校敎 員と に 負 ふ處大 なり j 
かょぅに叫ばしめた如く*母却ち女子敎育の成果が勝利を得たのであつた。 

日本に 於ても 女子 敎育を 1 にして 居る と 云 ふので はない が •兎角 敎 育と 云へ ば 第二次 的 扣 
考へられる今〇^獨逸の此戰果を 0 み大に學ぶ處あるべ » |: 信じて此著を * くに到 〇 た。 
面1てヒツ > ラ1は 



r 母 八 余ガ Ha 家ノ 支柱 タリ J 
>. かょぅに 絕 叫し. 又 • 

「ドィッの少女ょ諸君はドィツの母となる事を钯惊せょ.！ 

と 少女に 敎へ 女子に 期待して 居る。 

此 ヒット ラ ーの 女子 敎育に 對する 見識と 其 ドィツ 《家の女子敎育を檢討し，以て長を株り烜 
を補つて我帝 » の支柱たるべき母への敎育の1資料としたいと思ふ。 

明和卞五年秋十1月耙 3|: ニ千六|01年祭典の太»の音> |« キつ〜 

若松 町の 寓居に て 



ドィツ 大使館に 

女子 靑年團 指導員 

句 WIEDA . MALIN と 語る 

• . 

筆者は 此書を 公に する のに 貴 任 ある 筆を 執りたい と 思 ひ •數 回に 苴り彼 女を訪 づれた "最初 
の 日は 通譯の 森 氏を 通じて r かぅ 云 ふ 用件で# 兒を 承諾して 下さる か 否」 を 訊いて 貰っ た" 
すると r 今日 若し 私の 時間が 出来たら お # ひする J との 事で 小一時間 待ち， 此 間に 森 氏は 三 
四 回 その 空き時間を 催促して 吳れ られた が 執務中で 會 へなかった。 
そこで敎示を願ふ事項を窨いて森氏に渡して翌0行つて見ると 
r 責任 ある お 答へ をす る 爲村料 1中ゆへ來る廿四日午舫十1時半にお出で下さい |— 

かぅ 云 ふ 事であった。 • 

その 會見日 迄は 四日 間で ある。 

その 3!の約朿時間に1分の違ひもなく行つて兑ると*もぅ先方では待って居たと見へて直に 



應接室 に 招ぜら 机允* . 

彼女は私の發問亿對して次から次へと沭暢なドィツ語で*然も熱心に時期の經っのを知らぬ 

扒のやうな颴答ぶりだ。 

そして其のー首ー句に無駄のない眞面目な態度に接して私は*彼女を通してヒツトラーの耍 
求す る ドィツの 鵪 人を 體 得した やうな 感が する。 

先には 墩務 中龙 から启 分の 時間になる 迄 待って 吳れと 云 ふ 。其 時 期觀念と事務的奴念に其眞 
«| さが 親れ！ 

今 X 自鼷の 期 介に 對する 其の 藕蓄 ，經驗ある »: 答振0! 

ドィツの 復興は 流石に かう した 婦人の 手に 依る 事の 多大なる を 痛感 させられる* 
•豫定の會見時間が終ると彼女は時計を此して頷きながら 
r 左樣 なら」 — と • 
0:本語で云って，胡蠔のやうに體軀をかはして立上った〇 
矩 い スヵ —トが 5 ふわり i 掮 かれて 宛然 乙女の やうに 快活で ある。 



ドアーの7手を持って今1度 
r 左様なら j I と 
振り返って 出て 行く のであった。 

私には 彼女は •どうしても 二十 六とは 見えな かった。 精々 二十 歲舫 後の やうな 若さで ある。 
杏* と 力 ある 靴の 足音が 逮ざ かりて 行く。 P イツの 女子は 萬 事に 無肽が なく 快活で 若々 しいと 
聞いて ゐたが 全く 其 通りで ある* 

かう した ドイツ 皆 人に ょつ て ドイツ 民族は 徹底した 费展を 遂げ •_ ては 歌洲を その ナチ ス主 
義指導 * h ' に 従へ 行 X の だ。 

本害を通して日本婦人に何物かを與へて*それが少しでも日本の母に對して卑益する處があ 
れば と考 へながら 大使館の 爵蒼た る 大木の * みの 間を辭 し 去つ た 0 
徇に氣 持の い、 マ 19ン嬢ではある。 —— (著者 ) 1 



獨逸の 母親 目次 

0 W 一 

獨逸 大使館に マ VI ン 女史と 語る 五 

ヒット ラ ー は 母を 斯く觀 る 四 

母 ハ 余 ガ阈家 ノ 支柱 ナリ 
母の 動 章 

母親と な る嗦 で 五 

その I 幼稚 阐 時代 
その ー丨 小學校 時代 
その _ M 習敎 W INP 代 
その 1 1 箏 校 ^ ft 
その I 离罾 tt g ft 



ナチス の 女子 靑年團 

その I 組 嫌 
その I 指 導 
その — 訓 育 

その 拥 育 

その I 社會的 活動 

指琢 者學校 旅行 ■ ナチ ス の 世界！！ 野 * 全 活 
會鎗の 夕 K * r l y 家 R 1 I 校 水 緣 

齔會がつ くる ドィツの 女性 

英雄崇拝 

へ 格) 日本縑人の忠 « ||10 
成人敎 宵 

( W 〕 B - 本に 於け る * 011 癦 
スボ ーツ 

スボ ーツデ I • 

裊 樂 

_ 民 文化 馬 素人 __ 劃… * !! * * 



家事 見習の 明 
家廉へ歸れ 

女の！！ 組と 防空 群 …… 

女の 指導員 

女の 防空 群 長 

(附〕日本 |: 於け & _&と防费9 

花嫁 學校 •： …… 

幾 月た てば 花嫁に？ 

花嫁 學科 は？ 

滿瀕 花嫁の M 生 

( W ) 日本にもぁ « 花嫁學校 

結播 事情 

政府は 結婚 獎勵 
男女 關係は 淡白 
結婚 異瑛の 申請 
ドィツの 結婚 奇穷俗 



ヒットラーの結婚觀 

、母親 學校 九 〇 

ムツ タ 1 シユ 1 レン 

移劭的母親學抆 

ムツ タ 1 ハイム 
ハイメ デヤ 1 M *S * v 

その I 內. 容_罾 業 



、ナチ ス國家 が 要求す る 母性 v 八 六 

その I » # 的 方面 
その _ g ffi g '^ 面 

、母を 保 謹す る 施設と 法律 九九 

母を 護る 法律 

(4)日本の母子保*法 

、母となつてからの獨逸婦人 1 0 穴 

その I き 0 0 めた 生活 



その — 母の 働きぶ 办 ， 

その I 豸 庭敎育 ， 

その _ 健康美 
その I 母性愛 
その I を 活 美化 
非常時 ドイツの 母は® 場へ 

母と 子の 科學敎 育 座談 會 ー 3 

日本 文字と® 丨 ►字 
P ィツの 小事 校 先生 
ドィツの 主 擦は 科學的 
ドイツの 家庭と マツ チ. 

スフの值度とアイロン 

ドィッ 小學 校の 設備 
日-^ 庭 制度と 科摹 

大政翼賛運動に現れた日本婦人… 一 ,, S 



【附 錄】 



義烈 婦人の 詠める 和歌. 

癟の君 
楠 正 行の 母 
除屋義 治 室 
#• 西 元 通の 赛 
別 所 山城 守 室 
柴田の 末 森 
武田の 秩子 
木 下 長 《 子 室 



白拍子 微妙 
北* a 顯家 夫人 
犬懸 入道！ S 秀室 
仝 召 仕 お才 
別 所長 治 •の 室 
柴田の 息女 
伊 貧 崎 中務奏 
钿川候 夫人 



偉人の 母親 

畢者 としての 供 山罎の 母親 
武人と しての 楠 正 行の 母親 
偉人と しての 後藤 新 平の 母親 
政治家としての原歎の母親 






武人と しての 乃木將 軍の 母鵪 
英雄と しての ナポレオンの 母親 
武人と しての 東 梅 元帥の 母親 
政治家と して 0 ワシントンの 母親 
事業家と しての* 1 ネギ ー の 母親 
文豪と しての ゲーテ の 母親 

義太夫に 現れた る 日本の 女性 

• V 根 時 心中の お 初 ( ) 

お 夏 淸十郞 の お 夏 (水 谷 八重 子) 

天の 網 島の 小春 (鼷 助) 

三十 三 間 堂の お 御 ( > 

安達 ヶ原の 袖 萩 (中 村 梅 玉) 

二十 四 孝の 八重垣 姫 (菊 五郎) 

繪本太 功記の 女性 (初 菊 ハ 魁 車 •操 ハ 梅 玉) 
阿波の鳴門のお弓(ドンド0大師舞臺：曲> 
先代 萩の 政 岡 (松延 > 



ヒツ トラ ー 氏は 母を かく 觀る 



t が • B カ充實 の极 基は 先 づ强い 「母 J を 作る ことで あると なし 



- nvs- _ 一 

パ^ t 一 



なる母性を育成陶治する爲には頗る其意を用ひてゐる。 

對し f の 平和 勸吿 をす る 時の 演說 中に も 

クナイ 



- t ッノ 母親 達 ••w^. va. 失フト 云 フ悲 シミ ハ 全 ク大變 ナ供牲 ダカ ラ J 

儺 國を 忽ちに して 降伏せ しめ •進んで 大英帝 3を 向 ふに 51 して 大戰爭 の » 統帥た る ヒット ラ 
1氏が*右のやぅに常に其胸中に「母.|の事を考へ、母の爲に想ひを致してゐるのでぁる。之 
を見ても如何に彼が女子敎育に考进をなして届るか ^ 判る。 





而 して 彼の 女子； は 

「ド1ツの少女ょ諸君が*トイツの母となることを記馆せょ』 

にょつ て 初 f 齧撤— へ S 成に— が •其 到達 S 個人と して Q 人類 8 成では な 
くて國家の1員としての母の完成である0故に 
ドイツ ノ 少女 <« 家 ノ 人民 デ アル 
斯様に 云つ て 云る。 

ヒツ トラ-氏は 國 民は W 家を 目植 として 居なくて はならない 。何事 も國 家の 爲に 努力す る 
のだと敎へてゐる。故杧 

I ノ 興隆 ナシ _| S 民生 活ノ ハ 又 個人 ノ眞 T 得 ナイ 
これが ドイッ 國 民の 念顆 である 0 

又獨こ B が. 子供を 澤山產 むこと にょつ て S に 副つ た 母は 一種の 51 者で f i 
民の 感謝と I と— くべき で— となし 「母の 動 2 を 制定して 戰 場で 動— げた 取 人と 同 




子供 四 人 ヲ持テ バ«零 
子供 五 人力 ラ 七人< 銀 章 
子供 八 人 以上は 金窣 

以上の動窣を授け .» ヒットラーユーゲントは此の動章を || につけた嬸人に出遇つたなれば* 
必ず舉手の«をと 0 て敬意を拂はねばならない事にしてゐる。 

更に 進んで ムッ タ丨< ィムに 於て 母に 休養と 慰安と を與 へで ゐるが •其方 法は 斯ぅで ある。 . 
* 事の ため 子供の 爲 •ひいては H 家の 爲に 母は 常に 元氣で あらねば ならぬ。 然し 職業と 家庭 3 
とに 狭まれて •子供の ある 婦人は 痕れ がちで あ*/ 休養が 必要な 母は 到處に 見受けられる® 【 
之を 集めて；^ と 慰安と を 興へ •新に 明日を 働く 元氣 をつ ける* 設が卽 ち r ムッ ター ハイム j 
なので ある。 

こ\では年中 0 きまと 0 た家庭の仕事から全く麯れることが出來*充分に休み.スボーッを 
し講済 t 聞き •又 音樂 * や 映 •で 慰められる。 

この パ イムは 大抵 * 色の い i 場所に あるので •自然の 惠みを 心 ゆく 迄 受る事 も出來 to * 




かくてニ三遇間たてば大抵の»親は見遠へる程元氣を恢復して，いそくと我家へ歸つて行 

<0 

留守の間は*家庭の事もエ場の仕事も婦人_1の手で少しの心«なく守られてゐるのであ 
る 0 . 

斯樣な施設は世界备_に例はなく*獨こ婦人だけが受ける幸鼷であり*ナチス « 家の唯一つ 
の 試みと しての 大きな 誇で あらぅ* 

一 母親と なる まで 

獨こは、元來大小幾多の王 » が併合して《を組雄したのであつて，其の大小王阈は抟それぞ 
れ特色ある文化を有して居たのであるから、獨乙國としての統1が出來なかつた。 

然し.之を敎宵的に联ーすべき聲は敎育者間にも叫ばれては居たもの>^色々な事情の下に 

顧るものが尠なかつた。 

ところが，獨乙革命 0 物發銪普魯西の社會民主黨議員コンラッド.へ1|ッシ氏が「我寐の 



敎 # 政策 J なる 題 下に •讓會 に 於て演 說を 試みて 多大の 感動を 與 へた。 其演說 の 大要は 
r 從來の 學校敎 育は 個人 本位で あり •自由主義で ある • 

將來の 畢校敎 育は個人の立場を捨て-社會共存鬮體のー員として敎育せねぱならぬ。 

1 . 從來 は脊識 本位で あり •利 個人的で あるが* 將來は 人道主義で あり 社 含 的で なけれ •はな 
らぬ。 、 

三 •從來 の 學校は * 其の 本務を 智 11 の 敎授 所で あると 解して 居た が、 

將來の 學校は 勤勞を 本務と する 共存 團體で なければ ならぬ。 

之を耍 約 すれば* 將來の 學校の 個人的 立場を 捨て V 社# 的 立場に 立つ 精神を 以て 枳 本と 
し丨又この精神の：トに1切の指缚をしなければならない**從つて從來獨乙に於て腠史的 
に發連して居た各種不統一な學校は，此際悉く之を撤廢し全 «5 を通じて较ーある冇機的 
體 制を 建設し なければ ならぬ】 

と斷言したが此主張は*殆ど黨派の如何に拘らずー大衝動を與へたのであつた。 

1 九九 ニ 年 ヒット ラ ーの率ひる_家社會主袭の一黨が‘政權を笨握して以來.ドィッ民埃の生 



活は •その 全 分野に S つて 振 本 的な 改 * r か 行は れつ 、ぁるが，敎育界にも思ひ切つた$が起 
0 •ナチ ス內閣 の 文部大臣 ルストに ょつ て敎育 制度の 一大 改革と なつた。 

そして 敎育 理念に 於て は 

藝術敎 育 

人格主義 教育 
兒室 中心 主義 
社 # 的 敎育 

螂土敎 宵 

國家 公民敎 育 

以上 等の 叫びが 起 0 •從 o て敎育 の 方法に 於ても 作業 主義 や 行動主義 •生 產主莪 、自發 活動 
生活 的敎授 、體 驗敎授 、絵 合的敎 授等 が舊い 今迄の 敎育 方法から K 出して 實施 さる X に 到つ て 
系た。ド4ッの現在の學校敎育は以上の影響下になされたものでぁる事を前提として、以下备 
項に 就て » 述し たいと 思 ふ。 
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ドィッの幼稚国は三歲*四歲.艽歲の幼兒 |: 
收容 する 事と なつて ゐるが ，元來 幼稚阒 なる も 
のは 箏校敎 # (/> 補助 機關で はない 家 辟 敎育の 足 
らざ るを 袖 ふ ものでなくて はならない。 • 
この幼稚闻敎負に就て |1 1«: 掸的恩人フレーべ 
ルの學說等を引用しょぅ。 

フレーべルは幼稚阐を始めて詨けた敎竹史上 
の 功较者 であるが •彼は 

凡そ： 大地 間の 萬 物は 5 の 永久 不滅の 法則に 

ょつ て 支配され てゐ る。 而 して 此 永久 不滅の 
法則は轉であつて.萬物は神から生じ神に 1 






つての み 動かされる c 

故に萬有の目的は其中に存する神性を發展せしむることである。 

敎育とは人間に本來具有する此神性を發展せしむる手段方法を講ずることである。そして神 
性の 發展 は兒 重の 自發活 動に 現れ •兒實 の自發 活動は 遊 數に 於て 最もょ く 現れて ゐ る。 
故に幼時の敎育は遊雎を善導するにある'世の父兄には之をなすの能カと時問を有するもの 
が 尠い から •幼稚園を 設け 尊 n の 敎育家 をして 之に 當 らしめ なければ ならない。 
この主張と學說との下に幼稚園を創始したのであつたが*現、在のドィツ阈內にある幼稚《は 
此フレーべル |: *承してゐると云つてょい0ドィツの母は其幼稚園時代では神の子として取扱 
はれ •萬 事が 此轚ら かなるべき 神性の 發 W を 保育され て 行く のであって • 

純で 無 邪氣で •而 して 朗らかで 然も 自山に 伸び <し た 性格を 養 はれ •加へ て 敬虔の 念に 滿 
ち充 ちた ドィツ 荑 の 芽生え 
以上の 兒重初 期の 敎 育を 受ける。 



その 小擊校 詩 代 

ドィッの小學校は，_民 « 育義»年限は八ヶ年であつて*滿六歲から人學し十三歲迄在學す 
る .° そして此小舉校を « 民學校と稱し*六歲から九歲迄は初$習基雄«で.それ以上は初等 
敎 育上»としてあ0,此_民學校を修了したものは《に之に速絡する*窠補習學校に於て滿十 
八歲 まで 最少 限三ヶ 年の 嫌 業敎 育を 受ける 義務が あ 0,從 〇 てドィッの母は其小學校時代に於 
職業 敎 育を受ける事になる。今之を表示すれば次のやぅになる。 
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そして •此義 務敎育 年 R の搴 卽ち«民學校と補習 1| 彙學校在舉中は政府に於て授業料を 
免じ及ぴ畢習用具の一切を無料として居る。 

こ、 が 日本と 比較して 大に 差異が ある。 日本では 誰も 知って 居る 通り 義務 敎育 年限が 六 年で 
.之を 卒業せば 後は 學 校へ 行く 必要がない から •自然 國民敎 育の 稗 度が 低くなる から 義務 敎育卒 
窠者は漸く六ヶ年の學校生活を修了した忙遢ぎない哀れな狀况で*之等の女子はお嫁に行く時 
分には 畢習 した 大半は 返して しま ひ* 蚓 « のやぅな文字を然も截名計りで * くに過ぎぬ程度と 一 
なるに反し，獨乙の女子は滿六歲から十八歲迄學校敎育を受けてゐるから*其生活に必須なる 11 
智 _や技能や常雄を具有して居るから，卒業と同時に結婚しても家庭の母親として相常なもの 一 
である。 . 

そしてドィッの小畢校は*戰 |» は日本と同じやぅにョミ*ヵキ，ソ”バンの三科目を反攢練 
習し*之に附醣して堆理や*史を加へてあった位ひで，其程度も感心しなかったが戰後全幅的 
の 改革に ょっ て 

一丨敎科の内容が多種類豊富になった 



ニ，敎科の區別がなくなつた 

三、敎科は生徒各個の自由選擇にも委す 

四 •敎 科の 運用 上に 敎師 や學 校の 自由 的 活動の 餘堆 を與 へる. 

五 •畢校 活動に 社會社 要素が 多分に 盛られ 5 活動が 重視され て來た ， * 
以上を 非常に 震 性に 富んだ 奏 Qi 活動 S とする 零 S 合した 鬵 に した 點 に特 徽 
を見せ*學年が進むに從つて《家の匾史*產業又は國際關係を敎へ、更に髙事年には自然科學 
や專門技術に關することや政治組織や社會問題等が取入れられて敎授された。 

こんな風に蹁進的な此改革後>ー«大衆が政治的にも將又肚會的にも或は敎宵方面にも夫* 
目 * し、： |8に現在の國民義務敎育の向上進步を見たのでぁる0 

その責業褊替敎宵崎代 

國民畢 校 八ヶ年 S 務敎 宵を 了へ た 者は 更に 最少 限度 三ヶ 年令 補 1 校に 學ば ねばならぬ。 
卽ち 年齡で 云へ ば* ¥ 八歲に &る 迄で t 。 此補慕 校は鋈 に對 する 補習を 5 ると 共に 
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市民とし « 民としての梅治を與へるのであつて-親が手許から嫌業に從禀させてゐるなれば鵪 
の義務として跖學せしめねばならぬし*又他人に雇れてゐる場合は雇主が義務者となつて通學 
せしめて ゐる 0 

事資上 ドィッの 少女は、 其 九 割 迄が S 民學 校を 卒業 すれば 直に 嫌 業に 從事す るので •此 婭 大 
滹 歎 者の 教育に 關し其 職業に 適切な 指導を 與へ つ i 人格 陶 治を 完 ぅする ことは 頗る 迪切な 湖 度 
であ 0 •其 成孩も 糊め て 良好な ので •世界 各國で も その 制度を 模倣す るに 努めて * る。 

日本に ある 夜間の 女學 校は これを 眞似 たもので あるが •之は* 間 相 當な勞 働 勤務した 者 竦が 
通學するのであるから，色々の方面に無理が多く*只雇主に於ても學校へ出す事は自由である 
から •何とか 斯ふ とか 云つ て 入摹 させない 現狀に あるので、 特別の 生徒は あるが 大體そ の 成 较 
はょ ろしくない 0 

ド ィッでは 任意 出席では 生徒の 就學步 合が ー荆か 五分 位 ゆへ •之を 强 制する 爲に 漶務敎 育 年 
» 期間と して 是又 夜間 學校で は 心身 共に 疰勞 しきつ て 居る 爲 •豫 期の 成 級を 舉げる 事が m 来な 
いから 之を* 間學铰 f 1 遇 六 時 乃至 九 時間は 雇主を して 必ず 徒弟を 補習 學校に 送る 花 務制 



— xS 



をと つた © である* • 

£ の補習學校規定は直に憲法に公布してゐる。そして，名稱は * 業補習學校であるが同時亿 
普通 敎胄 |: 與へて品性 » 洽に資してゐるから*女子は十八歲迄敎育をぅける袭務があ0"同時 
に 之は 恩典と 云 ふべき である。 

そして •此補 習 學校の 科目は どんな I のが あるかと 云 ふに 

機械科 
器具 典 作 科 

鈑治科 ■ * 

• 麵 _ 科 



印刷 科 
栽 婕 科 

更に 特殊 的になる と 
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_ 者 科 ぶ 

伯樂科 

屠 欺 科 

料理 科 

拾 仕 科 

煙— 除 科 

犬 夫 科 

理髮科 

植木 科 

この中女子に適當なー科目を修得專攻し*學校を卒業すれぱ堂々たるー人前の職宠\とし 

生計の 立つ やぅになる。 

而して右蓽抆では速成科を狡けて見習人や職エ長たちの爲に便宜 1: 與へて居るなどは誠に至 
れり つくせり と 云 ふべき でぁる。 



て 
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/ 

斯株な 補習學 校を 卒業す る 女子は. 其學び 得た 科目に 就て は專門 的の 智識と 技能と を 有する 
から •家庭 婦人と なっても 科學的 基礎の 下に 家庭 經濟を 處理し 夫を 肋け て 家計を 豊かに する。 

特に B 本 婦人の やぅに 女學 校へ 行く 自分の 子女を* 學科 的に 敎授 し敎 育す る 事が 出來 ないやぅ 
なのは ない ノ 

從 って •斯様な 母に 保育 さる i ドイッの 子供は •それだけ レベルが 高い わけで ぁる。 

ドイッに 於て實 龙 補習 學 校の 制度 や 設備で 最も 完備した ものは ミュンヘン 市で， 同市の 元 ^ 一 
務 局長でぁった ケルン H ンシュ タイナ ー博土は*最も熱心な補習敎育の主張者で乂改造者でぁ 16 
り •且っ 8 敎育に i 小學校 Q 改革 S 威 者で t 同時に 世界に 於け る作蠢 教慕 S 中心 _ 
的代表者でぁる。博士が幾多の苦心を經て建設した同市の補習 ^ 校の內容は次の通りでぁる。 

1 •第 八舉 年に 一週 四時 間の 家事 科を 必修科目と して 課し 化學物 理 生理 等の * 驗を 行は しめ 
た。 

2 •空地を 有する 全て 0 學校 に學校 園を 設け 

气 又 魚蟲や SS 5 雪 等を 小 雲で 行は し SS 1 SS 鋈 S 花 井を 雲 
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させた。 • ♦ 
その他男兒に對しても«々の特設的な施設をしたが之は省略する。 

そして •此 作龙敎 育 の 理論的 根據は 

r 作業 學校の 意義は 最小最 の 知的 素材と 倣 大 限の 熟練 •能力 及び 作業の 喜びと を阈家 公民 的 
心情への 奉仕に 於て 融合す るに ある 0 而 して 國民の 大部分 .卽ちその九割迄は身镅的手エ勞 
働に 從事 する もので あつて •精神的 勞働 者は 國民の 一部分に 過ぎない 〇 從 つて 事 ® と 作業 敎 
育を施すことは《民學校の大きな任務のーである」 

斯様な 立脚點 からで ある。 

その 女 畢校 時代 

P ィッに 於け る 女子の 中等教育 檐關 も* 第一 次歐 洲大戰 前 迄は 男子と 同じく 高等教育 の 爲の 
準備 學校 としての 抽象的な 學問を 敎授 する 事が 主たる 仕事で あつて. 特別に 女子の 爲に 必要な 
實睽的の » 治は殆ど顧みられてゐなかつた。 
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それ だから •例へ ば從來 の 女子 中等 學校の 多くでは •僅かに 申譯 的に 栽 縫が 課せられて 居る 
だけで，料理ゃ家政に闢する事項は1っもなぃと云ふゃぅな有樣でぁった。 

然るに 1 九 一七 年に なつて •戰爭 の爲の 自 * から 中等 學抆は 改革 的 內容が 盛らる、 やうに な 
1初めて女子の爲に特殊的な實際陶治に必要な敎育機關となった。從って其學科にしても 

家庭 經濟 



榮 

術 

育 



養 

生 

兒 



公民 敎育 

社會學 ， 

舫記のゃぅな事項が先づ主要親され*其配當時皺も多くなって來た。そして，又同舉校の中 
には幼稚 || の保 |» ゃ敎負養成機 »| が我けられて 



栽 



II 



— 麗8 •— 



かぅ した 畢科を し •一年で 專科敎 員の 資格が 得られる やぅに なつて ゐ るし， 此資侪 者は 
進んで 大學稗 度の f 養成 所へ 人 所し* 之を 卒業す ると 小事 校敎師 の 免許が 得られる 。 《 

日本の小學校訓導になるには、高等小學校から又は尋常小學校を卒宠してーニ年間勉學して 
人畢試驗に及第すると師範畢校に入學が出來、えを卒業すればニ十ニ11:歲で敎員の免狀を受け 
るか •今一つの 方法は •高等 女學校 を卒鬌 して 師範 取 校の 本科 二部の 試驗に 合格 すれば ニケ 年 
在 事しても 免狀は 得られる が， 何れにしても 其 程度た る や眞 に 低い に 校べ て ドィツの 小學 校の 
先生は*大學程度の嫌程を經るやぅになつてゐるから、隨つて年齡もニ十七八歲から11;十歲舫 
後で ぁり 程度 も 高い。 

兒*を敎育し，敎授するものはドィツの小事铰先生の課程を綷なければ不充分であらぅ。 

序に 小學校 の 先生は 兒宜 に畢科 授す るので はなく* 善良 明替 4 る 指導者でなくて はなら 







ない？— が •從來 G 先生 tfs 璧敎 育に なつて* て •先生 本 S 使命を 打？、 居る や 
ぅで ある 0 

ド4.ッの新敎育に於ける敎師は、技に目覺めて「兒宜が其父母の社#が承け « ぐべき文化 5: 
S 向上 させ 得る やぅに 其の 獨立的 精神 活動を 促進す る」 斯様な 任務が 先生の 使命で— と 主 
張して ゐる のは 大に 傾聽 すべき こと V 思 ふ Q 
此外に 人間 各個 人の 佃 性 型の 分類に ょる 
理論 型 
審美 型 
經濟型 
社會型 
宗敎型 

政治 型 ， 

JU 上の 六 タィプを 中心とする 學校な ども 出 來てノ 個性 型の 理翁 を根抵 として 計畫 されて ゐる 
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以 h の. タ イブを 2 導 杉为と 4 マ fit ? ¢5-—!— <1 - - fl ! ; 



t とは 1 步 進んだ 女子敎 育の 方法で あらぅ* 

- こ' の 現れは 日本に も 
女子 經濟事 校 

かやぅな 名稱 の學 校を 見た 事が ある。 そして •前記の 畢校に 於て は 社 # 各方 面の 實在活 場裡 
に 進出して 

1 •病人 や 罹災者の 世話 、 

2, 幼少 兒童 の敎育 

3、 幼少 兒重の 養護 

右 各項に 就き 實地の 經驗 をす るので •一 嫌 人と して 或は 家 藤の 主婦と して 必要な 敎 宵が* 地 
に 就いて 行 はれる。 

この仕組は學校と « 生活との連絡上洵に當を得た方法で、日本の女學校も斯ぅ云ふ方面の考 
廉 を 加味した いもので ある。 
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その 离等敎 宵嗪 代 



** ■イツの 女子が 進んで 大畢 程度の 敎育 を 受け やぅと する には 
實 科 高等 女畢校 
文化 高等 女學校 
この 外 

獨逸上級學校 
併置 事 校 

右の 四學 校は 大學 校に 入るべく 便宜が あ 0、 卒業生は 之に 人學す る 事が 出来る が •事實 に 於 
て右の學抆などは女子としての大學程度のも 0) で，之扣寧ぶもの"*は尠い。然し之等わ畢校 
卒業 者は 所謂 大學 校に 學ぶ 事が 出来る。 

そして ••トイ ツの 大學 校と 云へ ば 
綜合 大學 



* 科 綜合 大. 

.商科 大摹 

美術 大學 

林 擧大摹 

鑛 山大學 • 

，である* • _ 

そこで.女學校を卒業したドィッの女子が更に高等敎育を受けやぅとすれば*前纪の各學校 £3 
を 卒業 すれば い V が •前記の 四攀 校は 女子と して 相當な 高 程度の ものである。 然し 伯林の —1 自 一 
由大學 」では早くから女子に對する高等敎育解放の先鞭をつけ，第一次歎洲大戰前の一九ー三 
年には その！！ 生の 三分の ニが 女子で あつたと 云 ふ斯榇 な 場合 も あつた。 
•今舫記女子の高等敎育たる四畢校に就いて祥記すれば 
ィ，女子中間擧校 

この 事 校の 使命と する 處は*中流格 « にある女子を败業的に繳育するので._尺學校と 





高等の學校との中 |»1 にあ0、此畢校 |: 卒業すれば直に實生活に入る者は普通の商業やエ 
業 家と なり* 乂中 級の 官吏と なれる し 又 進んで 各 精の 高等 實業學 校* 卽ち 
工業 學校 商業學 校 
1 IK 術舉校 林業 學校 

_ 山學校 

右の 學校 へ人學 する 事が 出来る やぅに なつて 居て •ドィッ 中產險 級を 推 持す る W 民を 餐 
成す る 學校で ある。 

H 、 高等 女畢抆 * , 

女子を文科的に敎育する學校で*修業年間は六ヶ年*人學希望者は次科上級女事校を通 
じて 大學へ 進む 事が 出来る。 

《•獨 逸 上級 學校 

この 畢校 は大蓽 校まで 連結して 居る ので* 大畢 への 入 事は 頗る 好都合で ある。 そして 主 
* 學科は 獨逸 的の もので，® ち獨逸 を本«とする中轚的學校である。故に • 
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霣學科は獨逸的のもので，卽ち獨逸を本 « とする中 £ 的學校でぁる。故に 



宗 敎 

it .學 二 
歷 史 • 

地 ‘ 理 

藝 術 

右の畢 科 も獨逸 語に ょつ て敎 授？ れ •獨 逸人を 造る の 目的を 以て 立てられた 事 校で あり 
獨逸 民族に 關 する 摹科に 主力を 注ぎ •以て 祖國 愛の JSS S : 養 ひ 民族的 團結 力を 费ふ學 校 
である C 

修業年限は 九ヶ 年で ある。 之を 日本に 比較 すれば •高等 女學 校を 卒業して 尙 一! 一年 若く ば 
四 ヶ年仵 學 L て 居る 事になる から* 女子と しては 頗る 高等の 舉校と 云つ てい 1。 

*、 文科 高等 女學 校；. 

この 畢校は 前 祀獨逸 上 «學校4同じ修業年限此ヶ年であり、大摹校へ連絡して居るから 
1面大學豫備校の感があるが、同校の目的は獨逸上»國民としての人格を完成する©の 
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事 校で ぁる。 

ホ • * 科 高等 女學校 

文科學校に對しての專門的髙等皸業敎育£校でぁり，修業年限は九ヶ年で_生は大 
_ 業 家た 0 •大工 業 家と な o * 又敎師 となり •高 ft 官吏と も なれる 0 
以上で 母と なるべき ド 4 ッの 女子の 畢校の 大略を 述べた から，* 者は 大 « その 女子敎 .育を 了 
解され た 事と 思 ふが •此 母と なるべき 女性の 敎養が 根底と なつて 贤 明なる 現在の ドィッの 母性 一 
が 出来 上つ たので ぁる。 2 
これから稿 1: 改めて特*的な，或は社 # 的な女子の敎育や修餐 »^ 就て述べやぅ。 

一 ナチ スの 女子 靑年團 

歐 w o 大英傑 ナポレオンは 「靑 年を みて その _の将 来を 知る J といつ た。 
ドィッ復典の絕世の偉人ヒクトラーも亦「ゲルマン民族の « 面せる危機ょり祖_獨逸を救へ」. 
の大嫌の4とに、先づ男女靑少年に呼びかけて居る0«がポッタムに於て男女靑少年に與へた 



の 大 J •刀 もとに •先づ 男女 靑 少年に 呼びかけて 居る。 彼が ポッ タムに 於て 男女 靑少 年に 輿へ た 



訓 示を 揭げて 之を 翫 味して 見よぅ* 

香が 靑 少年 男女よ！ 

諸子を本日ボツタム杧招集した0は*現下非1獨逸_家がこれを耍求したからでぁる〇(中 
略) 諸子 0中には多<の失業者0父上を持 0 者がぁる事 «:' 余は知つてゐる。又諸子の多數の 
者は 諸子 の家挨と兩親の上に明日如何なる運命が襲ひか>,るや4れぬと2不安にぁる事 
を 余は 良く 知つ て 居る。 

现今吾獨逸國民が苦懷する航饑と貧窮とは何等偁然に依るものではない0彼の偉大た.る歷史7 
的 « 間に於て吾國民は自己を忘却して了 0 たのでぁる0(大戰とそれに枝く社 # 主義^^の I 
事) 獨逸國 民は 統一 i つた、 1 國 民は 徐 々に沒 落し 無力 化し 且つ 其 q 無權 力に 依つ て勞 
働と バンの 缺乏が 生じた Q でぁる。 (中略) 

吾が 靑少 年男 女よ，. 故 S 子は ナチ K 運動に 於て 55 ドィツ人で ぁる。 ドイツ人は 皆 
んな兄弟で » る4 4いふ{01|^ 1: 搏び習得しなければならないのでぁる〇(中略) 

ドイツ 靑少 年が、 先づ 自身を 獨 J5JA として 感 ずると 2 敎育 は い <&早< 行 はれても 早き C 




失す 1 事は ない。 ナチ KIG 5 年敎 育は 一つ S 1? なされる 〇 ではな <• 
獨逸國 民 S 幸 行 はれ S も® でなければ ならぬ。 ナチ ス 運動は やがて 獨逸 全® の 運動 

てはじめて 此の 事實は S される 事で あらう。 諸子を 中傷し ■笑す る 者が あらう とも 諸子 
は 必ずや I の 將來を 双肩に 橹ふ者 4 る 事は 確實 で—。 

諸子は 將來 S — 民で あ t 諸1| 今日 獾 S 爭 して 11 成— の 

奉 

出来る 人達な C である。 

現在では •吾が ナチ ス義の 理想 價值を 否定す る 多くの 獨 逸人が 倚 存在す るか も 知れぬ。 然 

し 乍ら •ナ fK 主笤 諸子 餮少 年男 女 ts 秦 fills 有し 上げん とする 

何故ならば。 只 偉大なる 理想 S が— を ば § 統一す る 事が 可能な ので ある。 

F ィツ！ BS5 年 f 把® した S 1、 今日 今夜 s £ t し 5 會 した 1 靑 少年 
の 心？ K 明らか— 出さ si 想に f も® がまた— らう か！ 

(中略) 吾が 靑少 年男 女ょ！？ が 現今® 力】— II の 幸 sfs し て居ると 



(中略) 吾が 青少年 男女よ！？ が 現今® 力 1 S 民の 幸 sf 争？ て 居 ると 



同樣に何茛离人の成年男女が獨逸の解放の爲に* 
けて 居る ので ある。 ナチ ス主義 は 小兒に 初 ま 
办老年に終る宓の一貫した國民共同髓を透り上げ 
» ん とする ので ある。 

g 何人と % も獨逸 的 生活の 偉大なる 交響曲を it 獻さ 
M す 事は 出来ぬ。 ナチ K * 動は 獨逸小 兒を敎 育し 諄 一 
^ ある 且つ 勇氣 ある 小兒に し •且つ 同時に 他人が 不 89 
ヒ .JK に 導かん としても 其の 小さな 頭は 決して 屈しな 一 
” い 事を敎 へんと する ので ある。 かくして こそ 獨逸 

一|{ 靑少年は如何なる危險の中にあつても、其の阈民 

统 

に對する忠節を曲げないのである。 

余の 愛する 獨逸靑 少年ょ！ 諸子が 英雄 物語 ゃ荚 
雄詩を讀んで感激したと同じやぅな事實を再現す 






るよう に 努力し*? SI が 何 か英蠢 蠢 2 れる 力し なけ 
れば ならぬ。 

金は ナチ ス 青少年 運動？ に 一 つの 新ら しい 世代が 成長す る 事— 信す る。 此の 新ら しい 世 
代は 當 代の 一 欺 _ 政策に 反抗す る勇氣 を 持つ もので あらう。 獨逸 帝® の靑少 年が ハ 1 ケン ク 
b ィツの ナチ K 旗の 下 U 始めて 行進を 行 ふ 最初の 日に 於て* 吾が ナチ スの _領 が 如何 I 正し 

いかの立费が見られる。 - 
此光曝 ある 日は よ 〇 盛大に •且つより 早 越せる ものと なり* 諸子は やがて 新ら しい® 逸と な ao 

る 事で あ t 。 ？ はやが て 2 年 Q 少年と して 最も 墨なる iQ 中に 1§ めに 至 _ 

5 げたる 事に 最も 誇®' ある 思 出を 持ち* 諸子の 忠誠と 犧牲 とが 新 _遢_ を# 造した 事に 最 

も幸_ «: 誇5 |: 感ずる摹であらう。 

II 子は 最も 明年の 少年少女と して 霜 逸蜃魏 設の爲 めに 吾 ナチ ス黨に 入？ た 者で ある。 

鼸 子は？ ひ琶 KS して 終始 忠實 であつ たので—。 諸子は 老年 時代に なつて 今日では 
かけ 替へ Q ない 報® を ば 思 出 Q 中に 見出す 衮出 來る だら う。 



かけ 皆への ない 報酬を ば 思 出の 中に 見出す 事が 出來る だら う。 



こ の 外 ヒット ラ ー は •再度 男女靑 少年に 斯うした pi 吿の やうな 演說を 試みて 居る が •言々 句 
身に肺贿から出た筲葉で*然も中々の名文辭句で辍られて居る* 

世 大 偉人た る ヒット ラー から 斯うした 演說を 直接 耳に する ドィッの 女子 達は •或 時は 彼 
を父と思ひ*又或時は兄とも慕ひ寄るのである0而して共親みは鳙てドィッの女子は彼の思ふ 
が 依に 心身を 彼に 委して しま ふ 所に 少女 等の K 家 时觀 念が 烙き 付けられる ので ある。 

こ、で女子靑年圑の事を詳記するが*之が日本の女子の反省を促し，政府の參考にもなれば 

結構で ある。 

その組繊 

組- 轍 

ヒット ラー靑 年_並に獨逸少年團の靑年組織と並んで*世#最大の女子靑年運動の組織が 
«立されてゐる。それはヒブトラー靑年_のー || たる獨逸女子靑年圈並に獨逸少女鼷の名 



最初 獨逸 女子 靑年閿 は •ヒット ラ ー 靑年團 に ー小單 位と して 從屬 して ゐたが * 蠊て權 カ狴 
得の 後 •數百 萬の 團 a を 得た ので 自主的な 統一的 m 織と 活動を もっ やぅに なった 。從 って 
ヒット ラ ー 靑年團 の それと 平行して 共に 獨逸靑 少年 指 ^ 趙の 指揮 下に ある やぅに なった。 
そして組織の單位や大小*系铳は*ほ ^ ヒットラー靑年團と同じで* © 下位の紐織は班で 
十人乃至十五人で成立ち，此の班員は場所や年齡を冏じくするものを集め班長にょ.り統率 
され* ニ 班 乃至 四 班で 1 紐と なし* 糾長が 之を 統率す る。 

その上には 小管區 1 管區が あって 本部を おく C 

これと 平行して 少女 團が 組織され •ドィッの 女子は 必ず 此靑 少年阐 a K: 入る 事に なって 居 
り •且 女子 自らは 阐 S たる 祺を 最上の 名# と 思って 居る。 

現在では 其阐 員兩 者を 合せて 二百 萬 以上を 數 へらる V 1 大勢 力を なして 居り， 之を 指導す 
る 士ー萬 五 千 名の 女子 靑年が ある" 

指導者 學校 

的記の靑少年國を指導する敎師の爲に一九三一ニ年「指導者學校」が設立されて現在では約 
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_ 年靑 子女* す 有 萬 甘 ニ 



的 記の 靑少 年團を 指導す る敎師 の 爲に 一九 三 一二 年 r 指墦 者箏抆 j が 設立され て 現在では 約 









四十 校の 多き i ふる。 

こ の學 校は r 意志と 力 」の場所でぁつて、他の畢校と遠ふところは，1の學技は擊に知 
換 技能の 敎授 を 主 «とするに反し*不拔の_民童嫌を*養し且 0 之に對する知瞻 |: 餐成す 
るのが目的でぁ 〇 て、現在獨逸が當面してゐる重大危局を«固たる足ど0で切0拔けてゆ 
き，次の獨逸少女時代を建玟する爲に働く女子指導者を養成するので*敎科目も「痗土思 
想 j から 出發 し* 佝 ょりも 先づ 
i 
r 血 j 

このニつの槪念を把握しなければならないのでぁる。 

第ニの敎科目は腠史でぁつて.之も普通の學校で敎へるやぅな單に歷史的案に鼷する知 
雄を 敎 へる だけでなく •獨 逸民 族が その 發展と 土地の 獲得との 爲 に 如何に 戰 つて 来た かと 
云 ふ • 遢去0時代0典 9 的英雄の偉業について擧ぷやぅにする〇 

又 純粹な S 文化 SHW とし K 5 其 5 者と して q 扈 Qh ; 定 つて 古い 文化を 硏 



3 拿#,^ rwwm 肩 甿费騸_41て綱ヌ淇||:15者としての§の >. にたって古ぃ文比を硏. 



究し •其の 發展 の爲に つくさぅ とする 義務感を 養成す るので あつて、 此精神 的な 歷史 科に 
ょつてドィッ荑_成の大部分を撤庳せしむるやぅになつてゐる。 

又 この 學校で は 種 > な催しと儀式に (« する必 « な行事を敎へ*之を日々實行して行くので 
r 朝 j 

1 •朝は 朝の 歌の 合唱 
2, H 旗の 揭播式 

これにょ つて •每朝 その 日 一 H を 質く i な 精神的 統一が できる 0 
さらに 寮から 夜に かけて 時間の 空が あれば 
對話 
素人€ 

000 

2藝 • 

歎どにょ 0 て*靑年女子たちの文化的創造カを»展せしめるのである0 





この 指導者 學 校の 在學 期間は 二邇間 乃至 三 週間で •外に スポ 丨ッの 指導者. 手工 海の 指導 
者が t が，— Q 指導者は 明確— ナチ k 的 世# f 各專 S 知？ t 女子 靑 少年に 授 
け 得る S 格 者で t ねばなら § は 勿論で IQ で •何れも 女子 靑年賈 中で 特に 高い 
資 任を もつ 指導者が •國民 高等學 校に 入學 して 之を 卒業し、 た 人な ので ある 0 
かやぅ にして 各 等® の 指導者 學校 (小甚 .—— ss ) は ナチ ス 世？ 明* 
t 把握し 且獨 逸民 旅と 阐家の 爲 に 
® 最後の 血の 一滴まで 載 ふ 

と 云ふ逞 ましい 決 意と 實行 力を もつ た# 人 指導者を •獨 逸女 子 靑年圈 並に 少女 國？ れぞ 
れ の 等級 Q 指導部 so だし •李靑 年 軍の 先頭？ 4 る 事に な？ 居る。 

かぅ した 震した •雲—— つけられ S 人が？ は 主？ なり 母 
1 つて 家庭を 構成し •子女の 敎育 5 るから 獨 逸は 僅々 二十 有 年に して 今日の 如き 解々 
たる隆々たる國家に復興したのである。 

ナチ ス世界#の調育 



ナチ ス世界親の調宵 



女子 靑 年_の |« 員に對する » 1|的世< «| 的調育の重臟は 
. I 獨逾 民族と _*の金展の支柱たるべき女子靑少年 |: 養成する 1 
之が眼目であり*理想であ必。 ， 

日本の 女子の 理想は， 1 家庭の 良赛 賢母で あつて 「 M 家の 爲 K J と 改めては 云は ない が， 
日本には •君民 一致の 不變の 精# がー 貫して 居る から 卽ち 
忠 ハ 孝ナ 9 

孝 ハ忠ナ 5 , 

忠孝 一本 ナ J 
そして賢背の敎へは 
孝 ハ 百行 ノ基ナ , 

と總括して敎へて来た故に*三千年來の傳統をぅけ繼いだ現代0女子にも依然として此0 
愈 が 通 ひ • £ . の 心が 透徹して ゐ る。 

だから ，録が我が子を君釅の爲に戰死そしめても淚ー滴こぼさずして 
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r お 2の爲に役 5 た 
家鬥の * れだ j 

と 之を 悦び 之を 装す るし •息子 自 嘗職場£ん では •君の 馬 前 S 家の 爲に戰 死す 
る蓽を 最上 Q 卷矣 へ*? s?STf 

r 天皇陛下 莴歲 j 

の 一貢を 残して •從容 として 死に 就く？ ぁる。 

日本の 男— if 表現す る § して •女子—— 身— げ— には 自 
己を 滅し 子女を 殺した 嫌 多の 實 例は 1 となつ て 遺つ て 居る。 

Ltllon 

1 す—— 111 i さ— 
1 ss ?. f QI — 設し 正し if 健 f i 傅の—— 結婚の 
•目 擦と して f • I ん では？ 0— 的 事件 S しても SI — . 自分の 
息— 第 1 f KBf して？ ぁげ f 容 S — 的— と— とを 持つ 



息 子 や tt tr 第二の 良き ナチ 



ご.— >¢1 力 &1 f K # L て 1明雄な認識をもち-自分の 
ス 國 民と して？ あげ 得务け S # 蠢敎 f 齧と を 持つ 



て 居なければ ならない。 

斯くして健全な家庭の槪念は禳充され，家庭は國家と民族の最高文化龙に最高 « 理の基礤 
となり 得る ものであるとの 見解の 下に* 一 養が 進められて 居る ので ある。 
ドィッの女子靑年團は右様な高遠&目標の下に心身の金練をするのであるが，ヒブトラ1' 
S は ■ 

「ナチス的理念への侰仰には，その信仰にょる * 贱が必ず伴はねばならぬ。吾々は今日 
$ の 過剩 に愐ん でゐる 吾々 の 必要と する 處は 本能と 意志と である」 

斯 嫌に 敎 示して •其の 實踐襄 行を 望み 此の 資鼸が 纏 て 本能 的と なり •强い 意志と して 女子 
の4に浸透撤底するを期してゐる。これが政府の法律として現れて居る。卽ち 
「遺傳病 /- 子孫保釀ーー8|スル法律」 

r 夫* ノ健塞 

& の法 # にょって女子は貴ぃ責任感を抱くゃぅにな0_ 〇 て稹 « 的に遺傳病を持っ者ゃ又 



黑人種 との^！ ^を指 «| して|の基礎たる健全な寂庭創达の必要を|するやぅになる* 



そこで r 旅行 S が祖縑 され •此 旅行 忙ょ つて __s 土 當 りに 5 •祖 S 偉大 
さと 崞 かしい 傳窆 S して 豊か 备 操を 養 ふこと t 目的と して 居る。 

次には 夜 S ると 5S 夕 J ts して iQ 政治 SQ 2 や獨資 放と, g?? 

る 犧牷 的 w 神 や §委土. £ する 

音 樂 
合 唱 

などを 行 ひ •樂 しヒ 日を 蠢 づけで 送る。 

此外に r 野 營生活 j にょつ て 勞 仕 や • » 外スボ ーッを 試みる こと も 重大な 彼等の 行事 

でぁつ て • f 達し 5 蠢社 ♦的— ©欠< •へ— 事* 老 e 分 等が 簠大 な 資任を 
負つ てゐる 事 © 自 覺を徹 麽せ しめて ゐる • 



女子 青年 團 では 11 晕以 來每钃 iQ K f ‘ 間に S しなければ— ぬ 義務 ww 

# f れ て t が* 之は が 破 育 期の 女性 警 の 上 嬰な からで ある* 
そして此艚宵の目的は 

1、彼等圯»固な_;|8|£ # を « 養せしむる貢 * 4#||^與へる事. 

ニ •この スポ ーッ ％蠲して » » な*1|と意志を與へる事 

三， 健全 S 家と 民族 Q 翥 で—蓄 S たるべき 女子なる が 故に 

斯様な 各項 S 的备 lit が？— f 暴 f 置 装んで 之 K 鑒し • f と 

して 謂練 を 受けて ゐる。 

そして 5 •す* ssssi 分 SS が！ Kf れるが • 15 業— 
しつ、 ある團爾の 均衡 Q 1 I さしめ—© 考 f 奠に注 菜 男の 方法で ある。 
又此峰 M の 蠊い 休み 時 蘭矣 用して 
1. || 育明 || 0事理的||9 
2* s や 手足 © f 



2、 s や 手足© 養生 



3 •健康に 必要な 眘 養と 生活 方法 

等の 講演が 女醫に ょっ てな される 。そして 此の スボーッの種目の中では水泳が肉艚的調練 
に i つて 最も 必要な ものと 考 へられて ゐ る。 

次には 陸上競技 や 徒步 旅行を 非常に 獎勵 して ゐ る* 

かぅ した 暖曹に ょって 訓練され る 女子 靑年 國 員は 心身 共に 强健で •常に 健康美の 肉體に 爽 
かな 明朗 そのもの \ 精神が 宿っ てゐて •所謂 潑痢 たる 靑年 若人の 正氣が 滿 々として ゐ る。 

その 社 會的 活動 

前述の やぅな 心身の 訓練を 受けた 女子 も* 單に供 業 的 能力の みでは 時代を 背負っ て 行く® 
人と しては 不完全で ある。 卽ち其 上に 確乎たる 家庭 經濟の 知識と 技術と 經驗 とを 持たねば 
ならぬから，社會的活動をなさしめるのである。 

其 pi 鍊の 方？ しては 



こ Q » * lc おける K 練は •直接 農家の 庭先で 行は れ竇習 調 « か中心と& 0 て 2> て*十五六 
名の圈負が1組となつて農家の家政や拼作の凡ゆる仕事の實習をぅけるのである。 

この 期間は 八 a 間 行 はれ •之が 終る と 各 女子は それ-^ 單獨で 農村の 供 場に 赴く が •之 等 
の 女子は 農： &の生活と勞働とを喜んで都會に歸るものが少く*ー方農村の方での女子靑年 
■ 員は都會への働きに來る事になつて*兹に於て都市と農村との均衡がとれて其努働カが 
地方に 供給され る ことは 面白い 方法で も あり •且 有意 薄な 事と 云 ふべき ではない か。 一 
又 •今一つの 社 # 的 活動の 方法は， 就職 年齡卽 ち 十四 歲 乃至 十五 歲に なつた 團 員を 一 ^ ja 44 
會 から 引離して 國家肚 # 主義者の 家庭 < 1年間預けて調練をする事にして居る0之 |: - 

5 政 * 年 J 

と呼んで居るが、此家政畢年を了つた女子は家庭勞働に對する關心と興味が昂つて*此中 
o 三 割は 家庭 勞働的 嫌 業を* んで就 職してゐるとの事で意が*今では堂*たる公認の 

r 家政 * 校」 

と 云 ふ 名稱に なつて •其 成績 4 優良で ある 爲 各所に 此學 校が 增我 されて 行く。 



r 家政 * 校」 

と 云 ふ 名稱に なつて •其 成績 も 優良で ある 爲各 所に 此擧 校が 增我 されて 行く 0 



以上で ドイツの 女子 靑年國 としての 女子の 訓練を 述べ 終った が •之を 日本の 女子 靑年の 上に 
見る に 洵に 寒心に 堪えない ものが あり •改革すべき 幾多の 事柄が 見出される のでは ないか。 

特に獨逸の女子達の婦人美の親念は*健庚美であるが日本の女子達の婦人美は化粧する事で 
ある 0 

日 支事變 足が け 四 年に 及んで •我 忠勇なる 將士が H 柱と なって 戰 死し •一方 國を 舉げて 節約 
聚縮の 非常時で あるに 拘らず •浮 身を やつして 芝居兑 物に 行く 婦人が あり •爲に 剌 場は 滿員の 
盛况で あり、 銀座 街路を 歩く 女子が 紅 や 白粉を 塗って ゐる 。そして 瘠 形 柳肢を 美人と 心得る 女 
子 ばかりで あるを 見て •何人が 嘆息を 禁じ 得ないで はない か 
凴めょ 日本 女子 

自戒せ ょ •日本 婦人 . 

かぅ 叫びた くなる のは 蓋し 著者 計りでは ないで あらぅ。 

| 社會 がっ くる ドィツの 女性 
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ドィツの 婦人が 社 # からどん な 影響を 受けて ゐる かを 見る に. ^ •社# 敎 宵掩 設等が 如何様に 
資 行され っ、 あるかを 檢时 すれ ぱい、 と 思 ふり 然し •社 會敎 育と 云っても ニ樣の 意味が ある 0 
そのー0は，社會の感化*影響に存する1稱の勢カが*社 # に生活する人に對して働く作用 
であ 0 て*斯る無自 * なカは必ずしも社會人を敎宵するのでなく，寧み人々をして惡1せしむ 
る 場合が 多い。 

次には社會内に公私の敎育設博か設立されて*故意に、社會人を敎化しょうとすることであ 
る。 近時は 肚會 政策 或は 社 # 改良の 必要が 叫ばれて 來た 。之を 詳しく 親 察 分類して 見ょう。 

一， 知育 上 

を 設けて 必奕 & * 籍 を 侏 D うる 設備が 近時 普及した 。殊に 社 # 敎宵 上には 通俗な 
小鬭寄館を多く建てる方がょい。 ， 
又、 巡 廻文 庫 や 講演 # や_ 習 # を 催す ことで ある 0 

又市民大畢と稱する成人敎育檐關や其他博物館，動物明，植物两も知育上に資すべきも 

©であらう。 - 
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又市民大畢と稱する成人敎育機關や其他博物館、動物两，植物曲も知育上に資すべきも 

ので あらう 0 - 



.各種の msfe 錄も 必要で ある • . 

ニ、 德育の 上考* 

1 1 社佛閣 寺院 山睽續 墓 (偉人 英嫌) などが •社 # 風敎の 上に 大 なる 貢歙 をす る ことは 勿 
諭で あるが •倫理 や 宗敎 に關 する 講演 講話 又は 禁煙* 禁酒 等の 宜傳 運動 も 同 揉で ある。 
又演劇や活動寫眞も德育上に資する所大 & るものがあるから考へねばならぬし，靑年國 
處女畲 も暖有 上に も 相當の 役割を 持つ が •之が 德宵 上の 役割 も 相 當大な る ものが ある。 

三、® 育. 上 • 

公圃とか*動場とか水泳プール^*育#や演武場等であ 0 て，一餃の民衆のこれを利用 
する ものが 大に增 加 させねば なるまい。 

斯樣な 各項に 就て •いかに ドィッの 社# 敎育 が なされて ゐる かを 記して 見ょぅ。 

英雄. 崇拜 

ドィッ人の尙武性は*ドィッの慶史に最も釀著に現れてゐる。 
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P ィッの 英雄は •古来 軍人で あ 4帝王であった0最初の英雄ァルミニユスは又ー名へルマン 
とい ふ 名で 知られて ゐるが •紀元 九 年に a 丨マ 皇帝 アゥ ガス タスの 派 遺した 軍隊を 奇略を € o 
て大败 せしめた 彼は •天成の 武人で 勇敢であった。 又 不撓不屈の ル ー タ ー あり •フリ ー ド リッ 
ヒ 大王は 5 的 S 人で •智略 縱嫌 Q 才物 S った。 其他蠢 列傳に あ— _ し •諸 着 
邦の 博物館には 古来の— や鈇槍 や 大砲 等が 完備 陳列して ある 0 

この 精神が 尙武を 好む楫 柢 となつ てを 0 、 又 大衆は 英雄崇拝に 關する色々な行茁をも行ふて 
之を 追憶 敬慕し •その 武勇を 次から 次の 時代へ と傳 へて 居る 0 
之は宛然我國のそれと同じで、日本の大楠公の忠節や戰阈時代又は德川時代*_近くは日淸_ 
日露の 大戰に 於け る 忠勇 將士の 君 國に 殉じた 其 武勇の 働きは 嚴 然として 昭和時代の コ ドモの k 
K の 中に 流れ 通って ゐ る。 

特に 日本 婦人の 忠勇 義烈 貞節で 神 泣 鬼 哭の彻 語は •肅 然として 格を 礼し 大和 f 培 ひで 來 
てゐ るでは ないか。 

兹で •古今 日本 蟠 人の忠孝貞節蕤勇の代表を略記して我等大和民族の血管に通ふ其擻を洗ひ 
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てゐ るでは ないか。 

兹で •古今 日本 婦 'A の 忠孝 貞節 典 勇の 代表を 略記して 我等 大和民族の 血 * に通ふ其巖を洗ひ 

停めて 見よぅ ではない か* 

i ¢11 人 

浦 & は京都の女であつた。父は正六位上繼麻吕である。 

初めは 典败 となつ て お宮 仕へ をし 正 五位を 授けられ 典侍と なり •纊い て從 叫位ド，それから 
徒 三位に 叙せられ、 尙侍に 任ぜられ 八十 歲で赛 じたが* 此間 六十 有餘年 三代の 帝に 奉仕し •朝 
娃に あつて 宮中の 味を 掌り 禁內 の禮 式を 脩め 生涯を 天皇の 爲に 捧げた。 

名妓 i 妙」 

洛陽の 名妓たり し 彼 微妙が •或 日 源賴家 が 比 企 能 員の 屋* で 花見を した 時 •此 席で 舞を まひ 
. 樂を奏して非常忙褒められた。其時賴家から 

I . 何 か 望みの もの あれば 何に て も 取らせる J 
微妙は 之に 對 して 只 泣く 計りで あつた* 稍 久し ゆぅして 

r 私の 父 6成が鼴言の爲择奥に放追され*母は之を苦にして死んだ。顯くば明公のカ {: 以 
て 父の 無罪を 許し 給 はれ j , 
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浪 ながら 中 上た。— は f 人— つて 父— ねし めた が •父は 先年 旣 S 死して ゐ たので 
あつた® 妙は 父の 死を 聞き g ? て lljg 寺に 入り 「村 S と 嫌し. 一 _ 斑に 入つ て 亡き 父 
母の其福—訢つた。 

±»A0« i i 

熊 本に 德兵衡 と 云 ^. S 人が あつた。 多津 さんは 其 娘で ある。 十四 歲 ©時 父が 病死に なつた 
が 家が 食し い？ 案 £15 色 > 苦 心しな flQ 食 f 勸 め-特に 酒 好 S 父へ 蘆の ま 
せて ゐた。 

その 中 病 狀は恶 化した が 高價 及® 薬を 用 ひる 事が 出來 ない ので 房々 とした 自分の 黑髮を 切 
り 之. を資 つて* 者を 迎へ藥 をの ませた。 

此黑 突は 見 f も Q 故 商人は S して 高價 S 主 Q 夫人 5 つたが •飯り 登？ に 夫人は 
其 S や 一 什 始終の 物 fs いて 感心の 餘—ら 褒美を 與 へて 永く 其 孝行を 世に 傅へ た。 

な 女中 {：• さん」 

•之は 有名— で 何人も 知つ て 居る 苦 だ。 若 狭 g 逮敷郡 西 浦 村の 漁師の 子に 生れた 綱さん は. 



•之は 有名 i で 何 t 知つ て f 雰 。—瞿 i 西 浦 村の 漁師® 子に 生れ S さん i . 




+1の時小濱町の士家に女中奉公をしてゐた。或日主人の赤ん坊を抱いて表に遊んでゐると 
一匹の a 犬が 俄然 飛び か i つ て來 た。 

網さん は 逃げる 間もなく 赤ん坊を 地上に 臥せて 自分の 身體で « ひ® して ゐたが * tt 犬は 愈 身 
狂 ひ 出して 供さん の 頭と 云は ず 肩 や 腹 や 手 や 足と 處 きらは ず * みついた。 

暫くして近所の人 > が大勢駔付けて犬を追ひ拂つたが，赤ん坊は何の怪我もなかつたが* 
さんは i の爲逖 に 死んだ。 西德寺 前の 「忠烈 綱 女 之 墓」 は 今も尙 その 忠烈 談を傳 へて ゐ る。 

ri 〇 tt is J 

君 さらず 袖し が 浦の 立つ 波に . 

そ. Q 面影を 見る ぞ 悲しき • 

.時は冬の十一月の未つ谀でぁつた0航海の難所相棺籌は東征の兵船日本武雄の1行に向つて 
山なす怒濤を打ち寄せ*ー天俄に暗黑化し怪雲は忽ち大雨を生み舟は暴風に»弄された。流石 
に 武き策 武者 達 も 生きた 心地は なく ロ々 に 
r . c れは海 神の 怒り だ！ 
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海神が 女を 求める の だ ！ J 

との 時 .* 飛鳥の 如く 舷頭から 身を 躍らした のは 乙 描 拒で ぁつた* 

雨は止んだ，風は妈いだ*波は靜まり返つて舟は目的地點に到着した9 

お、 !! この 壯烈な 姫の 最後は 貞烈の 龜鑀 として 今 も 「君 さらず (木史 津) 宿」 に 线つ てゐ る* 

「在轚業平の|||1| 

阿保 親王の 第五 子に 生れた？ は •好與 子で 女たら しの やぅに 傳 へられ 隨分浮 名を 流した 人 
でぁつ へ 力 此奏は 夫 力 〈母 夜 某 女へ 通 ふのを 兑て蛱 妬せ ず、 寧ろ 今迄ょりも 夫を 敬 ひ 之に 仕へ 
るので索平は之を曲解し*或衣外出する風をして家の庭に身を躇して妻の行動を驭つてゐヒ。 
すると 妻 君は* 孤燈の 下で 琴を 彈き眞 夜中に なつても 腔に つかず 
醚 吹けば 興津 白波た つた 山 、 

夜半には 君が 一人 行 くらむ 

この 歌を 作つ て？ 合せて 5 Q 2 つた。 稍 暫くし 5 y 入つ たが S に 水を 人れ て？ 
♦し 出した が •其 水が 忽ち 典に なつた。 斯く する 事 二三 回 •嫌 石の 華 も此焦 嫌の 光景に？ 
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12 \-ォノ和餐 く L て 導忙ス ったが籲器に水を入忆て峋を 
♦し 出した が •其 水が 忽ち 湯に なつた。 斯く する 事 二三 回 •流石の 索 平 4 此焦 嫌の 光景に 感じ 



_非 |: 悔ひ改め，雨來浮氣は跚然やめ永ぐ夫嫦の轅をつ<したとの事でぁる。 

ft tt された s S 

甲府の人，お离さんは十五歲で某家に嫁ぎ.三男ー女を生んだが，其中夫が死んだので子女を 
育 て 女手 1 人で 農家を 維持し 亡夫の 靄を； 一の 如く ft 拝し 通した。 

* 主は 此® ©を || し税金 |: 免除し其德$ぇた0 

r J ( £ e 感化 

#1 女の夫が關東から歸京0療美人を連れて歸る事となつたが*途中から使者を以て 

『われー妾を求めて歸る事にした。就てはお舫は嘸面白くないでぁらぅから實家へ歸つて 

もょ . SJ 

斯樣に云ひ遺つた。之を颺いた妻の貞さんは 

r 夫婦の 途は德 育 a はざる 時 初めて 偕老同穴で ぁる。 今日 自分は 容色 も 衰へ爱 も她 み爲に 
夫に 得られない のは 之れ 全く 我德の 欠けた るが 爲で ぁる j 
とて.酒肴を整へ待つ事忙した0 
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亡の貞女の括を聞ぃた妾は大に愧入って 



S に 申譯 ない 事で ある。 奥様は 當世の 貞女で ある。 左様な 貞女を 去らし めて 何ぞ 自分が 



赛になれませぅ。私は利室でぉ役を勤めます 1. 



その後ニ人は眞の禁のゃぅに交0.1家平和に暮らした。 

此外有 f r 小 宰相 局」 が 十九 歲の 若い 身を 以て 夫の 戰死 を 聞く や 海に 投じて 相 果た 如き • 
又 白拍子 rl ^ 前 j が 

吉野山 峰の §ふ みわけて 



人0にし人の » ぞ戀しき 



の 歌を うたつ て轘朝 I 具せ しめ 菜て たは 蕤經を 慕つ て 尼 » とな 0 •其 うら 若い 二十 歲を一 



或は 曾 我 i で 有名な 「虎 期 的 」が和田袭盡を榆込め 



塞 とのみ 消えに-^ を來て 見れば 



尾花が 末に 秋風 ぞ吹. 






この 1首を十郞祐成の墓に手向け，ぁたら花のニ十歲を尼となつて諸_修業にぅらぶれ大磯 
に 歸 つて を 結び 其其 酿を&り*七十歲で死んだ如き人ロに嗜 ^ してゐる‘ 

それから 左 馬頭 JSHi ® 01 女 tr 父が 六 波羅で 敗 戰と聞 いて 十四 歲の 身を 嫌 田 兵衛の 手に か 
かつて 死し •令 1 人の 女さん は i 朝が 捉 へられた と 聞いて 自分 も 一緒に 殺されたい と 泣き通 
し • 深夜 河 y 身 t 投げて 相 果て* 50 
ニ位局驊尼は安德—擁じて 

今ぞ しる 神 裳す そ 川の 流には 

狡の 底に， も 都 ぁりとは 

ー首を詠じて海中 |^ 坟ぜし如き其壯列| »1 *正に男子をして蓄たらしめてゐるではないか。 
3 ; 坂 額 女 や 巴 神 故は* 身丈 六尺 容貌 _ で 腌ヵ絕 倫で 射 術に 長 じ •數 /» の 義勇 奩戰談 を珐し 
菊 池武 時の 窜 や 武田勝 頼の 夫人が 夫を f して 遂に 夫と 共に 自 3a せる 如き •或は 木 村 重 成の 室 
は 十九 夫の i ^ sr w き從容 として S 3& したでは ないか。 

今1 0 職1^な芳傾玉屋の遊女|1^柱』の|1靄談を華錄しょぅ0 
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琴柱は 墳上 寺の 所 化® と Wt {の 中で 40 つたが •或 日 

r 貴殿は 懵仴 だから 妾とは 同穴の 契を 結ぶ 事は 出来ない が •如何なる 宿 S 因縁 か 教と 相 
剿れ/てし まつた 0頋 くば 德 を 磨き^ ^ となつ て 下さい j 
右 0 通 < と金ー封1雄ぇ» 0 た後で自殺した* • 

其後彼僧はニ三年たつて品川邊の爨女屋に上つて » いで居ると*深更袭«として琴柱が枕邊 
に 立つ たが、 心 Q 迷 癸と a 分で 打消して 又 四 音® て鋈 したが 又 4r 琴柱 S が枕邊 S つ 一 
•たので 初めて 迷夢から 醒め •* ». 遂に 大僧正に 管！！ 德 一世に 畫び なき 名僧 聖 ♦となつ た。 W 
又 信 ss< 重多 勢子は 勤王 Q 心 SMSf 志土 と 交？ 大 y 之—? •遂 S 都 一 
y 出て 天 川の 義 ♦や 生 野 S 兵 等に 糞し 霤の士 と 共 K 行動した が •文久 三年 捕手に 園 まれ 
自若と して 自圾 した 0 一首に日く 

ふるさとに歸るもおしき旅衣 
大 C 山に 心 ひかれて 



ドイツ 0 成人 敎宵 

I 

F イッの 成人 敎育は 一千 八 百 七十 一年 民#^ 育 普及 # とょ ばれて 創玟 された。 之は 當時の ド 
4 ッは 社 # 主義が 勢力を 得て 居た ので •成人 敎育 を蹙ん にして 此 思想に 對抗 する 事が 重大なる 
必要で あつたから と 云 はれ、 1 八 七 八 年には フンボルト 民衆 大學が 伯林に 開かれた。 

之れ ょり 先 1八七1年普佛戰爭後問もなく「民衆敎化«張會」といふ名稱が現出した。之は 
ライ ビン クと云 ふ 中等畢 校敎 員の 主唱に か、 る もので、 忽ちに して 六 百 四十 五 围體 の 加盟 會員 
を锝て廣大な勢カとなつた。 

この會の目的は*學校敎育の後を承けて民衆に敎化を施し現代の社 # 的政治關係を明瞭に理 
解せ しめんと する もので •多 敎の 婦人 も 幹部 や會 員と して 活動した。 ライ ビングの 死後は 有名 
な敎育 家 テウスが 其 後を 引受けた。 . 

この 外 レッシングの 民衆 大擧 とか VT ル トンの 民衆 大學 など も あつて •大 に 成人敎 育に 貢献 
して來たが、1九1九年には此成人敎育に對して0:本で云ふ文部省令と云ふやぅなものが出て 
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自由 的で なく 强制的 に * 施さる X やうに なり* 女子 も 其 委員と なつて ゐる 。そして 成人 敎育を 
受 くる ものは 年齡 十八 歲 以上で あるが •母と なるべき 婦人 か 又は 旣に 母た る 女子が 家庭 敎育や 
訓練を うける 事は より 大切な 女性の 两上 であり • R 明なる 母を 梅 冶す るので 日本で も 大成 觀る 
處が あつて 母の 講座を 開講した。 



B 本 U 於け る 母の 嫌 庙 

日本の 母の 敎育の 爲に 設けられた 昭和 十 年度 文部省の 母の 講座は •其 講師と しては 大學 ia 除 
畢校 敎败員 其 他の 敎— 又は 宗教家 等' 人格髙 潔， 學識 經驗 ぁる 適任者でぁって •聽講 者は 
母を原則として共他熱心な婦人希望者を許した。勿論聽講料は之を徴し&.い0褀科は 

母の 修養 
家庭 敎育 
社 # 教育 
家庭科 學 



— 58 



家庭科 學 



.以上の 四 目の 範園で 北海道 帝大 •東京 女 高 師 •名 古屋® 大 •奈良 女 髙師 •廣島 文理 大 •長 崎 
醫 大其他 宮城 •横演 •愛嫒 •鼷圃の各 «| で開講したが，修了者はニ千四百餘名，聽講者數妁四 
千人で *. り相當な成功を牧めたと云つてょい。 

スボ —ツ 

舊獨逸 帝 _時代には，女子がスポーッで飛び廻るなどと云ふ事は以ての外のこと\考へられ 一 
てゐ たが、 ところが 現在の P ィッでは 幼稚園から 大事に 至る まで 諸學 校の 體 育は 殆ど 凡てが 諸 69 
種の スポ ーッの みで ある I 
野球は あまり 盛んで ない が、 バスケット ボ ー ル •ヴ アー レ ー ボ I ル •ホッケ— その他の チ— 

ム 競技が 盛んに 行は れ * グランド を1つ の 公民 敎育の 場所と して 大いに 重視して ゐる >女 -/- に 
對 しても ル ールその他を女子问に修正して男子と殆ど變らぬ運勖が行はれてゐる， 

殊に盛んなのは水泳であつて*全_の學校の必須科目になつて届るのを見ても如何に東點を 
おいてゐるか ^ 判る。 





地方の堆校では，運 £') 競技の專1:敎師を11:四人は联ひ得るだけの火きなゆ校もあるが、凡て 
斯んな 風に 他の 墚 科も受 持：' てゐ ると 云 ふ 式で ある。 水泳の 外に 漕艇 • ス キ ー, ス ケート * テ 
ー1ス或はラン*ンゲ、ジヤンビンゲその他トラツ~乂はフイールの跤技類が女子に<*盛んであ 
る 0 

又.日常生活で行ふ車を押す動作や木を削る勋作，或は重い物を持ち上げる動作等 0 然的に 
强カを動かす身體の勖きを奵似て之れを «? 育述動にずる方法や、 0 然運動で步く，走る.飛ぶ 一 
などの 動作を 巧に 折込んだ 運動 も 盛んで ある。 斯 くした 結果 •ドイツは 婦人の スポ！ V 王 N9 だ 60 
と 云 はれる やぅに なつた の も萤し 偁然で はない。 殊に 一 
「男には 力を！ 女には 美をー 11 

この 精神で 先 づ身體 を鍛 へなければ ならない とし* 女子 靑年團 の 三分の ニは 賄 育に あてられ 
て. 0 る。 從 つて* ドイツ 女子 靑年團 は •他に 比類を 見ない ほど スポ ーツ體 操 •ハイキングの 外 
舞袖も音樂も肉»美推得法の . 部として獎勵されてゐるのである。 

ー九三四年には全5的なスポーツデーが定められ*每年絢堋な大會が各所に問催されるが. 



一九 Mi 四 年には 全 S 的な スポ- 




議 



此結见女子の 

ffl 格は 頗る 向 
上して 來てゐ 
るが、 本當の 
美は 均衔 のと 
れた 肉艏 1: 土 一 
* とせねば な ei 
らな い窖で あ 一 
る。身时备部 
を 平均に 動か 



t 均等な 薄育 を させる 爲には ；ズ5カルな艚操が注意深い指導者の下に 0 »? けられてゐるが* 
彼女 達の 簡單な シャツと 短い バン ツに 日光と 空氣 がょ® 美しく 磨を かけて ゐる 0 

由 米、 獨 o ドイツ 計 A でな く •孅 人の 仕事は 兎角 下向きが ちで 手足は 使 ふが H の 動かし 方が 





足ゎない大空に向つてボ丨ルを投げる«動は*此欠塔を充分に救ふに敁もょいからド4ツの社 
# には 斯ぅした 嫌 人スポ ーツが殆ど學校の日課のやぅにして催されるのである0 

ドィツ婦人は家庭に入 0 ても休日には1家揃つて步く*可成乘物を避けて徒步にょつて所謂 
逮足をするし，廣い場所へ出て今迄吡銨へ上げられた種々の雔技に與味ぁる1日を過す事が多 
い0これは日本の婦人が大いに學ぶべき«であらぅと思ふ0 

M 樂 

肚會板 育 の 一端と して •演 g や 寄席 や 音樂や 其 他の 蜈樂 から 受ける 苷德兩 方面の 感化は 偉大 
なカ |: 以て不知不識の間に國民を敎化し*其の思想を作るをのである。 

ドィツでは 換樂は 生活の 一部と 考へ • » 民 文化 局で 新鮮で 窗窗 な姨樂 に 就いて 研究し 政府が 
之を 獎勵 する 0 

こんな胍であるからド4ツ人は、好んで8場を訪れて1夜を之にひたつてゐる0义伶合の談 
括に も芝拔 や 俳® のこと や 辞 樂を 話題と する 事が 冬い 0 
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栝にも芝拔ゃ俳«のことゃ背樂を話題とする事が冬ぃ0 



ドィツの 芝居 內の 空氣は 至つ て眞 面目で •觀 客の 多くは 禮服着 用が 大部分を 占めて ® - たが* 
最近は だいぶん S5 くづれ 5 た。 開 f 間 4i 大抵 夕刻からで •出し物は 日本？ うに 嫌. 

0 もの藝埋でなく，大抵ーつものを演じ*時間も三時間か四時間を通してゐる>そして其脚本 
などは 所謂 民 埃 意識を 高揚す る やうな もの 計りが 撰ばれて •之を » 家が作り之を » 家が £ # し 
て而 して 之を 阈家が 開演して 劇を 通して ナチ K 獨逸の 株 神を 嫌 底し やうと 云 ふので ある。 

最近 日本で も 映 骞や 芝居の 脚本の 撿閱と 云 ふ 事が 行は れて 居る が •之は 只單に 警視 應の取 締 一 
上からで あるから •文藝 上の 見知を 度外視して ゐるの は § である。 63 
政府が行ふ劇の外には勞撤婦人 〇 慰安と*びを與へる爲に，女子靑年 0| に課せられた仕事の 一 
一つと して 病院 や 母子寮 や 農村 等 到る 處で 素人 劇 圈が劇 や 人形芝居な どを 催す。 此の 回數の 多 
いのと 各所に 開演され る點に 於て 相當敎 化の 役割を もつ て 届る。、 

ドィツの 寄席は •一般の オペラ や 芝居ょ o も 其の 構造が 大きく •舞臺 や 見物 席 も 大きく 何千 
人を容れることが出來る。 

ドィツでは文化統制が確然としてゐるから， ||| 本でも皆各部門の機 » {: 通して«表すべきか 



すべから ざる かを 決定す る。 又踟 場は 官營で あ 0 、國立 歌 刺 や國 立演刺 場な ど あつて •政府で 
興行をやるから發雄し盛大である^損をしても政府が之を補ふと云ふ風である。 

次に 音樂で あるが •由來 、ド イプは 事と 音樂の _ といつ て もょ い 程で •特に 音 樂は 世界一 
と 云 はれて ゐ る® 

現在では ベ ー トヴ H ンやモ ッ T ルトの やぅな 天才は ゐない が* それでも クライス ラー の やぅ 
なー流の音樂家がゐる0而して特に婦人は音樂のたしなみが深いだけに_家も之に對して犬に 
力を入れて ゐ る。 

相當な ホテル や々 スト 1 ラン や 力 フ H 1 などへ 行く と* そこには 相 當な音 樂觖が あつて、 音 
樂の 亨樂 に は 一 {£ 不自由を 感じない と 云 ふ 有樣で •又 夏季 休 醸な どに 出かける 男女 學生の 群は 
大抵 ヴァイオリン や マンド 9 ンを 肩に かけて 出かける し •大抵の 家庭には 此種の 樂器 が備 へて 
あり •娘 や 母親 も 之を 惲 奏して 一家 舉げ て音樂 の 夕が 催される。 

此外 舞踊な ども 中々 大袈裟な 舞臺で 開演され、 之 も 政府に 於て關 心を 拂つ てゐ るので •國家 
の 舞踊 # として 開かれる。 



の 舞踊 # として 開かれる。 



之 等の 娛樂は 元来 張り切つ て國家 の 爲に勤 勞す る阈 民への 慰安で あるから •之に ょつ て 明日 
へのヵ强い働きとなる意味に於て*儐値のある方法に於て行はれ、栄族的に樂しむものは別と 
して 大衆 的の ものは 何れも 政府が 先にた つて やる ので ある。 

この點は日本とは趣を異にしてゐる。 13 本では換樂は個人的で獨りで樂しむやぅに出來て居 
るから，從つて之を通して民族的の味を感受するなど云ふ事は全然なく.泣いても笑つても 0 
分 軍獨が 滿 足さへ すれば い V 。 

だから* 芝居で も 映® でも コドモ を 連れて行つ ては 觀られ ないやぅな ものを 平 氣でや つて 居 
るの が 多く •又 政府の 關涉が ないから 役者の 品行が 悪い のが 當然の やぅに 心得て 居る ものが 多 
いから 其 刺を 通じて 眞に 面 ^ くない 帘を敎 へる 事になる。 

殊に 婦人 や n ドモに對する風敎に資するやぅな筋物を觀る事の出來ないのは遺憾である“此 
黏に ついては 作者 も演 m 者 も大に 艿 庞 して 一貫した 信念と 主張の 實現に 努めたい ものである リ 

家蓽 見習の 頃 
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それは 學 校では なく 各 家庭を 其 ま v » 驗褢 として •又は 敎室 として 娘さん 達を 敎育 する 方法 
でぁる。 

ドィツでは* 女學 校を 卒業した 娘さんに 六 ヶ月 間 勤 勞 奉仕を させる 事は 義務 制と なつて ゐる 
が*そ0前にーヶ年間實地に他の家庭に住み込んで家事敎育をします〇そして娘が行く家庭 (〇 
主婦は 一定の 政府の 試験を 受けて 指導者と しての 資格を 得て ゐ る。 

娘さん達が行く家庭は此指導者の主婦が居ることとニ人以上の子女がゐることとが條件にな 
つ て. 0 る。 そして 親戚では いけない。 

國民學校を卒業し，更にニ年乃至三年間の软業學校で補助敎育をぅけた女子達は、所謂國民 
の 義務 敎育 年限を 修了した ので ぁるが •之から 先は 結婚 期に 人る 準備が 必要と なつて 米る。 

ナチ ス政府が要求する母となるべき大切な期間の娘さん達に對しても、政府は充分な心使ひ 
をな し 種々 各方 面に 命じて 色々 な 方法で 手を 盡すが •.先 づ 女子 靑年阐 に 命じて 地方の 勞働 向き 
の 訓練を 初める- • 

£ の訓練は所謂「野||^の訓練で.直接農家の庭前とか農家附近の廣場などに陣營が張られ 
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£ の 0| 練は所謂|-野！！^の訓練で，直接農家の庭前とか農家附近の廣場などに陣 © が張られ 



此 處に 起伏 寢炱 して 二週間から 三 週間 訓練を して 
家庭 見習 ひ 
家庭 勞働を Is 驗 する 

又ー方都會の汝子と田舍の女子とを交換して*前に述べたやぅな意味の家庭見習ひの*習を 

やる 0 

ドィッでは，かぅした家庭勞慟に對する關心と興味とは殽近1般堅實な婦人の間に次第に昂 
まつて きて ゐ る。 . 

これは獨逸の女子靑年が政府の指導方舒にょつて*囲家と民挨の發展の基礎としての宋庭の 
意義について明確な自覺をもち*初めた立證でぁ 〇 て此際此時と計0で 

家庭へ 歸れ . 
結婚と母性こそ女としての生活の最高の實現である。 

かぅ叫んで ]|-. まないのである。 
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一 女の 隣組と 防空 群 

ドィッに も 隣 紐の 制度が 確立して •然も 秩序 整然 阈家の 先端 細胞と して 活動を なし •又 防空 

に當っては防空群が組織されて-日本の群長さんの代りに指導©と云ふ名稱がっいてゐる。そ 
して此指導員も群长さんも钾女が之に當り*擔任者と主婦が热心に自己のー家を誣る0. 

又、 防空 訓練の 場合の 防毒 處置や 避難所 救 謎 所では 女® 义は荇誣衫や共他の婦人が一记の訓 
練を 受けて •女手 一っで 遺憾な く 行って 居る が 成较は 頗る 良好で ある。 

此 場合の 一 隣組は 三階 建 若く ば四喈 迚 の 一棟が 一組に なって 居て •其 一 紐が 二っ 集っ て 1 防 
空 群が！® 成されて ゐ る。 

各楝ハ 各 隣組 ト稱セ ラレ 右 
ノ楝ハ 四戶デ 左ノ楝 ハ 六戶 
.防空 洋 -1 ナッ テ 居 ル •各 棟-- 一名 
ノ 指導員 ガ アリ ニ楝ヲ 一所 
ーーシ テ 群ガ 編成 サレ ル 





一 I シテ 群ガ 編成 サレ ル 



最も ドィツでは， n 本の やうな 平家 巷で なく •大抵 三 除か® 格 建で あるから •其； 楝と 云つ て 
も世带 の數 から 云へ ば 平家の： — 倍 若く ば 四 倍で •一典 組には 少く とも 十五 六戶 以上の 世诳が あ 
る 勘定と なる。 

日本の やうに 德川 時代の 8|耝制度 |: 人ロの增加した昭和霖の 0| 組にしょうとするから.ー 
隣組は 五戸 か 十戶を 單位 としてと 規定した のは 考へ ものである 。防空 其 他の 關 係から 云へ ば， 
限 組の 戶數は 十五 戶か 二十 戸に したい ものである。. 

さてドィツの « 組では、其組內に居て朝早くからエ場等で働き，家計や育兒や{永の始末など 
に 就ての 住 澈が 出来ない と 云つ た 家庭に 對 しては •指導員が 其 家の 事情を 調べた 上 •その 家庭 
に 手 傅 ひになる やうな 婦人を 無料で 差 向けて 之を 助けて やる し* 赤ん坊は 自分で 預 〇 て 乳を 呑 
ませ.お守をして母親の歸る迄無事に氣持ょく之を世話する0 

又歧業に從事する婦人に代つて炊事をしてやつたり*洗灌をしたり衣類の修繕をした0.栽 
縫をしたり，時には役場へ出す寄面 5: 寄いて之を屆けたり，又珐し置かれた病人があるなれば 
B 者を 呼ぶ 事 やら 看護婦の 代理の 役 迄つ とめて やる* (勿論 病人が あつて 働きに 出る 事が 出來 
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ない と云ふ場合には政府は之を直に國立病院に牧容してくれるが)かぅして«人の幸«と隣人 
救 濟 とを 目的と した » 組 制度が 致 達して 居る のは •政府から 命じた のでは ない 0 

すべて何事でもド4ッでは上から命令したり，强制す 5. やぅな事はなく，下から萠ぇ * って 
或事柄が實現する。彼のヒットラーユーゲントでも*最初は靑年達がーー；々五々寄り集って協議 
し •遂に 1 大勢 力と なつた 曉* その 靑年 達が ヒット ラ ーを适主として戴く事となつたの 1?- ,女 
子靑年團でも其通0*其他ドィッ國內にある婦人圈 » のすべてが_ «6 自 |6 が色々の «1 雄をし. 一 
充分の成績を舉げてから之をヒットラーに持つて來て*彼を最高の統率者として仰ぐやぅにな 70 
0 てゐ る) 一 

日本の 青年 翮は*政府や知事や市長や « などの役員が蹙んに笛を吹くが|向に踊らない0殊 
に 女子 靑年團 は 其 甚だしい ものが ある。 其 笛の 吹き 方が 靑年 を呼ぶに鏞してゐないからだ0 

S 本に 於け る！ K 組 S 度 

I •トン <と からりと 供 組 格子を あければ 顏なぢ み 



M して 頂戴 遇 ft 版 知らせられた 0 知らせた 0 
11 •トン <とか らりと 麻 組 あれこれ 面倒 味 ## tg 
_ 飯の 坎き方 垣根® し 敎 へられたり 敎へた 0 
111 •トン <と から D と 隣組 地震 や 笛火亊 泥棒 
互に 役立つ 用心棒 助けられた 助けた 0 
四 トン^^-とから りと ^ 組 何軒あらぅとーと世帶 
心は 一つの 屋根の 月 まとめられた o まとめた 0 
^ の歌は誰の作か又この曲は何人が作つたのかは知らないが*歌も節も滑铕に出來てゐる。 
だが •現代人には 向く と 見えて 三歲の np モも嗔 ひは じめ た。 

このやぅに出來てから間がないのに*日本の « 姐は發達進步して居る。今柬京市の_祖規約 
を 載録して 見ょぅ 

一、 町會® 域ヲ 分割 シ® ネ 左ノ檩 準 n 依 9 供 組ヲ 設ク 
1 •供 接 スル 五世帶 乃至 二十 世帶 
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2 •五世 帶以上 ヲ牧容 スル 「アバ ート J 

3、 貸 事務所 其ノ 他- 1 シテ 五世 蒂以 上ヲ牧 容 スル モノ ト矜做 シ得ル モノ 
. 隣組 ノ转置 分 合ヲナ サントス ル トキ ハ關係 アル 隣組 / 意見 ヲ孩シ 町 # 之 ヲ定ム 
. 組 ハ 何々 姐 ト稱 ス • 

1 、 « 組 ハ R 保 親和 ノ精 神-一則 リ交隣 相 助 共同 警防 其 ノ他組 內 利益 ノ增 推ヲ 闽リ細 部 的 町# 
事業 ノ實践 ユ 當 ル 一 
1 、 p 組 ノ重要 事項 ハ 組 # (常#) ヲ開キ 又 ハ 廻 狀ヲ以 テ 申 合 ス ペシ 72 
1 、 隣組-- 組長 ヲ置ク 一 
1 •組長 ハ 隣組 各般 ノ 世話 ヲナシ 町會 其ノ他 9 リノ 通知 照會 等ヲ組 8 全般 一一 通 速 スル モノ 

トス 

2 •姐 長 ハ 組 # 21 於 テ逋甘 •選定 ス 

3 •組長 ノ 任期 < 一 ヶ年 トス • • 

. 組 長ヲ 補佐 スル 爲組 番ヲ® クコ トヲ得 組番ノ 任期 ハ 六 ヶ月 トシ 組長 ノ 指名-一依 ル 



一 •組長 ヲ補佐 スル 爲組 番ヲ 置ク n トヲ得 組# ノ任期 ハ 六 ヶ月 トシ 姐 長ノ 指名-一依 ル 



. 隣組 《紐 長ヲ 決定 シタルト キ ハ 直 町 # - I 報吿ス ペシ 
1 、 町 # ハ 其ノ 連絡 上數 箇ノ味 組ヲ 集合シ テ 隣組 班 ヲ組雄 スル n トヲ得 
現在 日本の 隣組と 防空 群とは 隣組 卽ち 防空 群と なって 焐る ので •隨 って 組長と 群 長とは！ 一 
人が 兼任し、 六 大都市を 初め 日本 全國を 通じて 組長 や 群 長に 婦人の 多い 事は ドィッの やうに 鈇 
後 婦人の 饵刽な 活動 心から 出た 事で ぁらう と 思 ふ。 

しかし 隣組 長と 防空 群 長とは 別人の 方が ょいと 思 ふ。 

日本の家庭防空に從事する婦人の指導員や群長が*左圃のやうな服裝をして防空 .;-»| 練良從琪 

して 居る 態は 眞に蜞 々しい も 
ので ぁる。 • 

今や ドィッ 婦人と 日本 姑 人 
とは 相携 へて •高度 W 防 W {永 

建設に 向っても •宛然 戰絲に 立っ將 士と 同じ やうな 覺悟を 以て* 阈民 防空の 第一線に 立って 家 
庭域を死守るすの決心が必要となつてゐる。昭和婦人の死命も何と |9 ましい事ではぁるまいか 
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一花 嫁學校 (ブ ン〕 

1九三四年*ドィッ國から云へば北两部に位置する>|ムス河流域の沼澤地の中央にあるフー 
スべヶ と 云 ふ 一 閑 村 に、不釣合な最も新らしぃ文化的の內容と外觀とを備へた世界で呼ぴも <0 
の 花嫁 畢校が ある。 しかし •此 花嫁 學校は 卒業を 目的に して お 嫁め に 行く 爲の學 校ではなくて 
將來 妻と なつた 晓には 最も 有識な 家庭の 主婦と して 將 又勤勞 奉仕者と しての 修養 や 訓練を 受け 
る爲 に， 1 定の 期間 自分の 家庭を 離れて 此の 寮に 寢 起きす る 制度の もので •學 校と 言へ ば 少し 
當ら ない 寮で ある。 

そこで •女子 靑年團 でも 行事と して 或 一定期間 週期 的に 團員 を驻に 收容 する し •時には 地方 
の娘さん達を别練する場合もあるが、要するにナチス政府'か希望してゐるド >- ッ»家の女子と 
しての 一人 的の 心身を 造り上げる 訓_ 場の 事で ある。 

この1帶はドィッ»內でも低堆で、加ふるに沼澤が連らなり，じめ<とした陰费な土地で 
百姓の 奏君 などは 泥炭 K りを して 其 日の ft を 得て ゐる 。日本の 東京 近在で 云へ ば钱が 浦に 見る 
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百姓の 奏君 などは 泥炭 福り をして 其 日の ft を 得て ゐる 。日本の 東京 近在で 云へ ば抟が 浦に 見る 



やぅな 澤煽で あるが •何故 こんな 處 を 選んで 花嫁 蓽校を 立てた かと 云 ふに •之は 花嫁 學校の 持 
つ 其の 使命 Q 5 たる 勘鋈 習に ょつ て此 if 毛 S 地 Q 開拓を も 兼ねて tQ で、 全くょ つ考 
慮され た 施 K である“ 

f 

そしてドィッ親衛«や突擊敝員へ嫁ぐには必ずこの花嫁學1業の»明か必？ある* ^ 他 
一般的に花孅となるにも此の學校を卒業して居る事は立派な家庭を作り得-能刀者たる事が證 
明 立ら れ る。 

日本の 花祭 校は IQ 首府 SS 在して •滿洲 開拓 Q ? に 嫁いで 永久 S 烈雲 と戰 
つで百姓 |: する貴い「おかみさん」を出してゐる0 
さて フ 一 K ペケに ある ドィッの 此の 花嫁 畢 校では 

夫嬤 生活 

出 產 
育 兒 

兒童敎 育 




料 

手 

術 



现 

籌 

生 



生活 美化 
姙振 中の 注意 
營養學 
看 護 

各 W の歷史 
P ィツの 古典 

かや if y 就 S 5 へられ， 課 S 勞働 にょ？ 與 へられた 附近® 不毛© 土地に® を 人 
れ嫌 |: いれて之を開拓して作物のとれる田となし.又美しい四季折々の荜花の咲く畑ともして 
行く 0 

又*前記科目の外に健康なる»格を作らんが爲にスポーツを盛んにやるし，特に戰時下に於 
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又 •前記 科目の 外に 健康なる « 格を 作らん が 爲に スポ ーッを 盛んに やる し •特に 戰 時下に 於 



ける 此學 校では ポ ー ランド 地域に 卽應 して 其 生活を なし 得る 凡ての 教宵 をして ゐる 

今ではこの勤勞によつて*フースべヶー帶の土堆が其の土地柄に適はしい開整計畫に成功し 
て 年* 美く しい 花嫁の 手に よつ て 開けて 行く のは •全く 日本の 花嫁に よって 滿洲 が拓け 行く の 
と 同じ やぅな 意味と 希 待と を 持つ てゐ ると 云 ふ 事で * る。 

此花鎵 學校の 在畢 時間は 四 遇 間 又は 六 週間で 卒業生の 中には 此土堆 で結檐 生活を する もの も 
あるが，期間中に觀る沼澤堆の女性たちの荷つて居る苛插な生活狀態に « れて，彼等の努働亿 
對し1種の畏敬を感じる此の貴い明驗こそ*麵て人妻となり國家の支柱たるべき母となる心身 
©海 泉と なる ので ある。 

滿洲を 視察した 人の 話に よると* 滿洲 は廣い と 聞いて 居た が 行つ て 見て 始めて 其廣* しさが 
わかり •同時に 其 土地が 肥沃で* どんな 作物で も 日本の ものとは 大きい* のりをして ゐて 食べ 
ても 味が い \。 

之を 開墾して 日本 內地と 同じ 稗 度の 田畑と する には •之から 百年で も 千年で も 怒々 たる もの 
であ タ •そこには 日本の 十倍 も 二十 倍 もの 人口を 納れる 廣茫 さが 待つ て 居る の だ 0 
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行け滿 洲へ！ 

拓け滿 洲 を！ 

かやう に 叫びた くなる •との 事 だ。 若い者は 行くべし •此 開拓の 戰士の 行く 處 どし <花嫁 
I 行くべし だ 0 

0本！1もぁる花繽 * 校 

- 

ドィッと 同じ やうに 日本に ぁる 花嫁 學校も •花嫁を 製造して 葭に其事校で結婚さすのでは無 78 
く •やはり 花嫁と なるべき 婊 さんに 其 資格になる やうな 科目を 修得せ しめる ので ぁつて* いつ | 
ぞや新闢蜓上に寫眞人で揭戴された記事は« /«' その1生の中で滿洲開拓戰士へ嫁いだ娘さん 
がぁ 0 て、其後希望を集めて渡滿させた處好結果を齎し"爾來数度に》方法で嫁いだから興味 
中心で記者が筆を走らせた結果でぁる。然しそれは惡い事ではないが"日本広ぁる花嫁事校の 
中 〇〇家 庭 察の 花 嫌 畢校 は滿洲 開拓® 士を 目當 として— させる のでな く •一般人に 嫁いで 花 
錄 として 立* な鎗を 仕 立 上げ やうと 云 ふので • _つて其畢校の名稱が「花嫁學校」とは云はな 



餘 として 立* な鎗を 仕 立 上げ やうと 云 ふので •»って其學校の名稱が「花嫁學校」とは云はな 



ぃで 

「0〇 家庭 寮」 

C の やぅに 名. 付けられ •ドィツの やぅに 勤 勞の 訓練は«く輕く取抜つてゐる揉子である。筆. 
者をして云はしむれば，寧ろ積極的に滿洲を目的とした花嫁を製迭する爲の目的アにやればい 
いと 思 ふが •此點 に 於て は 何だか 物 足らぬ 氣が する が •其 日本の 花嫁 學 校を 紹介して 見る。 
〇〇岽 庭 寮 設立の 趣旨 

女學校 ^後の大多數の女子は家庭に於て家庭生活龙に主婦として又母としての資格をつく 
る爲 修養す る わけで あるが* どこの 家庭で も •こ© 大切な 教育に 遺 M なきを 期す る ことは 非 
常に 闲_ である。 1 方から 見れば 女 學校敎 育に ょつ て 常識の 基礎は つくられて ゐても •實際 
に之を鳜用するといふ訓練と家庭婦人として所謂镁といふことは未だ各個人に撤底してゐる 
とい ふわけ には ゆかぬ から* これらの ことを 是非 嫁 人前に 與 へなければ ならない。 この 非常 
に大切なことであ0ながら*家庭で思ふやぅに効果の舉げ難い敎育をする爲に女子としての 
覺 悟を 養 ひ •ある 程度までの 實際 的な 生活 訓練を 與へる ことを 必嬰 として^^を 設けた ので 
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ある。 



以上が其設立趣意で，さてどんな畢科をどんな風に敎へて居るかを見る忙 
修身 公民 



作 

國 

家 

栽 



法 

畢 

事 

铨 



家庭科 學 
習 字 
珠 算 

科 外 
整 *# 及 按摩 法 (» 外) 

茶道 華道 琴 ビア ノ長唄 手赛 盆石 筝ヲ隨 意 科目 トシ テ 加設ろ 
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M 華道 琴 ビア ノ長唄 手藝盆 石 筝ヲ醣 意 科目 トシ テ 加 設ス 



かょぅに列んだ科目を見ると*此家庭寮の目的は月給取の花嫁を目標としたもので之では滿 
洲行 にはなら ない。 そして 修業年限は 一ケ 年で* 成 可 寮生と して 起居す る ことを 本旨と して ゐ 
る 0 C V では 佃 人經營 であるから •授業料 年額 西ニ十圓を微牧する。 

こんな » 众內容を待つ家庭寮が東京にニ三ケ所あるが、何れも大同小異である。 
この外に東京府や東京市の後援で，本當に滿洲移住の目的で女子を訓總して居る |||| 練所がニ 
ケ所 ある。 

.之れ は ドイツの それと 目的を 同じく し、 其 目 擦 も 明瞭で あるから 之こ^ i 物の 花嫁 學 校と 云. 
つて . S V ので あらぅ。 

しかし 的に も 述べた 通 ドィツの 女子訓 鐮所は 特殊 的の 目檯 でな く •徹頭徹尾 ナチ ス W 家 
0女子として修養せしめ之を訓練するのであるから*政府©方針以外に個人を詆めないのであ 
る0と云つて自由を束#する童味ではなく凡ゆる待遇をして居る。 

滿瀏 花祭の 辛 業 生 
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大陸の 花嫁を 現地で 養成し ょうと 去る 七月 北 安 省鐵驛 顧 安 拜に開 f れた 花嫁 學校 (開拓 8 
は 熊 井 女史の 努力が 報 ひられて •いょ-^ 近く 第一 回^ {生 十三 名を 開拓地の 花嫁と して 送出 
す ことにな つた* 

卒業生は 秋 田、 山形 • * 楗 0 备 « から集つて來た娘さ^||で*何れも «1 和 # ||||霖本部の肝 
煎りで 明治 節の 佳節 |して十1月三扫鐵__肚で第一回_結»式を舉げる。 

龌家庭を作った之等の花嫁さん達は夫君同伴*新娇族行を錢ねて螂里を訪問大陸の現狀を報 一 
吿 する 計#^ 立て X 居る。 (最近の- 1 ユ ー ス> ' 82 

一 

一 結 婿 事情 

s tt 霧， 

東西 何れ S でも！！ 民 4 加せ しめ •種族— せしめる 事 は_ 是と して ゐる 。然しながら 
政府 自 8 が大乏 f 迫られて 1 な 5 とは 其 Q 力 Q 人れ 方 ■が— う。 

佛躕 西の やうに 年* 人 a が 臧 少して 行く 現狀が 必ずしも 結婚に 冷»だ と 云 ふ 理由 計 0 - C はな 



供 蘭 西の やうに 年 *人ロが ^ 少して行く 9 狀が必ずしも結婚に冷 » だと云ふ理.5針45^はな 



く 結 格して 夫餘 生活に 入っても コ K モを 生む 事を 避ける やぅでは 結婚は 性 嫌 享樂 の爲で * 與女 
の快樂の犧牲になって終ふ。だからと云ってフランス政府は此避姙を$する法律は出し槐な 
いで ゐ た。 

此の 现象は フランスが 民餱 的に 將又 國家的に目覺めないで*個人的を先杧した結果でぁって 
今度の敗戰の联因は多*ぁらぅが、此結嫌問篇も相當重大な原因に加へられるでぁらぅ。 

ドィッは第ー次歐洲大戰爭に於て驁<勿れ三百离の壯丁を戰死せしめた爲，今でも男女の數 『 
は遙に女が多く、結婚するにも相手が及かった狀况にぁって，自然結婚數が尠なかったが*ド 83 
>! ッの 男女が 結婚し ない 理由は 大 « 左の 各項に ょると 云は れて 居る。 【 
1 •獨 身で ゐても 世 期は 何とも 云は ぬし お 互 も平氣 でぁる 
濟上の 問題 

ドィッの中流家庭を抟っには其結嫌费用は最庚でニ千マータを必耍とする。此費坩を釦 
.7 E の 男女で エ面するには相當の年月を要するし又藩々と出來ないと云ふ雌簡0がぁる。 

3* 絵 嫌ず ると 一方が 職に 11 れる 



ドイツでは 一人 一役 一 職業 主義で •日本の やぅに 文官 武官の 恩給を ニつ 戴いて 居る A が 
# 社へ出て百阅もニ！0圈も月拾を貰ふやぅな事は出來ないから*結婚と同時にー方が勤 
務を 土し皸に鶄 れ るから 牧人が 直に 城 少す るし •今迄 親しんで 来た 皸と 別れる 事は 何と 
なく 人生の 意義がない やぅな 氣も する® 

4 ^» 男女の關係の鑼合が簡單である 

ドイツの男女關係は《に淡白であるだから改めて結婿など大袈裟な薄表をせずとも相愛 一. 
したニ人は共同生活に入る。そして若しお互に氣まづい事が出來たらニ人了解の上さつ 84 
さと 離別して 明日は 他人 様の 女房に なつても 双方の 男女は 何とも 思は ぬ。 . 
F 4ッの女子の貞搡觀念と日本の女子のとは全く違つてゐる。ドイツでは男女が夫婦生活に 
人るのは家庭生活をして之を國家の犧牲とするにあつて*女性が男性と一緒になるだけの事で 
あつて •必ずしも A と 云 ふ 男子で なければ ならぬ 事は ない。 相 尹が 男性で あれ ぱょい (勿論 相 
爱でなけれぱ結譖はしないが)のであ石。 

日本の 女子の 相手の 男は 何々 と 云 ふ 男子に® 定 されて 居り •若し 其 人と 結婚して 其 男が 死ん 



日本の女子の相手の男は何々と云ふ男子杧限定されて居り.若し其人と結婚して其男が死ん 

だ なれば 決して 他の 男とは 夫婦生活を しない。® ち n 一夫に 見へ ず j と 云 ふので ぁる。 之が 日 
本の 女子の 貞操 觀念 でぁる。 

だから ドイツでは* 若い 箱 婚生活 に 入った 夫婦の 一方が 永い 旅を して 居る 間に 夫が 他の 女と 

同棲した 0, 妻が 他の 男と 肉體關 係に 陷 つても 之は 咎めないで •却つ て 夫を 又は 妻を 永い 間 捨 

て置いた方に罪がぁるとされ*むしろ世上から批難される。之はドイツの ^ 橾覜念と日本のと 

は考へ 方が 全然 違 ふからで •ドイツに 云は せれば 性慾を 冇 する 人間の 取扱 ひ 方が 間遠っ てゐる 一 

と云ふのでぁる0隨つて*人倫観念等も日本とド4ツとは相違の點が多々ぁり得ることでぁら 86 
50 - 

ドイツは •第一 次 戰爭後 民 埃の 增殖と W 家の 復興と に 迫られて 人間を 增さね ばなら なくなつ 
た。然も其人間たるや意志の强い健康 66 の者でなくてはならぬ。 

そこで* 結婚に 對 しても 政府では 一千 マ ークを 限度と して 費用の ない ものは 無利息で 貸して 
牛る。そして第1女子敎育の主黏を體育に置いてゐる。ヒツト、ラーは 

民族 W 家 ノ 其ノ敎 育ノ目 檩ヲ優 レタ 肉體ノ 育成-一 オヵネ パ ナラ ヌ 。ソレ デ 知 カノ 開發 C 其ノ 



次- l fi カネバ ナラ ナィ。 事 校 ハ 現在 / 敎 育 制度 ガ行 ッテ 4ル 3 9モ遙カ|1多クノ時間ヲ「ス 
ポ ー ツ J = 捧ゲネ パ ナラ ナ 40 ソレ デコ ノ點デ 多 ク ノ » 家 主義者 達 ガ野棵 的 デ 品位 ガナイ ト 
考へル窣»モ又看»サレテ<ナラナイ攻擊精神ヲ«養スル»デハ.4カナル「スポーッ」モ 
奉 闘-一匹 敵 シナ イ。 

このやぅに敎育の目的を第一先づ身 |@ を作る事としたのは，莨に警眼でぁる0又ヒッ.トラー 

は 叫ぶ。 

I 

若者 ノ着ル 着物 モ此 目的- 1 適合 スル ャウ -1 作 ラ ネバ ナラ ヌシ 女子 ハ 自分 ノ 騎士 ヲ知ル ャウ * 86 
敎育サ レネ バ ナラ ナイ。 ， 一 
今日 肉 體的ナ 美 シサ ガ大袈 裟ナ流 行 界ノ爲 -1 背後 -|毈 シャラ レ テイ ナカ ッタラ 嫌 十 萬ノ女 チ 
ガ彎 脚ノ _ 秦 スべキ「ユダャ」ノ私生兒= 3 ッテ誅惑サレルコト.ハ不可能デアラウ。 

美ガ 國民ノ タメ- 1 生 ミ 出 サレ ルャウ = 最モ美 クシ イ肉骽 ガ相互 = 求 メ合フ コト ガ助長 サレ 本 
パ ナラ ナイ。 • 

之は ヒット ラ— が ドイツの 靑年は 其® g の 力と 熟練と によつ て •再び 全 ドイッの 無敵 さを 信 



之はヒットラ|がドィッの靑年は其肉暖のカと熟練とにょって*再び全ドィッの無敵さを信 



ずる やうに 敎育 されねば ならぬ と 叫んだ 時の 言葉で ある。 

FfN で 愈* 結®: する 事と なると •例へ ば 一 # 社の タイ ビス トと社 a とが 話が 決定す ると 



結嬡 通知 

今回人氏ト它嬢トガ結婚スルゴト这ナッタ就テハ此結婚-一異議ノァル 

人 ハ 何月 何日 迄 一一 其 理由 ヲ以テ 異議 ノ申！ £ ヲスル コト 

, 會杜名 
年月日 . 又 ハ ^* 人名 

斯樣な 珍廣吿 が揭禾 される。 そして 其の 異議 申請 期間が 経過しても 異讓 を稱 へる 者が 無い 場 
合は 天下晴れて 夫婦に なれる ので •折角 やつと 探し出した 花嫁さん も此 廣吿 にょつ て 先客が 現 
れた 場合は 取消しと なる 始末 だ。 處變 れば品 かは るで ある。 

ドィッでは ナチ K 親衛 除の 人と 結譖 する には 黨で 開設して ゐる 花嫁 事 校 f 者で なければ 資 
格がない と 云 ふ 風に •結婚に 關 して 女 チを R 選す る 事は 日本と 同じ 揉で ある。 
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匕ツトラ—の結蟠觀 
tt と 繪婚 

證の ドィッ 爲政 者の 中途半端な 政策を 示す •また S 例は 國 民の 恐る •へき 鎏的 疾病と 平 
行して民衆の肉體的健康の恐るべき害毒がどんどん大きくなつたといふことである0 
そこで 徽瑤は 到る 處に供 が 0 •肺病 患者は 國內の あらゆる 地方に 蔓延した。 

然し$ 時の ドィッ 政府は 特に 徽毒 S する 限り 拱手 傍觀の 態度を とつた。 

己の 病 S 原因は 第一 is 用 y あつた。 5 Q 生活 QH ダ f 化と 性本能の 鑫 化は • • 
神 的に も 肉 B 的 に も 破滅 的盔詈 袭 し-次 q 時代を 檐？？ •へ 毒 年 备落 S いた。 
結婚が あ？ に 深く 金錢と 結びつけられて しまつた 騖は 血液 q : s を 招来した。 なぜな 
どこ Q 百貨店で も. 1ダャ人の女店遏は「«下」の落し胤を生むに迪當である位にしか考へら *1 
て. ゐなか つたからで ある。 

0 の 結果は つねに 完全な 堕落で ある (中略) 
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0 の 結果は つねに 完全な 堕落で ある (中略) 



結婚は それ 自身が 目的で あると 考へ てはいけ ない。 何故 なれば 結婚には 民族の 增殖と 維持と 
いふ 大きな 目的が あり •之が 結婚の 唯一の 意義で ある。 

結婚は§と徽毒に對する和爭の第ー段除たる意味で*捧給の引上げを行ふことにょつて現 
在ょ 0も若い年齡でも 〇 と簡阜に行ひぅるやぅにせねば方らぬ。 

今日 ドイツ 社 # 生活の 全醴 は、 性的 觀 念と 性的 刺戟の 湛 床と なつて ゐる » 害 や S 場の プ a ダ 
ラム •商店の 装飾 や ボス タ ー •栽 判 所から 漏れ 出た 速記 錄 •これらす ベて は靑 年に とつて 有毒 
な«であり、其結果は我々の子孫の間に徽毒を傳染させる足場となつてゐる。蚵の娼嫦を油じ 
て結»の鉗嫌を與へられた多歎の靑年が*肉體的には健褰が俊され、供神的には破«に頻して 
ゐ るのを 見る ことは 恐るべき ことでは ないか。 (云々) 

樹 •ドイツでは 見合 結婚と いふ 事は絕 對に しないで •大抵 戀愛 なしには 結婚は しない ことに 
なつてゐる。«つて肚交機關たるダンスにょつて此戀愛が媒介される事になる> 

9 

ドイツの 鎗螬奇 《 俗 




ド 4 ッの 多くの 地方では-結 格の 舉式に 際し 僧侶が 夫婦の 手を 組合せる とき， ^ ^ は爭 つて 
上の 手の 位置を とらぅ とします 0 

同時に花嫌の方も同じやぅなことを轼み*兹に男女のニ人の手の夔なる爭ひが起りますが， 
結局 それは 僧侶が 男の 手を 上に 埴か せる ことにょ つて 目出度^, の 落着と なる： 

夫 擦は 和合すべき ものであるが •同時に 相爭ふ もので あり 爭ひに ょって 又 和合が 愈々 固めら 
れる ものである ことを 之ら の 結婚 奇習 浴は 有力に 物語つ てゐ るので ある 

I 母親 學 .校 

ナチ ス政府が最もカを入れてゐる此母親學校の成綾杧ょつて*世界各 
黼を 投げ かけた 事は 女性に とつて 大 なる 牧禳で ある® 

此母 親 * 校は 四つの 場合に 於て 母親 畢校 たり 得る ので ある 0 卽 ち 
一、 各 都市に ある ムツ. タ—シ ユレン 

ニ、 移動 的 母親 學校 



〇 



ニ’移 1|! « 9羲學校 



一一 r ムッ タ 1 ハイムに 於け る 母親 敎宵 
四 •ハィメ デヤ丨 M • S *ゾ 

そしてドィッ阈內の都命伞田舍の庹別なく母となろべき娘さん逮を牧容してゐる0 
男#女卑とか女尊男卑とか云つて、男女の檬現を爭ってゐる場合でない0ヒットラーはそ0 
著 「我が 鬪爭 J に 於て かぅ 云って ゐ る。 

推理 m 9 モカ II 對スル 憧レ 一一 影響 サレ ル 女ガ 
弱 イ男ヲ 支配 スル ヨリ モ寧 n 强ィ 男-一 叩 從 スル コト ヲ 好ムヤ ゥ* 

まことに 女の 心理を 的確に 握り • ;► - を 道破して ゐる 。之は 女性 計りで なく ^ 性 も 亦 かやぅな 
心 裡に 支 * されて 行く ものである 。ヒット ラ ーは乂 日く 
大衆 ハ 歎願 者 ョリモ 指撑 者ヲ愛 スル モノ デ アル 

大衆 ハ 開放 的ナ自 A ヲ與 ヘラ レ ル ョ リモ寧 a 敵 ヲ許サ ナィ敎 莪ヲ ff プモ ノ デ アル 
何故 ナレバ 彼等 ハ 自由 ヲイ 力 _1 使 フヵ ヲ殆ド 知 ラナ ィノ デ 自由 ヲ與 ヘラ レ ル トス グ一 一見 棄 
テラレタヤゥナ不安ヲ感ジルヵラデアル 
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統串者；0してのヒツトラーは斯炫に大衆の心裡を自由にするに斯樣な替句を吐いてゐる。逛 
し 世界の 偉人 大 英雄なら ではと 額 かしめ ろ ものが ある。 

この調 -1- で男でも女でも大人でもコドモでも艰ては獨逸全餺を |1 に進んで佛3を，やがてィ 
ギリスを •然して 全歐洲 に 君臨す るので あらぅ 

薄 話 休 題 

さて ドィツの 母親 祺校に 就て は 小川 昇 氏が 
—— 感心した 母の學 校敎師 養成 所 —— 

と 題す る魴人 黴 報 九月猇 に 机 联の ；稿を紐介んて見ょぅ0 

ペル リンに 滯在中 ft* な 施設を fi て步い たが •婦人に 齔 する もので ー赉 印象に 羧つ たのは ベ 
ル リンに ある 母の 槊 校の 敎師 養成 所で ある。 

母の學 校は 人口 艽萬以上の都#には必ず思かれ，今では其數が三百にのぼつてゐるが，之は 
ドィツの 愛 W 婦人 會とで もい つてょ い 3民社舍婦人 '0 事業のー 0 である。 

母の 事 校の 先生は 全 S で： -. 千 人 以上 あるが •尙質 のょ い 敎師を 袖 充 して 行く 爲に 各地で 一通 
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母の 學 校の 先生は 全 W で： -. 千 人 以上 あるが •尙質 のよ い 敎師 を 袖 充して 行く 爲に 各地で 一通 



办敎育を受けた人の中からニ十五歲以上の希望者を集め*ニ遇間づ、敎師としての訓練指導 

をす る ことにな つて ゐ る。 

定負はニ十五人で1週間三十時間の敎育が行はれてゐる。大規樓ではないが其拉備の立派な 

こと.耍領を得た指導振りは視察に來る人々を驚嘆させずにはおかない0 

llt tin に 修業す る踩 目は 第 I 育兒* これは 子供の 生れる 前の 注意から 育て 上る までを 細かく 實 

際 的に 敎 へる。 裔や 食物は 勿論 •遊び場 所 や 玩具の 薄 定法まで が 加 へられて ゐる 0 

次に 裁縫. 調理* 洗灌 •播除 等 S 事 一切 •これは 裒的 合理的と いふ 〇 とが 志に なつて 

ゐるが •だからと 云つ て 窮屈な 感じ. は 與 へない。 簡 m で 小 ざつ ばりと した 生活の 中に •いつ 

も 一種の ゆと®' や 美が ある . 0 例へ ば 到る 處 花を 有効に 使つ てゐた ) このほか 阈民轾 濟の 課目 

もある。それは母の學校は，た ^ 家持上手の婦人を作るだけでなく*家庭生活と《家との麻 

絡をはつきり知らせる機關であるといふ事を證據だて.，ゐる> 

此 母親 學校は ベル， ンのほ かに ドィッ 各地の 都 # にあつ て •一九 三 六 年には 百 五十 校と な P 
現在では實に四百三十を數へるが*ヴエディ.\グにある學校を模範としてゐる。そして-^=^无 
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の話のやぅに母親學校の敎師たちせ交代に本部に集つて*ニ週間の共同硏究に從事し相互に备 
種改善の報吿*今後の活動材料の ]«[ 集などを行 1> ,風土、人情，經濟的事情にょつて異つた佃 
佃別*な努カを1般的な大方針と絕ぇず調和させるやぅにしてゐるのである。 

此ヴエ ディン ダの 母親 學校に 有名な 千古 不 K のヒ トラ ー が 母への 金言 

右の 一句が 揭 げられ て ある。 . - ‘ー 
この 母親 學校は ドィツでは. 「母の 學 校」 と 名 付ら れて 居る が， «へる科目は花嫁舉校と大« «4 
同じ もので、 • 一 
子供の 镁け方 
家事の 處理 
‘ !■• 育 兒 
• 4 . 食 * 

0 生. ハ 



•料 、理 
敎宵講 座 
玩具 典 造 

等が 重要視され •敎育 講座では n ドモの 心理 事が 大部分を 占めて 居て I ㈣ 故に 悲しむ かー 
何故に 泣く か 等に 就いて 例證し 統計を 取り •凡ての 角度から 硏究 する し •玩具の 製造では n ド 
モが自ら製造するやぅに簡易な材料杧ょつて考案せしめる。 

花鲅學 校は 女子と して 訓練され るに 反し •此學 校では 母親と しての 完成が 目的で あるから • 
力の 人れ 方が 違つ て 居る。 

寮生にしても家庭の主婦であるから扣氣構へも異り*ょりょき家庭の押任荠と云ふ立場の自 
凴から 何事に も 一生懸命で ある。 

又 移動 的 母親 學校は •田 舍の 山間 や 農村へ 行つ て パルタィ ハウス (黨 の 家 >を 校舍 として 學 
校が 初められ， 

文化 映* 
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幻 想 

等にょつて說明されるが.此學校を開催する回數は黨の支部で決定して本部の指令を受ける 
段 取に なつて ゐ る。 

かくして 母親 修業の 期間が 終へ ると •現在の 幸！ |£と改善して行く將來の家庭への望みを_ー 
ばいに 抱いて 歸つて 行く 堅* な 母親が •ドィッ W 家の 爲に カー ぱいで 自らの 家庭を 立 碑な もの 
にして行けば行く程ドィッ阈家は强大に富有に擴がり深められて進んで行くのでぁる。 

• • 

一 ナチ ス國 家の 要求す る 母親 

その 精神！ 

ナチ ス两家は卽ちヒトラーそ0人の心の表現であるから*同氏が理想のま1にある母は卽ナ 
チ ス 5家が耍求する母である0ヒットラーは » 家の支柱たるべき婦人を母として要求して转 
るので ある。 

云 ひ換 ふれば 母が 娘 時代から 母になる 迄の ナチ ス主義 にょつ て敎養 JR W された 其 精神を 以て 
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云 ひ換 ふれば 母が 娘 時代から 母になる 迄の ナチ ス主袭 によつ て敎養 薄 W された 其 精神を 以て 



家庭を造つて共すべてを5家の犧牲とする I 之れ が ヒトラ 10 母への 願望で ある C 
だから 今次 歐洲 大戰爭 に戰 場に 決死 的 働きを なしっ V ある 夫 や 我 子を 戰爭 によって 失 ふた か 
ら とて •妻は 母は 決して 愚痴を こぼし •或は 未練の 淚は 流さない。 ?? 寧ろ 自分の 夫が •我が 子 
がナチス國家の爲に犧牲となつた事を本懷と心得*最髙の賫任を架した事を有んでゐる。 

あの 危險 な獨 機の 急降下 爆擊の 放れ 業を 仕遂げっ V B ンドン 攻 華を 繰返して ゐる のは •何， 1 
も 十六 七歲 から 二十 歲 迄の •トィ ッ靑 年で あるが •その 母は 我 子の 此出 動に 際して 
あ-神よ . 

我 子に よって 其 攻擊の 効果のより 
深大 ならん 事を 護り 給へ 

私 やぅに 祈る との 事で ある。 然も 偶々 命を 捨て-. も 若き 荒 鷲の 母は 決して 泣かない の だ *； y 
女丈夫の 覺悟と 心裡 とは 日本の 母と 共通して ゐる 3 彼は . 

ナチ ス 主義 S 家の 爲に 

われは 
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天皇 陛 T の 神 爲に 
日本 帝國の 爲に 

而して 

ー家ー門の名春の爲に 

ヒトラ ー は嘗つ て 日本の 「白 虎联 J の壯烈なる最後と其母親逮が我子を勘ました « 例を叫い 
•て 非常に 感じ 人つ たとの 事で ぁるが •彼と 我との 母親 同士は 斯様な 場合 一脈相通ずる 贵い稱 n 
心のぁる事に讀者は頷づかる1事でぁらぅ。 

ナチ K は _| そしてヒトラーは此阈家的犧牲心を母亿要求してゐる。 

次に肉«的方面では家庭の主婦として先づコドモを產む事でぁる。それは1人ょりもニ人* 
二人ょりも 三人 否 七 人 八 人の子を 産んでも 其 健康は 依然として 變らぬ 艚質の 持主で •其 上に 一 
家の勞作をも苦にせず堪ぇず丈夫で健康で生身とした茁氣に滿ちてゐる琪でぁる。 

この拥格は8家が彼等を訓練する爲に女子に就ては特別の骶育的考庙を拂つて鍛へ上げて居 
るので*ド4ッに生れた女子は皆この道程を經て母に到達して «- る。 
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るので*ド4ッに生れた女子は皆この道程を經て母に到達して坊る。 



ナチ K « 家は •右の やぅな 心身 共に 剛健な 然も それが 梓縝 性を 有する ものを 望んで ゐ る) そ 
して それが S 家 不滅の 榮光の 爲に戰 ひ 核け て 行く 事を 欲して 斯く 訓練して 居る ので ある。 

I 母親を 保護す る 施設と 法律 

ムツ タ 1 ハイム 

家庭の 爲 コ ドモ の爲ひ いては 碑 家の 爲に 母は 常に 元氣で あらねば ならぬ-'. しかし 何時も 張り 
つめて 家庭の 事に 當り職 業に 從 事し 加へ て 育 兒の爲 に 心身を 勞 して ゐる 母は 疲れ 勝ちで ある。 
こ の疲勞 に 休養と 慰安と を與 へ元氣 ょく 明 R の 活 秕 をな さしめ る爲 に， 政府では 母の 休養 場 
を 設けて ゐ る® 

こ、 へ來た 母は 其 幾 日かは全然家庭と離れることが出來*且つ充分に休むことが出來るやぅ 
に 施設され てゐ る〕 

スボ —ッの 好きな 人は— 

講演を 聞きたい 人は 
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音樂 # が 問 かれる —— . . 

映*# が 催される I 

みな 各自の 好む 處に行 つて®^ をと る やぅに なつて ゐ る* 

斯ぅして ムッ ター ハイム や， 各種 母親 31 : 校に 母が 集った 後の 家庭で •人手の ない 時には ァル 
バート •リン スト (勞 撤奉仕女)にょって留守居ができて母親が躱る迄何ーっ遺5|のた.いやぅ 
に 守られ •且 處理 されて 行く から 母親は 安心して 心行く迄 靜養が 出来 •潑 潮た る 心身に なって 
歸 つて 來 る。 そして •此 ムッ ター ハイムは 大抵 景色の 佳い 場所を 選んで あるから . 0 然の翦 み 
を 心 ゆく 迄 受ける こと も 出来る。 

この 期間は 三 遇 間 程 だが* 母親は 見 違 ひる 程 元氣を 恢復して ゐ る。 

この 施設は 到る 處 1 C あつて* 母親に 慰安と 休養と を與 へる は 勿論で あるが •之を 通して 各ガ 
面から或は色々の辟級にある母が集るところからお互に色々な問題を研究され*或は知識の交 
換 となって 家庭が 向上して 行く。 この 一っ一っの 家庭が 向上して 行けば S 家が 發展 して ••トイ 
ッ民 埃の 大 なる 進展の 基礎と なる ので ある • 
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，民 埃の 大 なる 進展の 基礎と なる ので ある • 



母を護る法律 

ドイツ 政府では 母 や 婦人に 關 して 色々 な 法律を 公布して 之を 保 謎して 居る。 例へ ば 
1 •煉瓦 製造 ヤ精巧 製陶業 ナドデ 女子 ノ勞働 ハ 著 シク 制限 サレ テイル 
. 重荷 ヲ檐グ 場合 ハ 最高 限度 ガ 規定 サレ テア ル 

, 石綿 工場-一 従事 スル 婦人 ハ 一定 時ヲ オイ テ » 師ノ 診斷ヲ 受ケサ セル 
1 、 漁 播 - I 於 テ ハ 婦人 健康 ヲノ害 スル 惧 アル 作業 _1 ハ 從事ナ セス 
. 姙婦 _ー 對シテ ハ 特別 ノ保護 規定 ガアル 

1 •職場 ノ振當 ノ考慮 
2 •勞 働負檐 ノ輕滅 

3 •出産 前 適當ノ 時期 11 休暇 ヲ與へ ル • 

4 •職業 不能 期間 ト雖 モ經濟 的保證 ヲ與 ヘル 
, 婦人 就業 狀熊ガ 苛酷 ナラ ヌ爲監 視員ガ 巡視 スル 
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. 公 正貨 金ノ督 促 . 

其 他 政府は 特別の 省を 設けて n ドモと 母親の 保護を してゐ るが •例へ ば n ドモ を誅掮 などし 
た 者には* に 被 罰に 處す るから 斯ぅ 云 ふ 悪い 人間は 減少す る。 . 

又 病氣の 母親 保誣に 對 しては •到れ 0盡 せ 0 の 方法が 講ぜられ •無料で 阈立 病院に 人院 せし 
め* 滋養分を 與 へて 充分 看護を する し •若し 此母が 職 龙を 持つ て 居る 人 なれば •其 全快 迄の 月 
給は 支給され る。 . 

一 

又 職業婦人た る 母親が 出産の 場合は 其 前後に 休養 期間を 與へ るは 勿論 • コ ドモが 出 米て 職場 102 
K つけなく とも 月給は 支拂 はれて •其 生活に 其 n ドモの 保育に 差 支ない 方法が 諫ぜ られる 0 一 
日本の 母子 保護 法は 母と コドモとの佃人を保護するが*ドィッの法律はドィッ民族の强大の爲 
に — その 爲で あつて 何も彼も 
國家の 爲に 

ッ民族 の爲に 
色々 と 考慮され てゐ る。 



色々 と考 嫌され てゐ る。 



然し 母親 達は 此 法律を 受けな くと も 立派に 行ける やぅに 努力して ゐるが •之には 
;« •健康な' る 母親には 健全な n ドモが 生れる 

之をモツトとして，健康に氣を使ふことは被に用责周到たもので.殊に日*の食物の料押な 

どは母が备»を絞り、手練の料理が貧膳に上る。 

0本の母子保 -3 法(|和計-ー|_ -! !^5) 

第 一條 十三 歲 以下 ノ 子ヲ擁 X ル 母 貧困 ノ爲 生活 スル コト 能. ハ ズ又ハ 其ノ子 ヲ養育 スル コト 能 
ハザル時ハ本法ユョリ之ヲ扶助ス 

但シ ，母 _ 一 配偶者 & 出ヲ ナサ ザル モ妻上 娇娴關 係 ハ 同様 ノ茁情 H T ル モノ ヲ含 ム以 
下 同ジ) T ル 場合 ハ此 限リ _1 在ラズ 

母* * 偶者ァル場合ト雎モ其ノ者ガ左ノ各項ノーー_該當'ル時ハ昉項ノ規定ノ適用ニ 
ツィ テ < 母 ハ 配偶者 ナキモ ノト 見做 ス 

-: 精神又ハ身雔ノ障害-一因”勞働ヲ行フコト能ハザル時 
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1 r 行方不明 ナル トキ 
三 •法令-- 因リ 拘禁 セラ レ タル 時 
四 •母子 ヲ遺棄 シタルト キ 

第二 條本條 ノ薄 用-- ツイ テ 《十三 歲 以下 ノ孫 ヲ擁 スル！ ^母ー-シテ命令ノ定ムルモノハ十 = 歲， 
以下 ノ子ヲ 操 スル 母ト 見镦シ 其 ノ孫ハ 共ノ子 ト兑做 ス 
第三 條第 一條 ノ規定 _ 一依* 扶助 ヲ受ク ベ キ場 合ト 雎モ 母ガ 性行 其他ノ 事由 S リ子ヲ 養育 スー 
ル-- •適 セ ザル トキ ハ 之ヲ 扶助 セズ ， . 104 
第 四條 第一 條ノ 規定-一依 リ 扶助 ヲ受ク べキ場 合ト K モ母ノ 扶養* 務者及 其子ノ 扶養義務 者 共 一 
S 扶養 ヲナス n トヲ得 ル トキ ハ 之ヲ 扶助 セ ズ 
伹シ急 迫ノ 事情 了 ル トキ ハ此 R ニ 在ラズ . 

第 五條 扶助 <母ノ 市町村 長 之 ヲ行フ 
第 六條 扶助 ノ種類 ハ 
生活扶助 




養育 扶助 , 

生業 扶助 
•及»汝トス 

_ ハ母ノ 生活 及 子 ノ養 育-一 必® ナル 极度- 一 於 テ 之 ヲ行フ 
(必耍 ナキ隹 項 ハ 省略 ス) 

第十條 扶助 ヲ受 クル 母 左-一 揭グル 事由 ノ 一-一 該當 スル トキ ハ 市町村 長 ハ 扶助 ヲ爲サ ザル 
ヲ fj 

一 •本 法 二 基 キテ發 スル 命令 ノ 規定 一一 從ハ ザル トキ 
1 . 故ナク 扶助-一 關 スル 調査 ヲ拒 £ タル トキ 
三 •第 七條ノ 規定-一依 ル 市町村 長ノ 注意- 1 從ハ •サル トキ 

毋子保 腰法篇 行 令 

第 1 條 I 三條迄 省略 
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第 四條前 項 略 

扶助 ノ菝 止* 停止 又 ハ變史 ノ 場合 ニ 於ナ 扶助 ヲ受 クル 母 已ムヲ 得 ザル 琪山- 一因 リ 前 渡 
シタル金錢乂<物品ヲ费消シ乂ハ喪失シ且返通ノ資カナキトキハ之ヲ返 13 セシメザル 
コト ヲ得 

第 五條 生業 扶助 ハ母ノ 生業 二 必要 ナル 資金 器具 資料 ノ铪與 若ク ハ贷與 ヲナシ X ハ 生龙 = 必迎 
ナル 技能 ヲ授 クル コト-一 於 テ 之 ヲ行フ 

第 十 一條 埋葬 ノ爲 支出 スル費用ノ限度ハ十咄以内ーー於テ地方長官之ヲ定ム 
此條は 十四 條ま であり 外に 

母子— 法 施行規則 (II 奸為鞋 月 四 四 g) C 
右 十 一條に ょり 施行 方法の 詳細が 規定され 母子を 保 ■する ことにな つて ゐる 0 . パ 

I 母と なつてから の ドィツ 婦人 

# リつ めた 生活 、 



ドィク嫦人は元來ヶチだと云はれてゐます。然し之はドィッ嫦人の全«が經濟的觀念に强い. 
箝據 なので ある。 

皁い 話が 日常の 買物に しても 決して 獼づて来る #| 用き、 |€ は命じないで.朝杧なると電車や 

バスを 利用して 手提麄 を さげて 市場へ 出かけて 行く。 そして 毎朝の 瓣 M tt 出る 食料品の 値段表 

忙 ょつ てー錢 でも 安い 店へ 00 押 かける と 云 ふ 始末で あり、 其 品物の 買 方 も 品質を 吟味し* 

目方ものなれば1匁でも違はないやぅに自分で目盛に：汗意すると云ふ有樣である0 

又月初めに，ーヶ月の經濟の豫算を立て1 » くが*此豫算中のー割は最初から貯金して置く 

が. 買物 Q 上 sf 5 た 容：も 月末 y なつ と 貯金 入れ る と 5 風で あ 
る 0 

又 お 料理は 母になる 迄の 閬 杧學理と資際とを充分に習ひ覺ぇてあるから*ー«專門店の料理 
譁と同じ || 肋を持つて居 * ので-每日 ^ 食 41 に上る品々も * 生的に且滋養的に料理され-主人 
や！家隹の好むやぅに味付して列べ % ，4云ふ$である？ 

かやぅ に 考か 母が 料理 師 のやぅな手腌の持主であるから*外へ出て食べても家の方が却つて 
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ウヤィのだから炱事の時を樂しみ1家國樂となるのはィ、習慣ではある0 

日本の家庭のやぅに料理の心得の不充分 &. 赛君が、ヵ**9丨も滋養も値段も一向お構ひなく 
行き當 り ばつた りで*其日々々を胡麻化す料理とは違つて*ドィツの主擦の料理は月始めに毎 
週の料理表が作製してあつて、滋養成分の鹽梅や蘀類の配分が ^ てあるから片寄つた食物を食 
•へな くと もい、 事に なつて、 無 & がない。 

又家に女中が居ても日常の買物は妻君が出かけて之を女中に渡して料理をざせると云ふ式で 
女中は女中で料理1式を研究する爲にー生«命に勉_して，奥樣の弑驗に合格するやぅに努め 
ると云ふ有樣である 0' 

此黏は 日本の 主鐮 •特に 花嫁 時代の 赛君が 大に取 つても のて 畢ぶ べき 事で あらぅ- 
それ か あらぬ か 世界 _ 人の 中で 「世 括 女房 J としての 理想の 女は rp ィツ* kj と 云は れてゐ 
る。 斯樣， に ドィ，の鑰人は經濟に目覺め*1家の家政を無肽なしにや 0 て行く事に硏究し苦心 
L て 罟 る C 
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母の 働 金ぶ 9 

- . 

F ィツの 家庭の 主鐮は 、働き やで ある 朝から 明まで 寸分の K がない 程 心と 身體 とを 使 ふ • 
そして 其 C 時間 的 親 念が 正確で あるから • 09. へば訪問時間以外に主«を霉ねて行っても遇へ 
ない 事になる。 

日本人の 家庭の やうに 日皤 日の 休日に 一家 揃って 外出し ょうと 云 ふ 矢先* 訪間 されても 外出 
を 差 控へて 午前中 も 話込む と 云 ふやうな 事は ない。 又 偶々 の 日曜日に 訪づれ る 人 もない ので あ 
る。 

此點に っいて 筆者が ドィツ 婦人に 就いて 感心した 事實を 話さう。 

それは 此の 本を 書く 爲に獨 逸 大使館を 訪問した 時の 事で ある。 

筆者が會見を申込んだ嬢は，女子靑年國の指琪者としてド4ツでの樞耍な位置に居る人で* 
B 本 駐在を 命ぜられて ゐる 方で ある。 

通譯の表氏から取次いで貫ふと*只今執務中だとの事である。で森氏に就いて色々話を承0 
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て ゐる閜 に 三回 迄 餌いて * つたが 矢¥ 手が 放せぬ との 事で ある • 

かぅ して ニ 時間を 過して 待つ てゐた が 到 ^: 會へ ない。 此時森 氏は 

「ドィツの人は時藺的に什事をしてゐますから*訪問時 |»1 以外の飛入りはお氣の毒ですが會 

へ *- せんょ」 

筆者は感心して後日の會見日時を約束して引上げたが、かぅ云ふ風にドィツの婦人が殊に時 

間を联守するのはい、事である。之は眞にィ、習惯である。 

日本は 昔から 「日本時間 」と云 0 て午前十時を必娈とすれば少くとも午前九1^合と云ふ振 
出しをしておいて十時頃にボツ9<と«を見せ*愈々開會するのが十1時少し躬つた1!であ 
る。此1人ー人の時間の空費は僅かなものであるが*十人のニ十人の空費時間を總計すれぱ眞 
に覺醒しなければならない事である。然し此頃の日本の嬸人の禽合には約束時問が嚴守されて 
氣样ち がい -0之れは婦人から男子をして之に慣はしむるやぅしたいものである。 

さて •ドィツの 家庭の 母は 寸分の 嫌の ない 程ょ く 働く が* 用事が 終れば 何も彼も 忘れて しま 
つ て 遊ぶ。 つま 0 
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ょく 働いて ょく 遊ぶ 、 

次に 子女の 家庭教育の 狀况は 、ナチ ス 政府が 國家の 基磋 は先づ 家庭に あるとの 强調か ら出發 
して •その S 家の® 泉と なるべき 家庭 敎育は 非常の 考慮が 拂はれ て 居る。 

第一 子女は 闻家の 大切な 一人一人で あるから 之を 健康に 育てね ぱなら ぬから 術 生に 注意し， 
父 も 母 も 全家 埃が ス コヤヵである事に努カする。结つてコド#の室の通風採光等に到る迄細心 
の 加減と 注意と が 拂は れてゐ る。 

日本のやぅに知育敎育に偏重して居る結果*小畢校の生徒に苛酷な學科の復習をやらす爲に 
無理に 机に 向は せて 本を 讀ませ 算術の 豫齊を やらすな どの 事は 決して やらない。 

ドィッの母親は*皆一人前以上の，母親であるから*子女の敎育には敎師としても充分の腕的 
を 持つ てゐ るから* 學科の 質問に でも 滿 足の 出来る 解答を してやる。 云は ば 之れ 位の 質問に 答 
への出來ないやぅな線人は母とならないので*兎に角親類や兄弟や兩親が勸めるから不足勝な 
娘が 結婚して 母と なるやぅな 事は ない の だから 安心な ものである。 

かぅ 云 ふ點に 於て は •日本の 女子敎 育も大に考へねばならぬと思ふ。 
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佝と云つても岽庭轚育の中心は母にある。母の賢*良否は子女に直に反影して之が習ひ性と 
なつて •折角の 天才 兒も 平凡に 終る 事になる) 

三ッ兒 の 僻は 百まで. 

こ の 言葉は 家庭教育の 眞 »を 言 ひ 表した 言葉で ある。 心すべき 哉で ある。 

鴒 康 典 

ひと ゥ母ば かりで なく ドィッの 婦人は， お 化粧に ょる 美裝 美貌を 棑 して te 迄 生地の ま V の 自 
想 美に 對 して 努力す る。 

f の 知人で 獨逸 通の 人の 話に ょると の 鏡臺の 前には 化粧道具が 無い。 時た まあれば 
香 ひのしない 化粧水 くら ひの もの だ。 

日本は若い母の鏡臺ばかりでない四十も五十もの年をとつて十七八歲の娘を持った母の鏡臺 
t 見れば 

紅 
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お 白粉 
化粧 刷毛 

タ 9 1 ム 

髮の 道具 一式 

まるで 小さい^ 一屋の 陳列楣 ほど 色々 な ものが 列んで 居る* 

そして 一時間 以上 も か X つ て. gTT し 初めてべ タ< と 白壁の やぅな 化粧を して 其の上 ヶバヶ 
X しい 年より 十 年 も 若い 着物 や帶 をして 出かける のは 餘り見 ともよくない 事 だ。 

此费用 だけで も 中流の 家庭では 恐らく 月に 拾 回は か、 ると 云 ふ もの* 况んや 之を 商 買の やぅ 
1 C して ゐる 上流 婦人 達が、 金錢と 時間を 空費す る 事は * に 黟だ しい ものが ある。 之は 此 際 * S 
した. いもので ある。 子女 教育の 爲に将 又 家庭 經濟 の爲に 進んで は 健康美の 輝きの 爲に I 
ドィッの 母は 運動に よっ. て 精神的* 慰安に よって 食物に よっ て 自己の 持っ 自然美の 發輝 に努 
め •健 庚 美を 磨き上げて ゐる 。だから •生地の ま、 0美に艷々と«色は輝き肉體美は臺滿であ 
る。 ， 
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ドィッ婦人だつて百人が百人迄太つた人ぱかりではなく、勿論瘠せぎずな艚質の人もあるが 
_れも加エ的人エ的の美を嫌ひ*自然美健康美に憧れを昆せる事にカめてゐるのだ0大に學ぷ 
ベ t 事では ないか U 

毋 tt s 

燒野の 雉子 夜の 鶴 子を 思 ふ 親心で ある。 山は 埔けて も 山岛は 卵を 温めて 逃げない。 子 狼を 狩 
られた 親 壊は 垂 した 我 子の 屍を 诅めに 來 る。 之れ らは 之れ 禽欲の 母性愛で ある 0 
萬 物の 靈長 たる 人間の 母性愛は 盲目的で あつて はならない ので ある。 

ドィツの 兒宜 研究家と して 知られた ヒルデ ガルト， へツブ ァ は 「母性 爱 J なる 著を 出して ゐ 
るが* 此の 著は 髙尾 « 作氏にょつて « 譯され*刀江寄院から發行されて居るが.其中に3性 
愛 型 J が 書きつ r られて あるから •之を 參考に して*. ツの 母親の 母性愛を 探らぅ。 

子供は たぐ 生れた だけでは 本當に 心身の 健全なる 8 育を 期待し 得ない、 それには どぅしても 
秩序 ある 母性の 愛育が 必要で ある。 同時に 1國の女性が本當に幸酺な健胄な》民生沾を營む 
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ためには 是非 

子供の 母親 たれ 
それ故に こそ 

婦人ょ 家庭へ 通れ 

とい ふ 現代 ナチ スの_策宣傳として見ても亦この寄の內容はまことに示唆に甯んでゐる* 

§ 篇 K 

母親の母性的態度はど0母親も同1である_はなぃ。銘々の表霣.生活の運命，敎養の程 
度_世界親などに從つて、痹其他多くの見知からして假令どのやぅに相逆してゐても母性 
的 態度は それから 生じて くる 母性 的 舉動の次に述べんとする四つの基本形態に別れる。 

. 秩序 型 母性 

こ の 型の 母性は 一 P に 云 ふと r 良き お母さん j である I そして 自分の 心に 落着が あつて 宍 
庭 的に t ょく 調和し 圆滿 である* その 生活には 毅然た る it もつ て 立つ， j とが 出来る。 
そしてどの子供にし對ても偏頗*ところがなく、夫に » して4不滿を感ぜしめるやぅな事 
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なく •結譖 生活 も 幸® である • n ド モに は爱 情深く •子供は 自分 嘛手に 扱 ふ もので なく委 
ねられた共同の財と見*之れに對して責任を感ずる。そして子供達の個性に立ち入つて世 
話をしながらも甘やかしたり类弱にしたりすることなく*又敎育間題に對する彼女等の態 
度を 見る と •個人主義 的な ところが なく •客 觀 的な 諸 規範を 守り 舊來 の敎 育傳統 を 尊重し 
然も 之 等に 對 して 批判的で ある •而 し て 一定の 情 神 的 機轉と 理性 力と を 前提と しては ゐる 
が •然し それは 決して 所謂 ィン テ ？曆に屬してゐると云ふ事を前提とする意味ではない。 
別に何の敎養もないけれど*自然にさぅした秩序型の母親として理智が»くのである。 

H 、 無秩序 型 母性 三、 精神 固定 型 母性 四 •衝動 型 母性 (說明 略) 

以上の 塑態に ょつ て產み 出される 母性愛が _ の 人間の 母性愛で あり •ドィツの 理想的 國家 
1: 造る コド モの敎 育 者 母で あると して 居る。 私達の 周圍に も 此の 母性愛を はき 遂 へた 爲 •成人 
した息子の爲に不用扱ひにされて泣き悲んで居る母を見ることがある。 

心すべき 事で ある 0 




、 生活麴化 

ドィッ 0. 花嫁畢校の科目中にこの生活美化と云ふ1科目が見出される。 

然し 此美 化は 虚榮美 や虚饰 美の ことを 云 ふので なくて、 所謂 美學 から 見る 審美 觀賞の 事で あ 
る。例へば住宅內にある机本箱等の家具に到る迄，政府に於て其規格を美の要素から #|! 出して 
その 色 •形 や 寸法， までを 規定して 居る。 それは 何れ .% 質資 W 健な 感じを 持ち •且索 朴な 農村 的 
生活 感情に 滿ち てゐ るが •之を 農村 向と して 造つ たのでは なく， ドィッ 國の 都 # や § への 區 
利が なく 民 住宅への 家具で あるが 調和 美が 備って ゐ る。 

日本の 上流 家庭の 應接 間にある 机 や戶楣 などは. 實に 千金鸹 金を 費した やぅな 金銀 づくめ や 
さなく ば 一物 千金を 出さねば 得られない やぅな ものを 置いて 以て 誇りと して 居る のと 較べて • 
全く 奇異の 感が する が •日本の 家庭は それだけ 餘裕が ありと 云へ ば それ迄 だが •ド ィッ .では 其 
他 生活 上の すべてに 就て 美化を す、 めて 政府に 於て 之を 敎へ 一定して ゐ る。 

玄 關に 睽く 一輪の 花 も 主 擦が 裏の 畑で 作つ た 草花であった 0 •.窒 內を 整理して 見る から キチ 




y と L た 整頓 美を； n ? せた 0 する處 は •高價 f ので 飾りつ くした 宙 ょりも キリ 9 とした 美感を 
與 へる ものである。 

日 f 卓の 上で も 煮炊きした 鍋の 值で 箸を 入れて 摘み 出して は 同じ もの. でも マゾ イ感 じがす 
る0之を皿に入れて形ょ<切つて並べるとか*同じ蹙上るにしても雜然としないで美的に描ひ 
上げて 出せば 如何にも ゥ ►さう に 見える ものである。 

同じ 食物で もゥ マイと 感じて 食す るのと、 之は マプ 4 と 思 ひながら 食す るのと は大變 な 差 速 
で •其 精神的 作用が 消化 や 滋養の 上に も 大きい 影響の ある 事は 色々 な 例で 立 a されて ゐ る。 卽 
ち 形が 整 ふと 云 ふ 事は 生活 上の 萬 事离 端に 心すべき 事で あらう* 

日本では 今 •生活 改善 問埋が 叫ばれて 居る が •ドイッの やう 家具の 形 や 寸法 迄 規定して 之を 政 
府の規格として_民が1定するところ迄進んでゐない。故に我等の衣服にしても 
1、ふだん着の和取と洋驪 

夏着、 合着 •冬着 •ォ —バ ー、 羽 雄 •インバネス 
2 •外出 用の 洋服と 和服 
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M 同様の 用意が 必蛋 
3、 儀式用の 洋服と 和服 
的 同 株の 用意が 必娈 

着 «0 でさぇも舫記のやぅに三樣が必要でぁ0、それに足袋や靴下や手袋と^つたやぅに如何 
1 C も 不經濟 な 着物で ぁる。 

最近 阈民 服の 制定が 問題に なつて 居て 愈々 之が* 現を みたのは * しい •此 服装の 一定に ょつ 
て 生活 改善の 大半は 其 目的が 達せられる た « ふ。其他のものも萬事簡單化して之に典 » な美化 
を すれば いぐと 思 ふ* 
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結婚と 母性とは •女と 
しての般高の生活ではぁ 
ります が、 戰爭 はた r 女 
を 單 なる 母と して 家庭に 
のみ生きることを許しま 
せん。 • . 

女性は 母た ると 同時に 
H 家に とつても 亦 一人の 

_ 民と して この 非常時には •その 手を 要求され ます。 然し 乍ら 女性と しての 力を 嫌 業に さ、 げ 
る彼女等も*母と同じく國を荷ひ民族を形づくるー員なのでぁります。高度文明_杧於いては 
機械が 多くの 人手に 代りました けれども •その反面 どぅしても •勞働 力に 侠たなければ ならな 
いのでぁります‘ 戰爭に 馳り 出された 男子に 代つ て* 女子の 勞働 力が 目下の ドィッに とつて は 
不可缺なものとして&求されて居ります。勿論これは.非常時«勢として1時的のものでぁ 0 






ても.婦人速は*肉體的にも*智能的にも*男子に劣らぬ立派な成縯をぁげて居るのでぁ0ま 

ドィッ©婦人は1«的に>科學的素 1 か离いので，龙爭と同時に技師としてエ場で働いて居 
る もの も澤山 ぁる。 

ドィッ全體としては百ニ十萬人の女性が各及その職場について居りますがみ中のニ十五％ 
はエ場で働く婦人でぁります。かぅした百ニ十萬といふ«民の多數のために、その勞働條件を 
良くし なければ ならない とい ふこと が* 漸く 問題に されは じめ* ナチ K が 政檯 を灌 得して 以來 
「獨 逸勞锄 戰線」 の 組織の 中に 「女子 部」 が K けられて •職業# 人を 婦人 自身の 手で 保護す る 
やぅになつたのでぁります0婦人の鐮質索»に相 «> しい皸場を決定した4夜間躭業の禁止を 
したりなどする看視の役目は*結《擦乂自身の手でやるのがー番正しい結果が得られるのでぁ 
ります。 

例へば姙擦の保護とか*子供を持つ母親並びに子供の保鼴なども婦人1||||^ょ 0 てこそ得ら 
れ たもので ぁります* 
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赃 婦は 仕事の 割 當 てに 際して 特別の 考* が 嫌 はれます。 勞働 の負檐 は 勿論輕 減され ますし， 
出産 S には 躔翥な 体 取が 與 へられ •就業 不能の 期間 中は 經濟 的な 保護 さへ 與 へられて 居ります 

かぅ した 婦人の 驗場の 決定 や。 工場 規則の 制定な どに ぁたって •最後の 資 任を もつ のは 「嫁 
人 £ 視屬」でぁります。婦人監視員は、#數の勞§人中の華頭としてエ場側の要求と婦人從 
業 員の 希望との 間の 調整を し， 其 他. 嫁 人勞働 者の 相談 相手と なり •種々 の トラブルの 解決に 當 
ります。 . 

« 々の 工場では •婦人 勞働 者は 毎日 新しい ミルク. 午後には 暖いス ーブや バタ ー等も 用意 さ 
れて • « く鐮 人には 缺 く 可から ざる 榮養 として 考 へられて ゐます d 鉍人の働く時節は週闪十八 
時間から •例外と しては 五 四時間を军需エ場で，孜身として《家のために仕事臺或は雄械に就 
いて 働いて 居ります。 

然し 乍ら 工場での 仕事は •葬 常に 精密では ぁつても* それが 必ずしも 彼. の 生活の 中心 K 
ではぁりません。その中心の思ひは、何と云 0 ても*その家族にか1ってゐます0卽ち夫や， 
子供のことに，或は食搴の糞話とか、洗灌とか*家の中の||*したことも*彼女の思ひを促へ 




る ことです 0 戶外 の 茶闻に は トマトが 色付 含は じめ たでせ ぅし* 櫻ん 坊も かりとられなければ 
ならない •それが 彼女 達の 現實の 領域な のであります。 

.けれどもエ場で»いてゐると、充分にさぅした、樂しい家庭の仕事が出來ません。そのため 
には ドィッでは 「興 人 救済」 の 組 雄が あるので •さぅ した 嫌 力の ない 婦人は •充分な 時間の 餘 
裕の ある 婦人の 力に 依る ことが 出來 ます。 B* D *M の 少女 達は ょろこんで* 働く 婦人を 助け 
ます*又生活のために必要な品々を前もつて依«しておくと*次ぎには*エ場から歸るときに 
はち やん と •注文品を 荷物に して おいて くれます。 

.エ場には、どこでも托兒所の附設があるので、母親達は子供を連れて*エ場にまゐります。 
幼兒は母の手から直ちに保姆の手に渡されて母の働いてゐる間を樂しく遊び.夕方復母にっれ 
られて 家に 歸 る。 

毎週或はニ週曲に一日洗灌日と名付けられてゐる休日があります*日ごろエ場で«械の»音 
と喑驗 との 中に 男に 交じつ て 雄々 しく 働く 婦人 も 、こ の 日 ばかりは •家 妻と してや さしい 女性 
忙 かへ ります* 
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出征 中の 夫が •もし 戰線 から 賜暇を 得て 歸 つて 來 ると •軍需工場に 働いて ゐる彼 女たち も 亦 
賜眹を莨つて家庭に在つて、夫をはげましなぐさめることが山來るのです。 

其他休日なしにエ場に働く婦人が*仕事に疲れ.休養を耍する場合は直ちに休養が得られま 
す。 そして ムッ タ 1<4ムに三週即乃至叫週間.の滞在が許可され*その間エ場は勤勞奉仕の人 
人が代行し*家庭の雜務は*婦人團體の人或は8* 0 *祉の人達が母に代って子供の世話は勿 
論 •家の 中の 細々 した 仕事を して くれます ので •休養 中の 母親は 少しの 心配 もな く 充分に* 休む I 
c i . が 出來 るので あります。 194 
其 際 藥學 生は 藥の 工場の 婦人に 代ります し •洋服の デ ザ ィナ ー は その 優秀な 技術を 用 ひて 飛 一 
行機の製圔をする場合などもあって*それぞれ同系統の仕事をするやぅな仕組みになって居て 
F ィッでは 有効に 各人の 能力を 伸展 させて 國家 のために 盡す ことを もって •《 家の 鼷 利の增 進 • 
がや扒て亦個人の幸福であると考へ全國民をあげて*1致 ||| 結勝利に邁進して居0ます。 

一 母と 子の 科學敎 育. (座 狡 # ) 




柬京朝日新閲肚が此方面の禳威者にょ 0 て座談#を催し，其人々の話を揭«して居りますが* 
其此の中でドィッノに觸れた部分を摘寄して參考に致しまず。 

B 本の 小學 校で 漢字を 敎 へる 事に かなりの 苦心と 時間が 费 される 〇 田 中 館 博士な どは n 1 マ 
字に改革せょと叫んだり’其他滇字制限論など_分やかましいものです0此席九でも東大航 
空 研究所の 山 本 峰 雄 氏は 

ドィッの小學校などでは字を敎へるのに先づ音から入 〇 て行く* 0 . 本の苜葉とは全然組怎 
が 違って ゐるん ですから 此點ば 日本の 方が 携だ といへ ばいへ ます。 

女高師 附* 小事 § 堀七藏 氏は • 

历中 |1? 博士の01マ字にも眞理がぁると思ひます〇といひますのは日本人は漢字をやって 
來た關係から兎に角假名ですむところを無理に漢字をぁてる0又用語なども漢字をっかっ 
て難しい言葉を必要以外のと 2: ろに能くっかふ*之が各方面に相當わざはいを及してゐる 
例へ ば 

「中が 空な のを 中空と いふ J 



などと 說明 します。 (笑 聲) 然も かう した 難 かしい 定義を 授けて ^ えさせる と 云 ふ 京が 小 
擧 校から 中學 校の 敎育に は 非常に 多い のです。 それて 結局む しろ 胺名の 方が ょい nl マ 字 
の 方が ょいと 云 ふ a 廉も 出て 來るの だと 思 ひます。 

次に 本社の 方から 

ドィツで も小學 校は 矢張り 一人の 先生で 何んでも 敎へま すか 

堀髙 師附 •主事 • 一 

F ィツで も低學 年は 矢張り 1 人の 先生が やつて 居ます が •上級の 方になる と 分れて 尻る や ICC 

一 

うです* 

文部省_書£修官鹽野直道氏 
高等科 位になる と 少しは 分れた 方が い V かと 思 ひます® 

堀 氏 

文科 系統と i 系統 位に 分けた 方が い-でせ う。 

本肚 




最後に 家庭に 於け る 科 9^宵についてお話 1: 願ひます*小學校に於ていくら科蓽敎育をし 
て も宋庭 で それを ぶちこ わす やうな 事が ぁつて はなん にもな りません から •家庭と 小 寧 校 
の 連絡 方法 •それから 兒實を 正しく 導く 爲 に主_の科學知識 5: 向上させたければな0ませ 

ん 。其方 法に ついて 

女子 經濟專 門 學校沼 畑 金四郞 氏 

现代の ご 婦人の 方を％ ますと •どうも 科學に 對す る關心 •理解力が 足りない やうで •特に 一 
數董 計置觀 念は 乏しい やうに 思 はれます。 127 
寒踩計，各種メーターの見方を生徒に訊て見ると殆ど知つて居る人がゐません。主婦とし 一 
て 家庭に 入つ た 場合 ガス 電氣の メート < を 4 ると か* 煮物 等の 溫 度を 知る とかは 直ぐ 必要 
なことですが知つてゐる人は绐んどゐません0ですから私達は毚の觀念を锩り頭に人れさ 
せて •それから 家事の 研究に 移つ て 行く とい ふ 事に してゐ ます。 

现在の やうに 木炭が 切符 制に なり ガス • m 嫌 •水道# の 使用 鉍約が 叫ばれて 居 k •時代には 
禽更メーター熱 4 の知識が必要です〇日本の家庭の主鏽の行つてゐる目分最や.こ0位と 



云 ふ氣が 家庭に 於け る科畢 0 發 達を 非常に 阻害して ゐ ると 私は 思っ て 居ます。 

此時局を契檐に、もっと家庭の主婦が科學的になればそれだけ日本全»の科攀の水準が上 
って來るのてす。主婦が科畢的になれば必ず 3 ド =6 も亦科學的になるものです。 

簡眾な 寒暖計なん かから 是非 行って 戴きたい ものです 。日本の 主婦は 普段の 心 接へ 等に お 
きましても ドイッの 婦人 等に 比較して 劣つ てゐる やぅに 思 はれます。 

私の 妹は 今 ドイツに 居りまして* 時* 便りを 寄越します が、 除 洲大戰 前にしても . | 
ドイッは マッチが ヴな かった。 それで ドイッの 擦 人は マッチを 一べ ん 使った 後で も 軸木は 128 
检 てないで* そして 其 軸木を •どぅずる かとい ひます と 鼻藥 (マツ チの 先にっ ける 藥) {: 一 
家庭で -: へん 使用した マッ チの 軸木に 塗っ て 二度 二度と 使 ひます。 

此點に ついて 私は ある 新聞社から 賴 まれまして 其 使用法を 齊き ました 處 .その 新聞社から 
辞視廉の方へ家庭でこんなものを作つて使用してもょいかと問ひ合せたところ許可にな0 
ませんで した。 っまり 日本の 象 庭では 

ド4 ッの 家庭で 普段 使って 居る 薬品 さへ 危險と 判定され るので す。 



* . \ 

轅局 それだけ 

F イツの 家庭ょり 日本の 家庭は 科學眢 雄が 劣って 居る とい ふ 事になります。 
tt s のヒユ ー ズが 切れても 日本の i の 主 嫌は 直せない が 
ドイツの 家庭の 主婦は 皆ヒユ ー ズを 使って 立派に 直します。 

人手を 省いて 自給自足の 立 前から 云 っても 斯ぅ 云 ふ 事が 根本的になる 大事な 事 だと 思 ひま 
す 。 - 
山 本 氏 • 129 
ドイツの 主婦の 話が 出ました が* 私 も ドイツに 居りました 時 ドイツの 主婦に ついて 感心し 一 
た 事が あります 0 

ペルリ A と 云 ふ處は 憊氣は 直流 も あるし 交流 もあります® 各 家庭に 百 ボルト 二百 ボルトと 
云ふやぅな線が入 «0 てゐます0 

私が ベルリンに 居た 時， 其 宿の 電燈 のヒユ ー ズが 切れた ことがありました。 ところが 其 宿 
のおかみさんが眼が悪いので私に"ぅちの電氣は0、〇(直嫌のニ百ニ十ボルトだから" 



ちょ 0 と見てくれと云ふんです0感心％し少々驚きもしました0又表に寒暖計を出して袅 
いて外出する時なんかは，其表の寒暖計を見て、今日は何度だから、あの着物を着て行か 
うと か •幾度 だから 多く 着 やうと か少 くし やうと かを 決めて 出る。 
だから外に出てから暑すぎたり寒すぎたりして困ることはない課です。 

それから 先程 沼 畑さん のい はれた マツ チの ことは 私 も體驗 しました “又最近ではジヤガィ 
奄の皮 も 捨てないで 色々 とエ 風し 利用して ゐる さう です。 

本社 • 

ドィツから • つ い 最近 ジヤガ 著の 葉 や萤で 紙を 作り •その 紙で 作つ た 新聞を 送つ て來 まし 
たが* なか <ど うして 立* な ものです。 

.沼 畑 金 四郞氏 • 

ドィツ 0 接 人たち は K フにしても日本0婦人達0やうに不平を云はない。そして其最善 «? 
使用法を研究してゐる。例へばスフの服にアィ » ンを當るにしてもアィ0ンが一番スフに 
利く！ 9度を砑究してノそして無駄に熱量を使はずに.高過ぎて焦げたり低くて利かなかつ 
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たりす る ことのない やうに して ゐ ます。 どの位が スフの 溫度に 適當 かと 申します と， アィ 
"ンの中に何か踊形彻が人つてゐまして其固形物が前以て調べたスフの湯度まで來ると溶 
けるやうになつてゐます。それで其固形物を«準にしてそれが !* けか>.る頃になれば之れ 
以上の 熱量は いらぬと 笔氣は 止めます。 さあ さう 云つ た譯で 
ドィッは«てこの調子で«に氣持ょく何事も科學で解決してをります。 

堀 氏 

十五 年程酣 の 話です が •私が 英 一やドィッに參りました時マッチを初めに一本つけまして 
それを ガ ！<につけ其ガスの火を割箸のやうなも0で次々へとつけてゐました〇物を節約す 
ると 云 ふ S 8 では 日本の 家庭は 大に 反省す る 必要が あります。 

日本の 家庭では 往* にして 本當の ©約と 云 ふ 事と 吝啬と 云 ふ 事と を 混同して ゐ るんで ない 
でせ うか C 

日本は 今迄 物質に 惠 まれて ゐたと 云 ふ 事 も 云へ ます。 

山 本 氏 • 



P ィツの 敎 育と 03_育とを比較して見て*結局ー番日本に欠けてゐるのは何と云つても 
金の掛け方が全然違つてゐる。小畢校の槪本にしても模型にしても 

ドィツの 小學 校と 比べる と 段 違 ひの 感が します。 小學 校敎育 2民敎育と云ふ事は2«にと 
0 て眞に重大なことなんですから*もつと映畜敎育にしろ金をかけてやるべ1だと思ひま 
す。 (中略) 

文部省 圃害 監修 官桑木 來吉氏 

«端な映書敎育論者に云はせますと，映窬を主體にして敎育をやりたいと云つてゐますが 
私 も 映 書を 地理と か 理科と かに 取 入れる 事に ついては 反對 ではぁりません が •どぅしても 
映 書敎育 でなければ ならぬ とは 考 へません。 

今度の理科敎育は從來のとは大分違って居りますが*自然界の事物，生態現象を糾察する 
場合* 假令戶 外に 生徒を 連れ出して 研究しても 自然には 四季が あり 其 一部分し か觀 察で き 
なぃ譯ですが、映書を其場合取入れてゃれば四季の變化でも何んでもー時に判るとぃふこ 
とになります。 (中略) 










松本离 校 講師 管并準 一氏 

私は 嫌 誌 や 新聞の 科學の 記事を 注意して » んで 居ます が •現代の 日本の 家庭の 主嬸に は 消 
化し 切れない 實 K 生活と 緣の逮 いものが 多い やぅに 思 はれます。 

例へ ば此蕖 品と 藥 品と を 合せて かぅ すれば ょい。 と窨い T あっても •普通の 家庭の 主婦で 
は其や0方が判ら -& いと思ひます0 

(中略) 私は 日本の 主婦の 科學的 知識の 低い のは •一つは 日本の 家庭 制度に も 因る と 思 ひ 
ます。 

日本の 家庭 制度は 非常にょ い 面を 持っ 反面 餘程上 流の 家庭の 主婦は 別と して 先づ普 通の 家 
庭では 主婦と いふ ものは 次から 次へ と 色々 の雜 用に 追 はれて 主婦の 持っ 時間が 殆どない。 
新聞 や 嫌 誌を ゆっ くり 讀 むと 云 ふ 時間がない。 (中略) 家庭では 善 かれ 悪 かれ •今迄 通し 
て來て 居る 經驗が あるんで すから 其經驗 を 捨て -新らしい方法を採らぅといふ 12: は，どぅ 
しても 餘り 面倒な 難しい ものは 向かない と 思 ひます。 

桑 木 氏 
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新聞や雜誌等も國民を指導するやうにして戴きたい。 

沼 畑 氏 

婦&は 一 » に物の根本を究めて考へるといふよ0表面上のことを直ぐ考へるやうです0私 
等は よく 

母の 會とか 其 他の 色々 の 會に講 演 を 賴 まれます が* スフの 話に しても 其 根本的な 事は 考へ 
やうとは せず •スフの 石： 一は 何が よい か 洗 ひ 方は どう すれば よい かと 云 ふやうな 枝葉の こ 
とば か o しか 聞いて くれません。 (云々) 

•野 氏 

日本人はー 0 〇. 事をいつ迄も深く考へてゐるよりも次から次へと素早く處理して行くとい 
ふやうな _民性が轚い。こんな事が案外科學の褒達と或る騙係を有して £> るんぢやないで 
すか。 , 

本社 

永い事ぁ0がたうございました*(完) 
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, 一 大政 翼賛 運動に 現れた 日本 婦人 

大政 翼 貧 # 事務 線 長 伯爵 有 馬賴寧 氏 

今度の 大 政翼贄 運動の 始まる 時分に 婦人 團體の 方に 非常に 押 かけられて、 どぅ あつても；；！ 人 
部を 作れと いふ 話が あつた。 

總理の聲明の中に取立て、婦人といふことを謳つてゐないが，全國民といつてゐるから其中 
には 婦人 も當然 人って ゐる 。總 ての問趙が男子に關係があるやぅに大部分の問题も婦人にも關 
係があるから，何も婦人部といつて特別に取极ふ必要はない。といつたら 

「それでは いけない。 婦人は 婦人と して嬙 人 部と いふ ものが M 钃に あつて 特利に 取 振つ しほ 
しい J 

と云ふやぅな事をいはれた位ですから*外の婦人速中も勿論さぅなんです。 

私は かっ て擦人參政權の運動の間鼷が縝 # に出た時に，賛成演說をした一人ですが其時分は 
そんな 考へ を 持つ て 居ました。 
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今度 この 運動で 婦人問題を 取 上なければ ならぬ と 痛切に 感じて ゐ るのは •嫁 人の 力を 仲 f 
せる とか •擦 人を 尊重す ると か •さう 云 ふ 意味からで なくて •寧ろ 婦人に とつて は 迷惑な 話 か 
もし れんが 擦 人と いふ ものを 度外視した のでは 此運 動は 充分に 成功し ない んで はない かと 云 ふ 
やうな 感じを 持つ て ゐ る。 

それは 就中 經濟關 係の 事 及び 生活 問題と いふ やうな もの •所謂 H 民經濟 の 方面と いふ ものが 
完全に 行 はれて ゐない 。責任の 一 班は 私は 嬸人に あると 思 ふ。 

男が 外で いくら 氣張 つ て やかましく やつても •家に 歸 つ てし まふと 丸で 無力で 大槪の 亭主は 
家に歸ると頭が上らないのが多いから意氣堆がない。 

此間も 或 高官が • 

「簡 取引を やつたり 頁 灌を する 奴は 嚴拥 に處 する J 
といつ たら •或 人は 

r それは 結構です が 家に お 歸り になつ てから j 

といつ たら •家に 歸つて 見たら 家の 橡の 下に 炭 俊が 一 ばい 詰つ て 居た と 云 ふ • 
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又 近所に 火事が あった 時 •近所の 靑年 國が赀で手傳ひに行つて色身な荷物を運び出したら* 
其 中に 

r 米俵が i 二十 俵 あった J 
之を 見た 靑年團 は 皆 引上げて しまつた。 

かう. 云 ふ 問題は 役所が 嫌ら ぇら さうな 顔を しても 家に 歸れば 女房に 頭が 上らない から* 私は 
r あ V -S ふ 案は 家で 考へ たらい V ではない か j 
といつ た。 

女房子供を前においてやつたら，あんな無嫌砲のことは案が出て來ない®* 

私は さう 云 ふ 意味で •婦人を 訓練す ると 云 ひます か •教育す ると いひます か， それを やらな 
ければ 男ぱ かりが 幾ら ふん 張 つても 皆 家で 埴 されて しま ふと 思 ふ、 

今日の 統制 經濟と 云 ふ ものは •大部分 家庭に 關係 する から •さう 云 ふ 意味から 婦人問題と い 
ふ ものは 重要 だと 思 ふし' •將來 の 日本を 背負っ て 立つ ものは 女の 場合に 於ても 
「若い 婦人 だと 思 ふ j 
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さう いふ 意味で 之を 賒程眞 tl lc やらなければ いけない。 吾々 目前の 問 越に ばかり 熱を 上げて 
ゐる 時で ない* やはり 牌 來の間 雄と いふ もの も 十分に 考 へる 必要％ あると 思 ふ 0 
費 知 時計^^ 勞務 部長 南 岩 男 氏 

私は其»結論は有馬さんと同じなんですが*もうーつ生產活動に鉍人が迆 |11 して來た0それ 
で我國に於ける 

r 婦人の 位置は 大きな 轉換 tr L て來た J 

從來は 雄 sf けでした が •最近 ては 機械、 軍 SHQ 方® yx く：： g 人が 出て 來ま 
した。 

婦人 生活に 付ても •大きな 意味の 轉換 期が 来て 居る のでは なから うか* さう 云 ふ 意味に 於て 
國家生活.における婦人といふものを眺めて 

「これを纏切に指導し訓練して行くといふこと，0亦非常に大切なのではなからうかと思ふ> 

螓人問題も眞供に取上て項きたい」 

大 IK II 賛靑年 部長 粟 朗美 能留氏 
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それは 誰も 異論の ない 所でせ う。 寧ろ 
*~| 女子靑年の訓練の方が大事ではないかと考へるのです」 

例へ ぱ滿洲 に 行 つても •妻 君が 來 ると 描 同行 動が とれなくなる。 それから 家庭で も 今 QS 
伯の お 話の やうに * 際 世の 指導者た る 資格は ない と 思 ひます* • 

有 馬 伯 

さう す ?. と 指導者になる 人が なくなつ てし まふ。 

因に 0 

以上は 東 束 朝日 新 明社が「大政翼賛運勖靑年の使命を語る」と題する雎話钤で左の出席荠が 
ぁり 婦人問題が 右樣に 取扱 はれた。 * 

出席者 . 
文部省 敎學 局企畫 部長 朝比奈 策太郞 氏 
.大阪 翼 膂會冑 年 副 部長 西 谷 菊 夫 氏 • 

東京 帝 大法 學 部敎授 末廣 嫌太郞 氏 
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大 R 翼费# 常任 總務 中 野 正 K 氏 
長 野縣 東筑摩 郡 島 立 村 百顢嘉郞氏 
他に 有 馬 伯と 栗 原 氏と で 都合 七 名で あつた。 



一， 義烈 婦人の 詠める 歌 



、偉人 S 母親 



、義太夫 |: 現れたる日本の女性 




I 義烈 婦人の 詠めろ 和歌 

鏵の S _ 

久我殿 の 息女 判官 速 經と 契を 結び •た 一4 ならぬ 身と なりし 頃 •袭經 鎌 倉緞と 不和と なり 
も 住みが たく •北阈 落の 砌 ，辨庚 を 使に 遺せし に •鄕 の君悲 み此 歌を 詠 ぜ しを 辨慶も あはれ に 
思ひ捨置がたく*山伏の姿にして同道せしに，放行の艱苦の中にも歌を詠じて龚鞋の心を慰め 
た* 

莽をだ に 見す て る 雁が ねの 

何のなさけに音をばなくらん 

出 羽の I わり 山に sf 產 み. みち Q < s ? がら‘ SIS — かし 山 
路の險 阻には 袖に 露 おき 貞烈に 心を 碎き その 辛苦 ことばに 盡しが たし 0 
つらから ば 我 も 心の か はれ かし ， 

など 憂 人の 想し かるらん 
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微妙は 右衛門の 尉爲 成が 女な り。 建久 年中 父爲成 ざん 言の 爲に 禁獄され 奥州へ 流刑せられ 其 
奏も 苦に 病みて 身 まかる。 微妙 その 時七歲 白拍子と なつた。 久< ゆぅして 將軍賴 家 公 比 企 能 員 
が もとに 来て 微妙の 舞を 兑そ なは し 何 か 所望す べしと 云 ふに 微妙、 父を 許されよ と 乞 ふ。 しか 
し、奧州へ迎への使者を出したが*父は旣に獄死せり*微妙は悲しみに堪ぇず磔鎘寺に行き尼 
となりて 父母の 跡を 弔 ふ。 

片岡に ふせる 旅人 あわ r 今 

たづぬ る 里に 宿 もさ だめず 

松* 舄 —— 

松 島の 局は 佐 渡 守親泰 の 女な り。 ® 朝 公の 御 塞 所に 仕へ て 容色なら びな き 美人で あつた。 和 
m 家より 朝 比 奈義秀 の* にせん と 願 ひける に •實朝 公 免許 あつた 頃 突然 北條家 の 1 族よ り局に 
衊慕の 者 あつで 種々 妨げを する 故に •尼 公の 方へ 預けられた が 尼 公は 北條尜 へ緣 づけ やぅと す 
る。 
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はりつめし 胸の 氷の 薄からで 

とけん あさ 日の 惠み すくなき 

甩公に 從 へぱ義 秀に不 戌 となり •御意を 相めば 不忠と なる。 是非な く 朝 比奈へ 貞操を たて i 
自害して 果てる 。時に 年.；- 八歲。 

あぢ きな く 子の 日に もれし 野邊の 松 
いつか ひかれて 春に あ ふらん 

楠 正 行の 母 I 

建武の 末 楠 正成湊 川に て 討死の 後 •其 首を 足 利 尊 氏ょり 送られし とき •嫡子 正 行 歎きに 沈み 
持佛 堂の 方へ 行ける に 母怪み て 行き 見る に* 刀拔 もち 父が 首の 前にて 自害 せんとす) 

これは 有名な 話 ゆへ 誰知らぬ ものがない。 

世の 憂き も つらき も 忍ぶ 思 ひこ そ 
心の 道の まことな り けれ 

北 繽夫人 I . 
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北 裹黄門顯家は南朝へ忠を耋し數度軍功を_したが、*應元年五月康州安部野に於て时死サ 
"■0 其 北の方は 吉野 山に 居 玉 ひける が 淺ま しき お 別の 歎きに あこがれ 
いづく にか 心を とめん みよしの V 

よ しの V 山を 出で て ゆく 身は ， 

それから 安部 野に たどりついて 

なき 人の かたみの 野邊の 草枕 
夢 も 昔の 袖の しらつゆ 

それより天王寺に詣で亡き夫の菩提を弔ひ*我後世をも頋ひ.龜井の水の邊りの松の木を釗 

モ 

後の糞の契りの爲に殊しけり 

， 結ぶ 龜 井の 水莖の あと 

I • 

かくて f _ ち I りけ る。 • . 

そむきても 尙 忘らる V 面影は 



憂世の外のも 0 にやあるらん 

11 寶勝 夫人 1 

南朝 正 平 六 帝 後村上 院義 詮將 軍と 御 和平 ありて 住吉天 王 寺まで 行幸 ありし とき •藤の * 
勝 も 供奉と して 吉野を 立 出て ける 時、 里に 人て 夫人に 別れを つげ 都 も靜 りな ぱや がて 迎 へ參ら 
せんとて 別る 此時立 出る 袖を ひかへ て 夫人 
なにとなく 心に か V る 白露の 

をき わかれ 行く 袖の けしきは 

かく 別れて ほど ふる 內 、忽ち 和睦 破れて 實勝は 討死せ しと 聞き •されば こそ 別の 心に か 
しと歎き悲しみ後れて留まる我身にあらずと，其の夕ぐれ水昔をしるべに菜摘川にたどりつき 
此歌 を 辭世 として 深き 瀬に 身を 沈めて 貞操を あらは した。 

山 蔭の くらき やみ 路に迷 ふなん 

なつみの川に身を沈めなば 

B S 治 M — 






觀應ニ 年の 頃 •新田の 一族 f に 蜂起して % 貞 * 我 助の 爵 憤を はらさん と 嫌 倉 近く 押 寄る i 
いへ共、利運にかなはず追*味方退散し時を待っ折から»屋右術門佐義治は*出羽阐羽黑山の 
麓に 引簡り 居た が* 年月 m て 南朝の 勢 ひ 衰へ兩 朝 御 和睦の ょし 聞え ければ 義治 今は のぞみを 失 
ひ 出 羽を 立って 叫 國の 味ガ土 居 得 能と 一手にな りて ともかくも 北 阈を 發足の 砌 * 茬治 の內空 BIJ ' 
れを惜 み 悲しみの 中に も 夫の 心を なぐさめ •琵苞 を 彈じ 一* 相 後の 夢 萬 思の 別 月 前の 離 情の 心 
をしらべ，此歌を詠じて遙かに认送り*その、ち程ふれども軍の吉左右もはか^1^しからねば 
不運を歎き «. に伏て貞節をぁらはした。 

また 来ん と賴 むの 雁の 別れ路は . 

待 間 久しき 名 殘 なりけ 0 

犬 •入道 蠶 * —— 

上杉氏憲入道禪秀の妻は、武田刑部少輔信成の女でぁった。夫禪秀時氏公の不興を蒙り管領 
を辭して犬懸に引觴り，滿陸持仲と共に大袭を企て嫌會 -5: 滅さぅとした時，この妻これを諫《 
たが 夫は 聞かず •早 や 近國の 武士を 集め 初めた。 妻は 仕方なし 夫と 共に 死すべし と % 悟を 梢め 



たが此密謀利なく夫を初め持仲その他ー族郞等百五十餘人は寶院に入つて自寄した1今は之ま 
でと夫の供におくれじと，左の歌を擗世として形見の短刀拔放し_元へぐさと利し俯伏になつ 
て 相 果てた。 

さなきだに五つのさわりぁりと聞く 
我より むか ふ 罪い かに せん 

■ 生 — 

‘ 《生は細川六郞勝之の婚約の妻でぁった。應仁元年九月細川勝元の臣安富長野等が勝元の息 
男 六郞勝 之を 大將 として 相國 寺に «つ たが •山 名 方の 大軍 押よ せ 双方 火花を ちらす 折 柄 •寺 中 
の惡僧山名に心を通じて寺に火をかけたから山名方はカを得て軍勢雲«の如<攻人つた。細川 
方の 五百餘 人は 枕を 列べ て 討死した。 戰爭が 終つ て 僧 共が 戰 死者の 部 式を して ゐ ると ころへ 若 
い女房がー首の歌を佛前に供へて燒向し後の山の人なきところに入つて自害して相果てた。 
さめやらぬ 夢 かと ぞ思 ふぅき 人の 
煙と なりし 其 ゆ ふべ よ OS 



_ 西 元遢の 妻 f 

尼子の嫫下#西三郞右衛門は上月の«上に兵«つき士卒を助けん爲切腹せんと云ふに、其妻 

も共に死なんとす。 

神西之をさとし比めて日く「今我あまたの士に代りて死する身の女を召連たり <!: 聞ぇては弓 
矢の 疵 ともならん。 兹は 落の び 我 後世を 弔 ひ 給 はれ J と あれば 泣 《 別れて 郎等の 助けに ょ 
り 京に 上り 西 山に 庵を 結び 念佛 三昧の ほか 他事な し。 一 

然るに此庵近くに琵琶法師松尾勾當といふ者同國の者なれば昵まじく語り合ふに，此勾當の 149 
許へ 信 長の 近臣 不破 將監 とい ふ 者 折々 來り此 尼を ふと 見初め •馴染めん 事を 勾當に たのんだ。 一 
勾當が固く之を醱つた處，將監烈火の如く怒り「恥を捨て、士が一且云ひ出した事だ。若し叶 
はずと あつて は 勾當を 殺し 其 手で 尼 も 殺して 我れ は 切腹すべし J と 云 ふ悲 刺 の 序幕と なつた。 

勾當 是非な く此 事を 尼に 話した 處 •とても 詞を 以て 通れる 事は 出来ない と覺 つた 尼は 「我 願 ひ 
は百萬遍の念佛を唱へニ千部のあみだ經を讀む願ひである。今三百部 .« かり讀めぱ其意に從ふ 
べし」と日を延し置き，或日佛前に向つて讀經し夫の位牌の傍に 



おくれ 行く も 道は 迷は じかね てょ 0 
ちぎる 心の 花のぅ てな に 

この 一首の 歌を 供へ •最後の 覺 悟して 西 川の 岸に いたり 念佛 して 指を 喰 切 o 岩の 上に 左の 歌 
を 血染めに 珐し 水中に 投身して 相 期た。 

思川沈む水屑も浮む艄を • 
みのりの舟にかけて賴まん 

0 召 仕 お才 I 

お才は前の元通の妻に從ふて臣節を完ふせんが爲.妻と共に念佛111昧に人つて居たが主人の 
悲恰の 最後を a て 泣け ど 叫べ ど 詮方な く 人を 親んで 死骸を 探し 之を 念 比に 弔つ た 後 •桂 川に 行 
き深い淵湘に身を投げて死んだ。世人このニ人を同じ某所に塊葬し「主從|丘塚」として今に 
香 く 立の ぼる と 云 ふ。 お 才女の 歌は. 

のこる とも 幾 ほどの 世を 轾て しかな 
. 草葉に もろき 露の 玉の 紡 
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大內常觚 I 

常姬 は大 內介義 隆の 息女で ぁる。 家臣 陶 入道 全薑が 逆 意の 班に 山 ロ 築山の 御所 も 敵が 充滿し 
たので •義隆 も 僅かな 手勢を 引 連れ 夜の 間に 落ち行き 給へ ば 姫 も郞 等の 介抱に て 立 退く 0 
然し 深窓に 育つ た 身の 哀れ や徙跣 足に 馴れぬ 山路の 荆に 傷き 血は 流れて 經路の 草を 染めな が 
ら迪 るに ぞ岡部 右門の 太夫が 鍉の 上に 負 ひ 參らせ •大阪 持を 越えけ るに 夜 明 方に て 行 先 さへ ま 
だ 見 分ず •况ん や 今日の 命 さへ 定まらぬ 身の 浮世の 態 も 哀れでぁった。 

やがて 息 心 寺と 云 ふに 身を 落っ け郞 等と 共に 忍び ゐた るが 父 魂 隆时 死と 聞き •寺院の 一室で 
自害して 相 果てた。 時に 年 十五 歲。 

霧っ V む大峰 山の 紅葉 ば も 

嵐 やけ ふの 敵なる らん 

期 所 山城 守 室 —— 

別所小三郞の伯父山域守 » 相の室は息山下總守の女で*容貌人にずぐれ心«にして夫货相出 
陣の留守には自ら長刀をもち腹卷をして床机を放れず油斷なぐ其後を守つた義烈無双の女性で 
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ぁった- 

一門 切 K の 際は 其 場に 出て r 备 々の 挪最後 も 近づきました から 先立 參ら せて 若い 人々 の 御 案 
內 申さん 

三界 唯一 心 心外 無 別法 阿字の 一刀の もとに 生死を 切斷し 永 却の 樂し みを 受る佛 土に 急 
がせ 給ぇ 

かやぅ に 叫びな (から幼少の男子ニ人女子ー人を左右に控へ*守刀を拔き花の蕾の綻びず露を 
ふくめる我子を籾段し返す刀で我 »| 元をつらぬき，ぅつぶせて相果て美名を後世に留む。 
のちの世は道も迷はじおもひ子を 
我 身に 添へ て 行く末の 空 

■所長 治の 室 1 

長 治の 妻は 天 正 八 年 正月 士卒を 助けん 爲夫長 治は 切腹した が •吾 も 女に てこ そ ぁれ 何 ぞ邋れ 
んや •夫と 共に 不退 轉の淨 土に 赴くべし と 云 ひながら •三 歲 になつたばかりの男子を側に引寄 
せ守刀にて刺殺さんとしたが*此家に嫁してょ0久しく子なきを歎きしが蹁らず俑けし一子ゆ 
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へ «) 夕* して 荒き 風に 4*ず私の齡の千代かけて長壽を樂しみし甲斐もなく，今朝の«と消え 
なんことを悲しく思ひ刀持 0 手もゅるみ，流石に恩愛の情に泣くばかりでぁ 0 たが、夫長治聲 
を かけ r 親子の 宿緣 ひと かたなら ね ど此 期に 及びて は 是非な し •其 許が 手に かけず ば 自らが」 
と 云 ふに 是非な く 無 慘にも 自分の 手に かけ 自寄 して 妻の 操を 後世に 殺した。 

その 辭世の 歌に 

もろともに 消えは つる こそ 绾しけ れ 
おくれ先だつ習ひなる世に 

»鱗 彥之 f 1 

彥之 進は 別 所 小 三郞の 弟で 友 之と 云つ た。 粜は 山名查 恒の 女で 其 形 花の 匂 ひ 月の 光りを 添え 
て 類なら びな き 美人な りし か、 折し も！？ 胎に て產月 近くに •いかにもして 子の 顔を 1 目 見ん と 
思 ひし かひな く此 日に いたり 兄嫁の 痛は しく も 子を 剌 殺して 果てた るを 見て •我 身は 未だ 產を 
せぬ 故 その 悲しみは 遁れた り產 ぬを 無念に 思 ひしが 先の 歎は 今の 嬸び 胎内 十月は 佛 菩薩の 守ら 
せ給ふと思へば » 佛身は放れず來世の事は疑ひぁらじ*されども日の目も見せぬ子に双をぁて 
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る 事は 痛は し 如何に せんとた めら ひしが •我と 心を 烈して ー佛淨 土へ 諸共に 生れん S こそ 格し 
けれと •一首の W 世を 珐 して 未だ 若木の 十九 歲 を： 期と して 来 下の 露と 消え果てた。 

命を も惜 まざりけ 0 梓弓 

末の 代までの 名を 思 ふとて 

柴 田の 末 森 —— 

末 森 女は 柴田勝 家の 姉で あつた。 天 正 十一 年 四月 勝 家は 信 孝を とりた てんと 羽 柴と部 を 爭ひ 
たるが、甥佐久間玄蕃男にほこり勝家の^-知に應ぜざるゅ袅大败軍となり越前へ退き北の庄の 
防戰も 及びが たく •最後の * 悟を なし 勝 家 上 村 六左衡 門 とい ふ ほを 呼 寄せ 此末森 親子を 落し 忍 
びて 助けょ 討死に まさる 忠義 義ぞ と賴 むに ぞ •卜* 村 泣《 息女と 二人を 誘 ひ 夜に まぎれて 推 
が 谷の 奥へ 落ち 竹 田と 云へ る 里に いたりて^^ を 求めて 入らせ ま ゐらせ 手厚く 介抱な し* 上 村 
は 北の 由の 揉 子を 伺 はんと 往還に 出て 見た が •$ 日 申の 刻 ばかりに 北の 庄の 天守閣に 黑 煙り 立 
ち焰上ずるにぞ走つて之を吿げた。末森は*さては落城して皆々自害せられしならん。今は後 
れじと 息女と 共に 切肢 して 相 果てた が 歸 つて 此捕を 見た 上 村は 流石は 武人の 女性たり と 念 36 し 



•自分は 立腹を 切って 草庵に 火を つけ 其 中に 飛び込んで 果てた。 

M くもの 其壯烈 に溴 流さぬ 者はなかった • 

今 £ 1にむそじ餘0の：2の數を 
只 一時に かへ しぬ るかな 

息女の 辭世 

思 ひき や 竹 田の 里の 草の S 

今 もろともに 消えん ものとは 

宅 S 轚女 —— 

天正十六年秀吉公九州征伐の砌*金前國城井谷の屋形なる宇都官鎭房が太閤に敵對したので 
黑 E 、 吉川の 軍勢 攻立て けれども 要害に ft りて 防ぎければ 寄 手は 討死す る ものが 多い 0 

そこで 和陏を 人れ て褒應 の 爲馬ヶ 岳の 城 中へ 呼び 酒酣に 及び 油斷を 見て 野中 太 郞太郞 兵 術と 
いふ 者 討 手に 向 ひ 鎮房を 討と り 郞等百 五十 餘人其 外 一類 悉く 时とり 女 *: 虜に すると 聞いた 。息 
女は 左の 辭世を 齊き 遺して 相 果た。 
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なか <に きゐで 果なん 唐衣 

たが 爲に 織る はた もの、 音 

繭 子 —— 

小 野 攝津 守の 娘に 菊 子と 云 ふ ものが ぁつた。 奇才に 宵んで ゐた 。新造 寺 % 信の 家臣 拥川釆 女 
の 方へ JK していく ばく も經た ぬに 夫釆 女は 軍役に 服して 朝鮮へ 度 海した。' . 

菊 子は 家に 珐つ て戀ひ 悲しみ •つゆ 忘る ゝ择 なく 思 ひ 餘 つて 文の 中に 右の* を 害き 添えて 便 
船に托したが，其船逆》の爲難破し文箱は肥前の地へ谏れ 0 いた。 

浦人が 之を 名 古屋の 本陣へ 届けた 處 •太 閣の目に止り哀れ & りと思し召され*来女を |2 朝さ 
せた。 菊 子 ぅれしく ニ 三の 歌を 上* に 入れた。 

斯 ぁらん 行衛 もしら でた のみつ る 
我心を ば たれ かか こたむ 

o 

物ごとの哀れを惠む天つ神の 
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こ V ろに かへ る君ぞ たぐし き 

« 田の « 子 

« 子は 京棰近 江 守 高吉の 養女に て若狹 の 小濱武 田 孫 八 郞信統 の寶で ぁる。 
夫は隊邦丹羽五郞左衛門長秀と數度の戰爭をした沢*不*にも利ぁらず遂に討死してしまつ 
た。 

此の兵亂の騷動で妻の松子は捎とな0丹昶家にゐる事は秀吉公が聞き*伏坫一の丸に迎へた 
が 容貌た を やかなる 揉に 側 仕へ せょ と 申された が， 断は つた 太閤は 殊の外 心を 惱まし •武 田の 
舊領を も 名跡を 立てな どした が 彼女は 後剃髮 して 操 正しく 淸き名 を逍 した。 

染や すきょ その 梢に なれ^-て 

つれな きかげ に 降る 時雨 哉 

，資崎 中韁妻 1 , 

朝鮮 征伐の 時大 明の 大軍蔚 山を 攻し時 毛 利 家の 手に 冷泉 民 部 少輔戰 死す 0 
其臣伊贺崎中務由治银軍用に 0 いて他所にぁつたが*主人の最期の時路隔りければ馬鞭打て 
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走 cs 來れど も旣 に # 果てた 後だった 故 梅を かみ 殘念が 0、 主人の 死骸の 側で 腹 十文字に 切っ て 
三途に 追 付き まゐら せた。 

長 門に あつて 此事を 聞いた 妻は 虚說で ない ことを 確め •戍の 世 かけての 契りを 徒らには せし 
と 夫の 追輻に 法華経を 心靜 かにょ み 終り 左の 歌を 經書に 寄いて 自 W し 貞女の 操を 現は した。 

死 出の 山 慕 ひて ぞ 行く 契り おきし 
君が. 言葉を 道の 枝 折に 

山 崎 左 ■ **—— 

室は 池 田 氏の 女で ある。 其 力 人に 勝れ武 の 道 も 亦 男子に おとらな が った" 

ある 時 山 崎の 家に 數十 名の 盜賊が 忍び込んだ 。之を知った妻は長刀を振り迥し薙き立て切り 
立て大方杧重傷を負はせて其儘寢床に入って褰入ったが*夜が明けてから岽人に云ひ付け怪我 
人の 始末を なさし めた と 云 ふ 程 豪 蹐な 女であった。 

この 歌は 夫 左 馬 介が 人質の 爲渡 さる-. S 土產に ょんだ と 云 ふ。 後 敵中を 馬上に ての 0 ぬけ 上 
みがたから三州吉田まで一騎駔にはせ下ったといふ勇猛の夫に劣らぬ婦人であった。 



梓弓 ひき 別れに しけ ふょ*' は 

なき 身の 歎と たづね て も 見ょ 

木不畏嘛子の室 I 

森 家の 女で 木 下 氏に 嫁し 才器 衆に 勝れた 女性で ぁつた。 

慶長五年勝俊伏兑を退械して隱遁の身となり*長嘯子と號して歌道に入つたが*室は夫の不 
甲斐なきを恥ぢ且武济微弱で伏見を去0しを悔しく思ひ*果は夫に»別を迫り髮を切つて ; ! : を 
送り、 自分は 京 村 雲と 云 ふ 所で 寶泉院 と W し 尼と なつた 0 
. 命 やは ぅき 名に かへ て 何な らん 

まみえぬ 爲に おくる 黑 髮 

•川 候 夫人 —— 

細川忠興卿の内室は慶長五年大阪玉迭の屋敷に出陣の贺守を阁めゐたまひけるが*石田三成 
諸大名の妻室を坂城へ取入れ質にせんとし*此許へも度々使者ゼ遺したが斷られたので軍兵五 
六 百 人で 屋敷を W んだ 0 



— 169 — 



内室は之は豫てかくあらんと覺悟してゐた事とて家人河北石見、小笠胺正齋等令呼び出し御 
覲 に 火を かけさせ 

正齋 介錯せ ょ 我れ 生きて まみへ ざり し 人々 へ 死しての 後に 見られん 事 心ょ からす 
とて顏 に* 面を 打 かけ 袴を 着け 刀を 胸に 突立て V 自害す。 

家人 等 各々 次の間で 切腹した。 

こ の 歌は 記念に もと 詠まれし ものである。 

此 抒 婦 ひ 決然たる ® 悟は 萬國に 傅 へられん。 

先 だつ は 同じ 限りの 命に も 

まさりて 惜しき 命な o けり . 

以上は 日本の 妻が I M が _ 或は 母が I その 婦道 貞節を 完ふ せんが 爲に 壯烈 人を 泣かし 
むる 行動を とつた ので ある。 

日本の男子には武士道と云ふものがあ 0. て千古不滅に「日本魂」を傅へ行くやぅに，日本の 
女にも「貞女」と云ふニ字の內容に此樣な壯烈な女性が婦道となって後世に殘つて行く。かぅ 
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して 日本の 男子には 他 a に 勝る 思想が 存 a して ゐる 
日本 阈は榮 え ゆく 
永逮に 榮ぇ 行く 

| 偉人の 母 

古今を 通じて 偉人と 云は る i 人は •其の 母 も又贤 母であります 。勿論 英傑 偉人は 時代と その 
人の 還 境が 大に預 つて 居ります し 又 其の 父親 も 相當な 人では あります が、 第一 彼を 偉人たら し 
むる には 何ん と 云っても 其の 大部分は 母親の 力であります。 

自 •分の 命よりも 大切な 我 子を して、 より W い 者に 仕上たい とは 何人も 願 ふ 事であります が， 
それには 母. 3!身がより剛い贤母たらねぱならないのであ0ます。即ち云ひ换ふれば、子供の敎 
育に 注意す る 事であります。 子供を 産む と 云 ふ 事は •何んでも ない® く •た 易い 事であります 
が •此の 子供を 育て上げて •より S い 者に 成長せ しめる 事は 仲々 大 仕事であります。 昔から 能 
く申します0結婚に際して先づ、其の母方の血統等を調べる必要があると申しますが、 -3 ドそ 



は 父鵪ょ 0 も 母親が ょくなければ ならない ものです 〇 然るに昔から「腹は借物」だと申レ如对 
にも 無 责任に コドモを產むだけが母の任務かのやぅに誤解されて來りました事は«に遺械な事 
であります。極く卑邊な例を申し上ぐれば*如何に立派な播であ0ましても*粘土の中へ播い 
た 種子は 生へ る ものではありません。 然るに 土壤 の、ょい黑土の中に播いた種は也に生々した芽 
が出ます。之を考へま丨'ても畑の善惡が重大な -:. 關係のある事が明瞭であ〇ます0然し、ィ、 
畑でありましても此の芽生へた植物に光と肥料とを與へ時々は除草もやれば土も捆返すと云ふ 
風に 培養すべき 方法を 知らねば 析 角の 芽 生 も 不完全な 成長に 了る ものであります OCV K ; 母た 
る 人が 子供の 敎育 方法を 知る 必耍が あ o ます。 n ド モを產 む 位 ひな 事は 人間で なくと も 欺で も 
產み ます。 而 しこの 產んだ 子 を 育て、 立派な 人に する 點に 於て 人間と しての 母た る價依 が 存在 
いたします 0 

n ドモが 生れて 先づ第 1 に學ぶ ところは 實に 母の « であります 。そして 母が 笑へ ば 赤ん坊 も 
笑 ひ •母が 悲しめば 赤ん坊 も 泣く。 かくして 道德 も智禁 も* すべての ものは 玆處 から 生れる。 
此の 三 ツ子の 辟は 百 迄と なつて 一生を 左右す る ものであります。 
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何ん と 云つ て も np モを •より 偉い 者に しようと する には 母親が •より 偉い 事が 最大の 條件 
であ o ます > 而して阈家と雎も所謂賢母を最も多く有する » は世界の最大强5であります0か 
o て ナポレオンは r 英 W を 征服し 得ざる に 非ず •その S の 母を 服 征し 得ざる な OJ と慨咦 し 
たと 聞きます が 誠に 其の 通りで ありました。 

私の 今日の 講演は* 古今東西を 通じて 偉人たり し 人々 の 其 母親に 就いて 述べ 聊か 御 參考に 供 
し 度い と 存じます。 (ラ デオ 放送 稿) 

親山嶋の母 

山陽が 四 五歲の 頃であります 。庭に 遊んで 居た 普© 山陽が 天を 仰 ひで 小首を 傾けて 居る。 す 
ると 「おかあさん •天と 云 ふ ものは 一體 何んで す J と 訊く ので あ o ました。 母は 此の 思 ひがけ 
• ない我子の霣問に少々縣きましたが「天といふも©は*あの通0畫でも夜でも始終ぐる<廼 
つて 励いて ゐる ものです J と 答へ ましたが 山陽は 「そうです か J とは 云つ たもの、 •又 庭に 飛 
び 降りて •暫く 天を 見て 動かない。 艰は 「どうも 不思 議だなア」と嗔聲を«し*天》わ奇抄な 
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ものに 感じ入つ て 居た との 事であります が •此の 子供の 發問 に a する 母親の 心がけは 大切で あ 
0 ます。 此 & 「そんな 面倒な 事は お 言 ひで ない ょ。 天が 何んで す。 おかあさんは そんな 事に か 
かつては 栽 縫が で々- ないから J てな 事で 叱り飛ばしたら*如何に子供をして失望せしめる事で 
ありませ ぅ。 否 失望 どころ ではありません。 子供は 此の 一 叱りで 折角の 芽 生へ を •ちぎり 取ら 
れたと 同樣 にな®' ます。 

又出陽が七歲の時であります。母とー鍺に父を迎ひに參りましたが*とぅ<父が歸つて來 一 
ない。 其 時 山陽は 『家君 •小 返 唯麥歸 J と 云 ふ 詩を 作つ て 母に 示した 處 •母は 山陽の 頭を 撫で 184 
て 非常に 之を 褒めて 內心 其の 文才の 非凡 さを* びました。 然るに 山隘は 病弱で あるので 母の 苦 一 
心は 一通りでは ない。 遂に 有名な . 

r 身 賄髮縳 之を 父母に 受く敢 て 毀傷せ ざるは 孝の 始 なり 」の句を ^| 用して色々戒めたと申 
します。 

又 母は 山陽に 繪 本を 與 へて 之を 話と し •又ょ く # の 英雄 表 傑の 物語を 話して 聞かせました 〇 

かくして 山場の 文才と 文 想とは 旣に 幼少の 頃 培 か はれて 彼は 二十 ニ歲 の 時 r 日本 外史 j の 著 
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を 初めた のであります* 

櫳正 行の 毋 

正 行の 母は 滋子と 云 ひ 萬 里 小路 宣房卿 の 女で ありました が •御 承知の 正 成が 湊 川で 戰 死を 致 
し其の首が屈いたので茁行が切肢しよぅとした時*勿論母としても變り果てた夫の死却を見て 
は氣も 狂 ふが 普通で あらぅ が •ここが 賢母であった。 

「これ正行、物に狂ったのか、之は何と云ふ淺粜敢な考へです父が汝を鉍されたは，茲で空 
しく 腹を 切らせる が 爲で はありますまい。 又 徒らに 長ら へて 父の 後を 弔へ よと いふので も あ 
りますまい。父の亡き後には*朝敵が跋扈して釕を惱し奉るに相違ない。天.十は辨勢に就き 
欉に媚び君の御爲に身を捧げ命を捨つる者は至って少い。さぅ云ふ時こそ金蝴山の城に立て 
簡り義 兵を 舉げて 叙 慮を 安んじ 奉れとの 御 遺 首で あつたと 汝は 母に 傅へ たでは ないか。 •それ 
を 5*' は忘れたか*此の有樣は何事です。こんな云ひ甲斐のない心では君の御用にも立っ事は 
出來ません。何をぅろたへてこんな痛ましい事をするのです。尊氏が父君の御宵を態々こ- 



へ ^ つて 来たのは 情の やぅでは あるが 左様では ありませ ん 。之は 味方の 銳氣を 挫かん 策略で 
あります 。それが 汝 に は 解りません か」 

この 想* たる 母の 言葉 •且つ 泣き 且つ勵 ます 母の 言葉* あ X 正 行は 此の 賢母の 爲に H 然とし 
て 大悟し •忠孝 兩 道を 全 ふして 史上に 赫 々たる 名を 遺した のであります。 

ナポレオンの 母 

英傑 ナポレオンの 母は n ル シヵ 島に 生れました が 時偶 戰爭 中で ^ 勇 だと か惊動 とか 或は 勝利 
や凱旋だとか乃至は戰死など云ふ出來事で國中が立ち駿いで居た，時で，壯烈な頊境に宵つたの 
で •自然 烈婦たら しめました U その上 年頃に なつて ジャ ー ル •ボナ バート と 云 ふ 功 敢の 間へ 高 
き 軍人に 嫁した ので 烈婦に 走を かけた わけです。 

•か V る 烈婦を 母と して 生れた ナポレオンは •其の 家庭 敎育に 於て； g る嚴格 •諕書 や 習字は 母 
に習ふ0其上母は英雎豪傑の話をして聞かせました。そして常に愛に游れず*弱い心を決して 
出しません。不規律を許さず*少しでも命令に背くと，联しく之を釗1、央して叚借いたしま 
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•« ん C この 如き 家庭 敎育に 人と なつた ナボレ オンであります から 兵畢抆 の 成锖は 優秀で あり • 
箪人として拔群の成嫌を舉げ，遂にフランスの帝位に昇るに至つた事も*みな之れ幼少^^の 
母の 鎂の 結果であります。 

又母は非常に大笫を抱いた婦人であつたと申しますが*ナボレオンの敎育の爲には敎會へ行 
く 外 一切の 外出を 褻して 一寸で も 子供の 監視を 忽に しない 。そして 常に 寬大 ょりも 寧ろ 被 格に 
過ぎる 程の 联方 をいた しました。 そして ナポレオン がい、 事を した 時の 賞與 として サ— ベルと 一 
鐵砲と ラッ ハと を與 へました が •之が 抑 も ナポレオンを して將 來軍 人たら しめた 印象で ありま 167 
す。 ナポレオンは 母に 就いて •かぅ 云つ て 居ります。 | 
「私の母は女の體に男の两をつけたやぅに强い婦人で «8 には常に功名心が燃ぇてゐました0 
ですから賞前を明かにし良.いことも悪い事も決して昆逃しませんでした3特に私の母のきび 
しかつた のは 規律と 服從 で* 最も 母の 情んだ のは® を 云 ふ 事でした」 

此の 言葉に ょつ て 平素の 母の « 育法が 明瞭であります 0 



«7 シ > 卜 > の母 

亜米利加最初の大統領として正義の爲に戰ひ、講和を結んでは » 家百年の平和の爲に锌ひ3 
を 治めて は國利 民輻を 計り 、 IF . 義人 道に 則つ て 萬 事を 處理其 令名 妨 々として 世界に 郸いて 居る 
大偉 人た る ワシントンの 母は* 抑々 どんな 方で あつたか 1 

母親は メ 91 と 云って 正直で 立派な 婦人で ありました が •彼女は 常に 金言 集と か 倚 理の 寄を 
爱讀し •其 他！ r ® 躬行を 主と せる 本を 爱讀 しました U そして 之を ワシントンの 敎育赉 料と いた 
しました。 母は ワシントンが 十二 歲の _ に 先立たれ* 爾来 4 -1 人の子 供を 一身に 引受けて 之 
を 敎 育した が 極 質素で 然も 貞淑で 且つ •どこかに 凜 として 浸すべからざる 威厳の 備った 婦人で 
あつたそぅ です I そして 如何にも 優しく ワシントンを 可愛がりました* 死後 國の 父と あがめら 
れた ワシントンの 母は 國民 一般から 頌德檩 を 受けました が •其の 碑 名には 單に 「ワシントンの 
母 メリ ー」 と 記された のであります が* 世界の 偉人 ワシントンの 母なる ー官は 萬 官の 形容詞に 
勝り 輝かしい 文句であります。 
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後藤 薷箏の 母 

縣廳の 一 給仕から 身を 起して 雲か產 になり 又 政界の 花形と して 一世 Q 人氣 S めた纛 

新 平さん。 此 S 人を 造つ た©皇 し 其 Q 母利惠 子さん でありました。 子爵 Q 父は 罢 肌の 人 

で 國學 を硏め 和歌 もょ くし 樂 しみと して 居られた 3 そこで 母 も 嫁いで 來 てから 和歌が 任き で* 

やがては 道歌を 後藤 家の 庭訓と して 子爵の 敎育 資料と されました) 

そして 常に 「男子は 氣® がなくて は— ぬ」 と敎 へ* した。 子爵が 幾度 か 時の 浮沈に 进 ひな 

がら 榜丰 屈せず 奮 © し 今 日の 位置を 築き上げられた S 實に 母堂の た* ものであります。 母 

堂は 常に f つて 不足 I を 治め 九十 九？ 死な？ 迄 一 f 為 Q 日を 送つ た 

事は なかつ たと 中し ますが、 如斯 S 人を 母に 持つ た , j そ 子爵 S き 立？ 子が 出來 たので あ 
91 M せぅ 0 

覼敬の 母 



平 扰 宰相の 名に 於て 政治の 神様と して •否不 生の 政治家と して 輝き 统 した 名の 原 敬 氏 そ も 如 
何にしてこんな立派な人が出來たのであらぅか。 

彼が 十一 一; 歲の時 父が 死なれた ので •共 後は 母親の 手に 養育され ま した。母はリッ子さんと云 
つて •志 搡堅實 な 女丈夫で* 常に スバ ルタ 式の 锻格 な薰 2を 以て n ドモ の敎竹 をされ ました。 
且つて 敬さん が 他の コドモと暄_をして « つて來た時、 

【•どんな苦しい時でも泣いてはな ^>- ない*男の淚と云ふものは*こんな‘さな祺に流すべき 
もので ない。 お前 も 男一匹では ないか J と敎 へる のでした。 

又ょ く 母は 「辛捧 」と云ふ事を敎へましたが剛情な联氏も此の母の敎訓にょつて幾度か辛棒 
いたしました。原氏が後に政黨の總栽となり，大臣となり*政務多端な時でも铖年ー度は鉍螂 
して 母を 訪ひ 之を 慰む るに 色々 の 方法を 盡 されました が •此の 贤母に して 此の 职 氏の 如き 立派 
な 子が 出来た のであります • 

力 ーネギ 丨の* 



財界の 偉 A 世界一の 大金 持 力 ーネギ ーの 母は 果して どんな 人で ぁつたか-彼の 母は マ ーガレ 
ブトと 云 ひ • K n ット ランドの ダム ファ リンと 云 ふ 町に 生れました が 靴 職の 家に 嫁した が 夫に 
争く 別れた？ 習； た 靴 S を 初め* 一遇 間に 約 八 g 位 Q 內 職を S たしました。 この やぅ 
な 貧闲 な狀 態です から 下女下男を 使 ふ どころ では 無い 。主婦と しての 仕事 一 切を 片付けを 上で 
此の 內職を して 生計を 立てぬ ばなら ないから •いつも 夜中 迄 働かねば ならな かつた のです。 そ 
して此の閗にニ人の子供の訓育をせねばならぬ0彼等ー家が米國へ引越してからもヵーネギ1 
は正式の槊校へは行けず母に讀方や寄方さては算術や代歎等を習ひました0又母は常に「何事 
も辛拘が大事でぁる。苦しい所を辛抱しなければ*偉い人になれない」と論し*又「世の中に 
は私たちの成すべき仕事は澤山ぁる0正しい仕事を茁直にやつて居れば人から尊敬されて世切 
からなくて ならぬ 有用な 人物に なれます J と 云 ひ、 「又 依賴 心を 持？ はいけ ない』 と. ムひ聞 
かされる のでした . 0 

後年 互 萬 ひ 富を 得た 力 i ギ丨が 此の 富を 利せ ず 之を 世界人 類の 爲 四海 兄弟の 平和の® に捧 
げ 財界の 侓人 として 馨に た Q も •そ 8 に 彼 Q 母 Q 不斷 の 努力と 忍苦 Q 生活が ぁつた 
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からで ありませ ぅ 0 

乃 木將 軍の 母 

名は ヒナ子 さんと 申されました 。夫は 贪祿 II かに 八十 右で 家計は 苦しい ので 三人の n ドモ も 
それ •ぐ 内職を し {承 計の 工面で ヒサ子さん は 時々 質屋 通 ひもされ たとの 事で あ 9ます 。將眾 が 
十一 ニ 歲の或 1=の事フトした事から若殿と劍道の仕合をして勝ち剩へ若殿を倒して息絕させまし 一 
た。勝饩には勝つたが、若殿を負しては中課けないと氣が付いて切脫して申譯をいたさぅとし 172 
た。 此時 母は 一 
f 無人！ 何を する —— この 不幸 者が！ J と 脇差を 取上げ •さて 

「何と- ぶふ 愚な 子 だ。 何ん と 云ふ不 3.斐ない子だ。お前の父や仰は*お前一人を切腹させて 
默 つてみ て 居る ょぅな 人間ではありません ぞ 。切腹 さすべき 事があるなら.父な 0' 母な0が 
自ら^ 5して腹を切らせます0眞の忠臣は祺の孝子でなくてはならぬ0身にふ〇か、つた_ 
苦を 何故 父 や 母に 打明ける 氣に はならない のです。 その 位の 祺が判 らぬお 舫ではあるまい」 
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後年 武動 _々たる軍神乃 -^ 將軍を生んだのは、此の母の敎訓でありました9 
勿論 将軍の 父親は 長 州 毛 利 家の 霞で あり •小 笠 原 流の 武家 古實に 秀で、 特に 馬に 乘 って 
物を 射る 術 i 中 1 f しかも 12 鐵 Q 如く wf ® に？ は f の 
畏敬の 的—? 5 たと 中し ？ f IQ 大 tQf も此 Q 父 Q 性— 分 引受けられて 
居ります。 

東 娜元宏 母 愛 I 
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東洋の ネ ル ごと M はれ* 無比の 海？ S られ たる 元帥 東鄕 伯爵 QS は、 f 中 さ 一 
れ ます。 文久 1 一年の 頃で— 生 f 於て 島津 家の 行列を 横切っ た— って 外人を 切り 扮 てた 事 
件が 大波？ なって 黑 船の 典來 となっ た。 此時東 葉で も 三人の 兄弟が 出陣と なった。 母は 末 
っ 子であった 平 八郞に 向 ひ 

r これは 期 身たち の 戰 QSQSS ぜる i です。 一 っ 祝っ ておくれ > 特に 平 八 郞 お前 
はまた 十七の 若者 ぢや東 鄉の枠 だと 云 ふ 事を 忘れて はなり ません。 永々 恩 M にあ づ かった 島 



津家に 對し て此上 ない 恩返しの 報です。 何 處迄も 男らしく 戰つて •初 降の 功名を あげて 下さ 
い。 必ず 卑怯な 振舞を して 人に 笑 はれない ょぅに」 

と K とした 容で怒 々と 聞かせました。 

然るに 間もなく ィン <轟 々たる 砲の 響と 共、 に r お 城が 危い <」と叫ぶ聲がする。此時で 
す。 母堂は いきな 0,臺處へ上 〇 て下女を督勵して薩摩汁を作り大釜にーばいをー人で擔いて 
坂道を 上つ て 城に 向 ひました。 勿論 足袋 洗足で 甲斐々々 しく も 砲煙 漲る お 城を さして 城 卜の 小 
酹を 右に 折れ 左に 曲り 川の 流れに 沿 ふて ひた 走 0 に 行く のでした。 

お城では砲臺ー面修羅の巷と化し*加へて小雨がふる中で眞裸體の勇士等は揮ーつで防戰し 
て 居る。 やつと 迪 りついた 時 平 八郞 さんは 砲 揮 運びを して 居ました。 

此 Q 母堂が 運んで 來られ た薩摩 汁。 それは 疲れ果てた 勇士 •今朝からの 悪戰苦 鬪に 兵糧を 取 
る 嫌 さぇな かつた 男士 等が 然も 好物の 薛摩 汁を 見て •爲に 全軍？ 祭 一時に 舉 つたの も 道理 
であります0やが1母堂は歸らぅとすると*兄の四郞兵衛さんが 
rT 八 •路が 稱 くて 母上 も大银 ぢや 。そこ 迄 お送り 申せ」 
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と 云は る i から •母の 手を 取らぅ といたされ ますと 母堂は 「いや 今 來た 路ぢや もの 4 一人で 

0 れます。お前には戰爭といふ重い役目がある。母の事は心配しないでょいから.&いてゐご 

お 吳れ J と 云 ひ 放ち、 優しい 慈母の 目で 平八郎 さんを 見 遺って 1 人で 下りて 行かれた との 事で 
あります 0 

何と云ふぅるはしい母としての心で厶いませぅ。我身を犧牲としてまでも砲煙の中をくぐ0 
拔け .一念 凝っ た 5 Q 隹摩 汁を 勇士に さ-. げた 勇* しい 志し •然も 子を 思 ふ爱 S れず 
「お前には重い役目がある」 

の一言を残して後をも見ずに走り去った0その悲痛な心事，後年大路が萬古不朽の名將とし 
て 世界に 其 名を 轟か さる i も査し 決して ffi 然では あ ¢ 1 そん 0 
私の 講演は 今日は 之で 留めて® きます。 

文豪としてのゲ丨テの母 

小說に 詩に 戯曲に* 言々 句々 珠玉を っらねた 名作鑫 した ド ィプの 文豪 ゲ丨 テが. 特に 載 曲 



に その 螫筆 を揮ひ世界的大文柰の名を馳せるやうになつた 0 は*實に被の母の*化が與つてカ 
が ある* 

ゲー テの 母は 非常に 性 来 快活な •あかるい 感じの 婦人で 子供に 敎育を 授ける 際に も 之が 自分 
の_1の天极であ0、唯ーの喜びであ〇樂しみで、もあるかのやうに*挹ぇず__コ<.して居 
た U 

だから彼女がゲーテに、讀書や習字を敎へる時でも.又面白いお話などをして聞かせる時に 
も •彼女は 始終 愉快 さうな 表情を して ゐるの で コ ドモに は •たと ひ 嫌 ひな 學科 でも •又 おもし 
ろくない 學科で も •それが どんなに か 面白い 准に も 好きに ならねば ならぬ 學 科の やうに 思 はれ 
たので ある。 

，だから ゲー テは •何時も 母の 俩を離 れず 母の 明るい 表情の 中から 又 その 想像に 富んだ 上手な 
お 話の 中から •詩の やうな •音樂 の やうな 藝術 味を 知らず 識らず の裡に 感得した ので ある。 ゲ 
丨テが 母から 聞いた お 話を 友 だち などに 能く 聞かせた が •そんな 時には 彼は 母から 聞いた 話に 
自分の 想爍を 巧みに 嫌 込んで 一 縢 面白い ものにして 話した。 だから 友逮は ゲーテ の 脚を 取り 卷 



いて 離れな かつた とい ふ。 • 
ゲーテ の 母は 舉問も 深く 
語 ^ も フランス語 ィタ リ—語 に 通じ 
昔 樂 にも 趣味 深く 
同時に 剌通で ぁつた。 ， 

母が 明るい 汉 活な性 ^ の持主たるに反し、ゲーテの父は嚴格そのもの\やぅな /1- 帳面な人で 
智的にのみ傾いた頑闶さを持つ.てゐた0而し 
學者で 勤勉 家で。 

デ ーテをも自分の型にはめて敎宵しやぅとした)その結见は失敗でゲーテの將农を約柬する 
媒調と もい ふべき 感情 や 想 悚 とかい ふ 大 m な 桃 ® の 莽ひ になる ものは 一つと して 父の 敎案の 中 
には發見されなかつた。 

几帳面 5 的： 方な 父 SI •母 S か SS 敎裒 加味され 調和され なかつ たら ゲ丨 
テは •後日 ft 界的文 金と なることは 出來な かつた かも 知れない 0 



— 177 — 



それは 勿論* 生来の 天才で 而も 行く とて 可なら ざるな き 俊才で あつたから。 

或は 法律家と して。 或は® 學者 として。 或は 博物 學者 として 

その 方面に 一頭 地を 抽く學 者と な 0 得た ことは 想像し 得られる が. 少く とも 彼を して 「フワ 
ウス ト J の 作者たら しめた ことは 温い 感情と 自 山 なる、 そして 豊富なる 相 嫌の 世界を 幼時から 
彼の 頭に 植つけ たのは 母の お蔭で あつた • 

ゲー テは 母を この 上な く 尊き 婦人と して 崇め •自分の 理想の 婦人は 母を 措いて は 他に 求めら 
れな いと 思つ て 居た。 • 

ゲーテ の 詩の 中に . 

父に 叱られて 庭に 逃れ出て 小さき 胸の 悲しみを •そこで ひとりで 泣いて ゐ 6 n ドモの 所 
へ •母が そつと 歩み寄つ て 花を 撫でて 吹く 春の や はら かい 風の やぅに •やさしい 言葉で 
泣く 子 % 慰めて ゐ る。 

章句な どを 見出す であらぅ。 之は 皆ゲー テが 自分が 小さい 時から 常に 诅情を 以て 愛育して く 
れた母をモデルにして作 0 たもので*彼の母はゲーテの_に常に深き感情と敬甚との中に女神 



の如く生きて居てべンを走らせたのである .« 

何れにしても彼の母は*世界的文豪に理想的の銹人として敬基されてゐたので，此のー事を 
rc 見ても ゲー テの 母は 偉い 婦人で あつた 事が 頷かれる 0 

I 義太夫に現れたる日本の女性 

主として 義太夫の 藝題に 現れて 来る 女性に 就て 齊き ます。 

一般に 淨潺 I 的 ^ 人 f 蠢 し i 通 q 資料に 供して 人心— 化せし め 

やぅと した もので •とりわけて 義太夫は 其 文句に 節 づけを して 三味線の 玆に合 せた 所に ー罾感 
動力を 深刻 まらし めます。 而 して兹 に 現れて 來る 女性は 勿論 作者の 性格を 多分に 持つ て 居り ま 
すが* それは 軀て其 1^の女性の思想や傾向ゃ進んでは女性の性格を洞察する » に於ては別 3: 
變り はなく •然も 其の 半面に 其 #が要求した女子に對する《育方針などが見ぇて種々なる方 
面に 於て 女子 敎育 上の 參考 となる K が 多々 ある 事を 信じます 
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fl 相 崎 心中の M 初 

お 初が 德兵衙 と 合つ た 時に r 力を つけて 押し止め， さて < い かい 御 苦 癸* 锜妾 故と 思 ふか 
ら嬸し 悲し ゆぅ 忝し* さ o ながら* 心 储に思 召せ* 大阪 を堰れ さんしても •盗み 誘 指の 身では 
なし，どぅしてなりとも {3 く分は，妾が心にある事なり、逢ふにあはれぬ其時は.此 1»: ば .55» り 
の 約束 か、 左様した 例の ないで なし •死ぬ るを たかの 死 出の 山* 三途の川は せく 人 も、 せかる 
i 人 も あるまい と •氣 强く勇 む 詞の 中’淚 に 咽んで 云 ひさせり .1乂お初も闢じく手を合せ「こ 
な？ んは羡 まし や 冥途の 親御に 逢 はんす なれ ど •妾が 父 様は 健で 此 世の 人な れば ，何時 逢 ふ 事 
の あるべき ぞ *便りは此养聞きたれども*逢ふたは去年の初秋の，初が心中取汰汰の 明 □は 
在所へ 聞え な ぼ •幾許 か 歎を かけん •親 達へ も 兄弟へ も是が 此 世の収 乞 ひ •せめて 心が 租ひな 
ば.夢とも兑えてくれょかし*懊かしの母栈.名殘惜しの父様やと，しやくり上げ<聲も惜 
まず 歎く に ぞ J 云々 と 愁歎し ますが. 此場合 お 初の 女性は 自分の 戀 人と ー鍺に 死ぬ と 云 ふ 喜し 
さの外に死に直面して親や兄弟の事を思出してー人死 -5: 悲しゆぅ色どつて«0ますが*そこに 
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女心の 優しみ が あると 思； 5ま す。 男 Q 方では 女と 死 5 り 外 y 考 へが 浮ばな. SQ でせ ぅが* 夕 
が 本當の 女性の 心情であります C . 



お夏清十 » のお夏 

J r' --,r- Ji, . • * .* y . . r .• k • 

「我 こそ 淸十郞 が 二世の 奏 •伹 馬屋の お 
水 夏、 人々 の 情には •同じ. 土に 却： めて たべ 

A » * 南無 大悲觀 世 音， 助け 給へ と 立ちた る拔 

重 

1 身の 筘押つ 取* 咽 m ぐつ と 突 通す」 云* 
^ 此の 場合 お 夏の 叫びと 其 動作は •如何に 

, も 作者の 技工が 現れ 過ぎて 居 石。お芨は 
商家の 娘で 推定 年齡は 先づ 十九 か 二十歳で 言が •此 Q 寧 S 壯— 8 は柔 - S £ Q 女性を 
茶な しにす るので はない かと 疑は れる點 もないで はありません が * a 代の 女性須 a 子は 抱 月 氏 
と 一所に 比翼塚を 望んで 實現 されて 居る やぅに 今 も 昔 も 女性が 命を かけた 男とは 死んでも ー猜 





に 離れまい とする •いぢら しい 1 念 I 然し それが 纏て は 貞操 觀念の 海 泉では ある。 只 此の 助 
情な 鷇後© 手段と して •自分で 搶先を 肢へ 突き剌 したのは女の諦めにょる決心と覺悟は寧ろ男 
を 凌ぐ もの V ある * 例と も 見られ やぅ。 

天の絹鳥の小春 

# 

r 心 统りの 事なら ば •いふて 死 芯 や J IC 
-對 して r 何もない こなさ-^ めて 
S お 二人の •子 達の 事が 氣にか V ろ」 此小 
f 春の 最後© 一言は 本當に 女性が 死に 直面 
參 した 時の 心情で 母性愛の 眞劍な 情は 藍し 
女に 獨特な 性格の 一片で ある。 燒野の 雉 
子夜の筠と1:じ « 念「何もない*^.|それは其害である*小春自身としては絕對に心殘りは & 
い。然し治兵銜にはニ人の子供があつた"小春と云ふ女性が命を«した與，その治兵銜と心中 




する に 當 つては 何の 心残りは ない* 然し 彼れ が 女性に 立 返つ た 時 •そこに 二人の 子供が 氣にか 
かるので あつた。 之れ が 貴い 女の 愛情で t ます。 

三十 三 問 堂の お 柳 

m « 

お 柳は r その 時の 情の 恩 •送る 月日 も 重りて 梆の花 の緣丸 •おとなし ゆぅなつ たれ f •乳 ^ 
無くと も 育つべし* 成人の 後々 は •父の 弓矢を 受けつ たへ •潔ぎ よい 名を 上げて たも、 コレ t 
母は •今を 限りに •元の 掷 に歸 る ぞや •必ず 草木 成佛と •回向を 铕む •夫よ 子よ. 離^！! なや 
悲し やと •云 ふ 聲 さへ も 忍び泣き J 云々。 又 「俥へ 聞く 安部の 重 子 か 母上 も •丁度 我 身と时 じ 
事 •一人の 子を 殘し置 き •信 田の 古巢 に、 |9 りしと や •夫は 野 干の 年 古る 身 •我は 元より 草木 
の歸る 古巢 の挪は 今 伐り 崩されて 枯_、歸 ると 云 ふは 消 ゆる# の •何とて 形を 珐す べき •白 河 
の 法皇の. 挪 描み 頻り とて •都の 使來 りつ \我身を切捨て *- 申すべし，斯くて娄は見ぇなが 
ら •もはや 朽木も 時を 得て •一宇の 棟木と 成る 事 も •一つは 妙なる 法の 嫌* 逢 ふ 事 稀に、 镘蝥 
華の、花物いはぬ草も木と*王土に住めば*是非もなし，今より佛艰の身となるも*夫の先き 
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生掷の 木の 梁に 連れし 株 なれば •情の 恩を 報ぜん 爲 •一つの 纪を參 ら する， 一 云々。 お 柳 4 
依然として母性愛杧惜別苦を帮めて居るのであつた。お柳は御承知の通り柳の精であった。然 
し彼女が一度，綠丸の子の母となつた時には母性愛に滿ちた攻性であつた。此のぉ柙には乂其 
半面に*强い意志のカを認め得る。當時.白河法皇は腦病であった0そこで三十三間堂を秘立 
して 平瘡を rr 願す る爲に •堂の 楝木 となすべく •此の お 柳の 柳を 伐り 使用す る ^ であつ たし 彼 
女お柳は、自分を枯らせて法皇の病氣を治すべく*鳒しい夫と刖れ又可愛い子を捨て、柳に返 
る。其の理性の强い而して固い意志カの働きが見ぇて喜しい〇ぉ榔は推定年齡ニ十七八 0^ ら三 
十近い方がょい。 . 

奧州安澹原の袖萩 

*袖萩が「露命を » ぐ古糸に聞くも破れし三味線の，ばちも*外も顧ず*お願ひ申し奉る.今 
の 憂身の 恥 かし さ •父上 や 母 揉の お氣に 背きし 報 ひに て •二世の 夫に も 引き 別れ •泣きつ ぶし 
たる 目な し 鳥 二人が 中の コレ此袅君とて，明けて漸<十1の*子を持つて知る親の恩、知ら 
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ぬ祖父探、祖母様を菸ふ.此子が，ぃぢ 

龄 らし さ 不便と おぼし 給は れ と」 云々 r 

B , 

柚 此1笳を ^ んでも*子供と-ムふものが中 

中 心になる 女性の 綿々 として 詖きぬ 鉍 怙が 

村 

消 滿ちて «- ス乂又母の演タが「さつきにか 
ら传 即いて沾る.ア、值ならぬ # じやナ | 
町人の身の上ならば、若い者じやもの*徒らもせいぢや*ゾンナよい孫淹んだ娘*やれでかし 185 
やった と 呼び入れて •聱よ 舅と いふべき に •抱き i ぅてなら ぬ. 初孫の •節 もろく^^. 以兑 I 
ぬは 武士に 連れ添 ふ淺 まし さ •と •論め て、 逝んでくれ よよ. 一 こ、 にも 母の 情と して 娘の 曲 
萩を 不ぴん と 思つ た 子 故の 思 ひ 遺り である。 孫は 子よりも 可愛い、 •と 中す 俚言は •それは 自 
分の 可 5 、 娘 S んだ 子なる が 故で あらぅ。 女と して の 袖 萩と 母 S ノと が錯撤 尾 子の 爲 
に 泣く のであった。 




本 ft 二十 四 孝の 八重霣 螬 

こ >で は 二人の 女性が 現れて 思る。 腿 

岐衣が . 

fiA を介せ . 吭い世界に准ぁつて*た的の忌 

■ S 

姫 n 命 n を*!? ふ 人 も // V 」 けな や •父 碑の 

惡事も 露知らず* お果てな された お 心を 
思 ひ 出す 程 •おいと しい •嘸 や 末 来は 迷 ふて ござろ， 女房の 濡衣が *心計りの此の手向け，千 
部萬部のお經ぞと*思ふて成佛して卞さんせ南無阿みだぷつ<」之は又粜としての濡衣の女 
性が •夫に 貞節を 立て、 潜に 其 忌日 命日に 當 つて樓 々たる 追 苺に 盡き ぬ淚を 絞つ た 所で •女な 
ればこそ持つ*しの心根でぁる。又八重垣姬が「#し勝賴揉，親と親との許嫁*ぁりし樣子を 
聞く ょりも •嫁 人す る 日を 待ち兼ねて* お前の 姿を 霣に か、 せ • 兑 れば兄 る 程 •美しい •こん 
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i と— • If 、 I と • i 花 f は.— 1 •鑛 
も 香 花— つたる 4 •回 51 f * 繪5 素苫苫 も Q を*— 1 • 1 

の 力—— れぱ •可 f fv 夕— S が M — い {と」 蠢轰 sf .、 

少 々了 7 f $ ぅな 感じは する が •若い 女が fsf 心は . 霤 なく 表現して 居る。 
又『許嫁ばかりにて、枕かは -3 ぬ眛背中、お包みぁるは無理ならねど.同じ射色の|.人目 
に それと わかね f . 親と 呼び •又つ— と 呼ぶ は.— 名ら ひ •そや. 如何に •お顏 が似ヒ 

れ— • I_ I I、 f All . wf 87— 
と •い 1 I 何 墨 •つ II 上 •明 1 1 一 

たべ •それ も 叶は ぬ？ れば J ? 我して {と 」 云身。 我—— くさん ずの 此の 
ロ晚 Q !©は植 心の、 接 はれし 戀心 •是非 もな けれ • 

耱本太功記の女毪 

1 m -T 



も 三世 も 女 夫 じ やと , . 思 ふて 居る に 情けない • £ せぬが仕合せと |2 *餘办«ぇぬ光義敗、 |» 甘 
さへ も濟 まぬ 內 •討死とは 曲がない •わし や. 何ん ぼぅで 4较しはせぬ思ひ止つて給はれと |_ 

云*0初菊は十七八の婊である。光義と 
は は目合せてあった »: けで昔の武士_赛の 

M 母と 祖母の 間に 女の 道から • 路 來の 夫に 

着 

中 射す る 心情を •遺悌 なく 吐露した ので あ 一 
« 

e った。 此時 代の 赛はニ 夫に 見ぇぬ と 云 ふ 188 
車 | 

のが 浅 敬せ る 道であった からだ。 次に 祖 
母の サッキが r 歎くまい c 大 B 春 長と 云 ふ* 主君を 害せ し. 武哲 がー 類 •かくな り果っ 
るは理の當«,系圔正しき我家を.逆賊非道の名を穢す*不幸者とも*人とも * へがたなき人 
非人 •不義の 窗貴は 浮べる*, 主君を 时って 功^*、 天子 終 箪に 4 ったと て， 野末の 小屋の 非' 
人に も 劣りし とは 知— るか. 主に 背かず 親に 仕へ •仁義 桊 の 道 さへ 立た ば •もっ そぅ 齦の 

I • 

R 米 4*百西石に礙るぞや*修の心只1 0 で*驗は目前*之を見ょ .> 武士の命 «: 断っ* ». も多 





いに 此や— •引 そぎ 竹 S 突 ir 主を 殺した SQ •報は 親に も f J ?。 I 
光秀の 母 だけ—“ に 天下を f とした 蝴の1 秀の 母で— •此の 胃々 5 •實 i 
1 氣に f れた 女性が •踢 如と して 現れて 居る。 殊に 「不義の 喜は 浮べる S あたりから 
の— は、 千 If 卷 f f 只 悔恨 §?1 のみ。 古の 武士 sf 

■ 斯ぅした 母性に W 成された ものであった 
於 又 母の 操が r これ 見 給へ-光秀 殿」 からー 
揉 語り 出す サヮ リに 於て-夫に 對 して S 1 S 9 
»•»* 言を 聽 いた 時 •其惡 かりし 過去の 行 爲にー 
S * 呵 f れて . f 吞む 5 f 光秀 ばか 
〇ではない0天1*.に只1人の味方たる忠 
實— の搡の 首— •然し f して 夫 g っての •云 ひ 分は. やはり 女と して. f •济 
も •決して 夫を 侮 庚は して 居ない。— 、祖母の サッキが 『あれ. あれを M き や. 嫁 女 • 

其 身 Gift 麵 人翟— 、大事と f 禁 孝心 •了 光秀 •子 菜 便に ない 




か， 可愛い とは 思は ぬか ヤィ* 儕が 心 只 1つで.いとしい可爱いの初孫を、忠と義心に健氣な 
る，射死でもさす事か*逆賊不道の名を穢し*我すと云ふは何の因果ぞ」に於て光秀も，情あ 
る母の思ひ遺りの宏大無邊さに只々 83 を*えぐられたであらぅ。女のカの强いのは，斯ぅした 
所に ある 笹で ある 〇醃のカ量では無くて’夫を思ひ乎を愛する*其眞劍さである0又搡が「母 
は淚に 正體 なく •討死す るは 武士の •習 ひとい へと 情けない， 十八 年の 春秋を* 30. の 中に 人と 
なり •いつ 樂みの 味 もな く •弓矢の 道に 日を ゆだね* 今朝の 首途の 其 時に も •母 揉 今日の 初陣 
に、 逋れ 高名 手柄して、 父上 樣や 祖母 樣 に* 春ら る V のが 樂し みと. につと 笑つ た 其 却が* わ 
しや、幻にちらついて*得忘られぬ』云*0子を思ふ母親の爱情の怨み事として無理がらぬ事 
である。 又 初 菊が r ほんに 思へ ば此身 程* 果敢ない ものが 世に あろ か、 とけて あ ふ 夜の •きぬ 
ぎぬの*永き名#1の首«,ニ世を結ぶの枕さえ*交す間もなく*此やぅな*悲しい利れをする 
事は •マ どぅした 罪 か 情けない •わたし も 1 所に 殺して たべ* 死にたい わい なと 身を W え j 云 
云。こ女心の、それでも妻の自覺に泣く1簕は眞に道理な0。 
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柯液の嗚門のお弓 

十 郞兵銜 の 女房— が 「我れ とても 女房の 身殊— 同類 なれば-罪科 通れぬ 夫 擦の 命* 今 

驀く氣 は 浮れ ど •一— つて 為 Qf 生れ $焉惠 .蠢 f f ? しも • 國 次 
Q 刀議 の 爲 * 重い 蠢に輕 い 命 •捨 つるは 覺悟と 云 ひながら. 肝心の 其 刀. 有り かも 知れぬ 

其 中に， 若し や此 事が 顧れ ては. 是迄盡 せし 夫の 忠義 •此 徒ら 一 
となるのみか-死んだ搞まで盜賊に.名を植すのが.ロ惜しい 191 
S 盗み 街 も 身愁 にせぬ •女 夫が 誠を 天— 憐 みぁつ て國 次の 刀 I 
の設議 濟む迄 の 夫の 命 助けた ベ」 云 々0 と 妻と しての お 弓の k 
•性が •白 分— 牲 にして •只 夫 Q 立身 出 心根 •かく ぁ 
【りたき ものと 思 ひ* す。 次に 「さても 世の中に. 親と 成り . F 
と 生る、 程 •深い 緣は なけれ ども •親が 死んだ 子が 先き 立つ 
たり •思 ふ樣 にならぬ が 浮世 こなさん とても •どれ 程 S て も 

inil-— - , 




却 も 所 も 知らぬ 親 達を j 云々 と 泣き* 又 r =l レ、 ま i 度 •此方を 向 ひて たも. 折角 長の 海山 a 
え •艱 鼸 して •あこがれ 尋ぬる •いとし 子に •不思議と 逢 ひは 逢 ひながら •名 乘らで 去な す 母 
が氣 は、 どの 揉に あらう と 思 ふ •狂氣 半分''^ ■は〜 死んで 居る わい の* まだ 長生の ある 子を ば 
•親 故 •路頭に， 立す かと J 云々。 何れにしても* お 弓は 學問 とては ない 女の やうで あるが 然 
し*子の母親として*热烈狂的な愛情を兌せて居ります。 



先代 荻の 政网 




r 嬲 殺しに 千 松が •苦しむ 聲の肝 先へ， 
こた ゆる 辛き 無念 さを* じつと 堪 ゆる 辛 
棒 も •只 若君の 大事 ぞと •淚 一滴 目に 持 
たぬ j 千 松が 毒 菓子を 贫 ベて 八汐に 刺し 
殺される場面を_に25て見て居た政圃の 
心 K を 推測して 書いた 一節で， 政阑な a 




女性が. 男 まさ 0 の 性格を 充分 現は して 居る* 

封 連 裳* 大名の 奥 女中た る も Q 、 其の 忠義の 心は 實に 男子 る ものが あつた 〇 特 
に政岡の場合*我子の慘殺に苦しむ狀觴を目の當り見て*淚ー滴落さなかつた，女丈夫の雄々 
しさ S に 女性 S 忍 性 § 華 であ— f 。 ？ した 母 SQ 子に •千 松の 如 i 瑰の 化身 
とも 云 ふべき 子が 生れる。 持つべき も Q は 子なる 哉。 選ぶ Y — のは 母なる 哉であります。 如 
£ にも r 忠義は 千代 末代まで •又 ある まじき 烈女の 藍」 であります。 然し 此の 烈女に も. 多分 一 
の淚が あつた。 |.母が常々敎へておいた事*雅心に聞き分けて.手詰になつた棄害を.ょぅ試 193 
みて 死んで たもつた Q ぅ •才 、出かしつ たく •そなた Q 命は 出 羽 奥州 五十 四 郡 Q 一家 中 •所 一 
存の W を 固めさす •誠に S 礎ぞや J と 我 子 Q 死 に榮 ぇを 募した のは •せめても の 心 慰めと 
して •泣く 代り 叫ば— S なかつ た。 而 して 之は 烈女 Q 泣き 方で あつたか も 知れぬ* 
r とは 云 ふ もの、 可愛い やな* 君の 御爲 •かねてょり •覺 悟は 極めて 居ながら も， せめて 人ら 
しい 者の 手に • t つても 死ぬ 事が •素性 龙い鋇 兵 * が* 女房 連れ S にか V り •なぶり 我 
しを 現在 c * _ ST 居 る 母が 氣は 二心 SK * f あ—」 WQ 繋ら 本 當のヒ 



©• 持っ •情 愁雄 4r たる ものが ある* 「思 ひ 遇せば 此程 から •うとうた 歌に 千 校が •七っ 八っ か 
ら 金山へ* 1年待てども.未だ見へぬ*ニ年待てども未だ見へぬと，歌の中なる千松は.待つ 
甲斐ありて父母に*餌をば見する事もあら*同じ名の付千松は*そなたは两年待つたとて*千 
年 萬 年 待つ たと て* 何の 《0が あらう ぞいの」 

何と云ふ断瘍のー節でありませう。「三千世界に子を持つた，母の心は皆ーつ，子の可愛さ 
に 毒な もの •食うな というて 呵るの に •毒と 見へ たら 試みて •死んでくれ いと 云 ふやうな • K 丨 
潞悲 道な 母親が •又と 一人 ある もの か •武士の 種に 生れた は、 果報 か 因果 か •いぢら しや* 死 m 
ぬ_るを忠義という事は，何時の世からの，習せぞと」泣く。流石氣丈の政岡も、張りっめた鐵 一 
石 心が •情に ほぐれ 初めては 一倍 も 二倍 も . ' 悲しかった。 

あ V •得* い 女性では ある。 それは 作者の 筆に 弄された 播句 •出来 上っ た 女性では あのた が 
再來，政岡の忠節に剌戟されて、忠烈鬼心 1: 泣かしむる || 壯な物語りを*っぎから次べと，傅 
へ 聞く は •董し •大和 荑の 精華の 中には •此の 政 W の 女性の ** は •活 * として 生きて 居る 0 
であります* (を はり) 



K lil * 

著者は 敎 を 捨て-! から ニ 十 年 y なる。 然し 此間 堪え 中 「女 十敎 育」. に 就て s をしたり 講 
演を した 息？ して 居た が •此 本を 書いて くれと 本屋から？ れ て黎岛 くな つた。 

と 云 ふのは •年 米 唱導 ヵ說 して 来た 著者の 「母」 への 考 へと ヒッ トラ 1 の 「母」 への 考 へと 
が 一致して 居る 事で あつた。 

私が 二十 年 前 小事 1 から 下つ た S •女 チ— に f 人 S し 51 s § 96~ 
を 愈々 益* 强固に なす 爲には 「よき 母」 を 作らねば ならぬ と 思つ たからで ある， 

ドィツ 國 の 今日の 成功は 其 大半は ヒツ トラ— が 「よき 母」 を 完成した からで あらぅ。 

此の 東西の 「よき 母 J を 招 介す る 事は 何と 大きな 然 i 任— 事で あらぅ と 思 ふと 固くなつ 
てし まつた。 

この 稿 f げる には 左 Q 人.^ 多大 S 知を 捧げ fQ で—。 何とな れぱ 人々 
から 其覃 直接 にれ と敎 へ て S が 生れた からで ある。 



水戶部宙松先生(輓近歐米_民敎育詳») 
笔高金 作 先生 ( ァッッ ト.ト ^ ルデル *5 

f 懸ー先 2I li) 

熊 谷 巽 堂 先生 C B 本 烈女 傳) 

田畑 爲潦 先生) 1 の ドィツ) 

光行 壽 先生 (獨逸靑年運勑研究)ゾ 
着 光 社 (世# 地理 風俗 大系) 

小川# 先生 (搛 人 * 報) 

森 コ 一 郞氏 (ドイツ 大使館 內) 

霖 議胄 (柬 京— 聞 社) 



報知 新聞社 通信 部 (ヒ トラ ー •ユ ー ゲント) 
小川 正 行 先生 (用 逸に 於け る 新教 育) 

尾 高 豊作 先生 (獨 逸の 新敎育 運動) 

梢 崎瀵太 郞 先生 (日本 敎育的 心理 學) 

森 崎 善 一先 生 (學 ベ！ 獨逸 M K 生活) 

室 伏 高 信 先生 (ヒツ ►ラ ー我が鬬爭) 

檐本文 夫 先生 (鐮人 公論) 

# 子 靑年團 指導 j (ドイツ 大使 ft 財} 

姜爨馨 氏 (日 獨文化 協 會內) 

千 葉 春 t 先生 (婦女 # 社 母 之 友 霰 5 
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柬京 日日 新聞社 員 



金參 拾八錢 



#* «| «!: は何か？》民生活上の重大間埋でー值民全體が認識を要すべき緊'嬰事で 
ぁる。本箐は何人にも解り易く明解せる良害でぁる。好評 >!» 々とぶ樣に資れる* 



金參 拾八錢 



スパイ现る！ スパィ防止を忘る、な，日本には世#各1!のスパィが入り》れてゐ 
る。 寸時 も ゆだんが 出來 & い。 本 香は 其 防止法を 極く 平易に 分り 易く 明解せ る 良 害 








吉 井魯齋 先生 著 



¥11 借地 借家 法 

丨 一 名— 借す 人 •借りる 人の 心得 長 

. 四六判 美本 定價金 八拾歧 送料 六® 
鬌8は 借地 法 S 家法 盖 何に 8 された か？. 

1 • I . 借# • I 人艺 是非 心— れ ば 相 芝 不利— ねく C と 
に 多い。 本窨を 急 讀して 萬 全を 期す •へきで ある。？？ I めする。 

近日- 刊— 行： • I 

f 新體 制と 中小 商工業 1 TTI く 道 




姚名學 *0 根本 圓通 先生 著 



運に する 



命名と 改名 



人生に 於て 命名 程 重大な 事は ない。 名前の 附け方 如何にょ つて 子孫 長 * , 富货 .• 高名 
立身出世 •益々 幸運と 成 0, 或は 一生 不幸に 終る m 大事で ある* 又 夫婦 名が 凶 なれば 
生命に も關 する 事が ある。 

本害にょつて生兒には良名を附け*凶運者はー日も早く改名すべきである0故に本書 
1册は毎戶に是非共無<てならぬ家寶として钾備へあらん事 |: 敢て御す、めする。 

(ニ 松堂發 行) 




